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（開会 午前９時30分） 

◎議長（小池弘基君）   

改めまして、おはようございます。 

早いもので、令和５年も残りあとひと月となりました。粕屋町議会では、今年

10月より、ペーパーレス会議システムを導入し、今定例会で初めて、本会議でのタ

ブレットを用いた会議を開催いたします。各議員におかれましては、日頃よりタブ

レットの使用について、十分に練習がなされていると思いますが、まだまだ慣れて

ない方もいらっしゃることと思います。うまく操作ができない場合におきまして

も、遠慮なく申し出をしていただいて、うまく操作ができるようにしていただきた

いと思っております。また、執行部におかれましても、今定例会より、ノートパソ

コンを持ち込んでの出席であります。その関係で、携帯電話の議場への持ち込みを

許可しておりますことを申し伝えておきます。 

本日、15番、安藤和寿議員より体調不良のため欠席届が提出されております。ま

た、執行部の部長級では、神近住民福祉部長、新宅都市政策部長が体調不良のため

欠席されますことをお知らせいたします。 

ただ今の出席議員数は、15名であります。定足数に達しておりますので、ただ今

から、令和５年第４回粕屋町議会定例会を開会いたします。 

直ちに、本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

◎議長（小池弘基君）   

日程第１．「会議録の署名議員の指名」をいたします。 

今期定例会の会議録署名議員には、会議規則第127条の規定により、議長におい

て11番、福永善之議員及び13番、本田芳枝議員を指名いたします。 

◎議長（小池弘基君）   

日程第２．「会期の決定」についてを議題といたします。 

お諮りいたします。 

今期定例会の会期は、本日から12月11日までの11日間といたしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（小池弘基君）   

御異議なしと認めます。 

よって、会期は本日から12月11日までの11日間と決定いたしました。 

◎議長（小池弘基君）   

日程第３．「諸般の報告」を行います。 
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閉会中の委員派遣の報告を行います。文教厚生常任委員会が、10月10日に、福岡

市教育委員会所管の「こども総合相談センター」に、教育相談推進のための視察研

修を行いました。福岡市の不登校対策などについて学んできております。また、議

会広報常任委員会は、11月16日、17日に、鳥取県大山町と岡山県美咲町に、広報誌

やSNSにおける発信について学んできております。議会をより身近に感じていただ

けるよう、また、分かりやすい議会広報を目指しておりますので、是非、今後の議

会広報やSNSにご注目ください。いずれも粕屋町の課題であり、重要な学びであり

ます。内容につきましては、視察報告書が提出されますので、御一読ください。

11月27日には、早稲田大学マニフェスト研究所の中村事務局長をお招きし、粕屋町

議会基本条例の見直しを行っております。 

◎議長（小池弘基君）   

日程第４．「行政報告」並びに日程第５．「議案等の上程」を一括して行いま

す。 

お手元に配付いたしておりますように、今期定例会に町から提出されました議案

は17件であります。 

行政報告並びに提案理由の説明を求めます。 

箱田町長。 

（町長 箱田 彰君 登壇） 

◎町長（箱田 彰君）   

おはようございます。 

本日、令和５年第４回粕屋町議会定例会を招集いたしましたところ、何かとお忙

しい中、御出席を賜り、感謝と御礼を申し上げます。今、開会中の臨時国会で、物

価高に伴う、生活困窮や経済への対策を中心とした、令和５年度補正予算案が、衆

参両院で一昨日に可決したところでございますが、粕屋町におきましても、この

12月議会にて上程いたします補正予算に、住民税非課税世帯等に７万円を給付する

予算を盛り込んだものとなっております。 

このような中、既に、来年度令和６年度予算の中身について、各省庁への要望が

激しく行われております。これに先駆け、去る11月15日に東京におきまして、全国

町村長大会が開催され、物価高騰などによる国民生活や経済活動への影響が深刻化

していることに加えて、全国各地で自然災害が頻発している中、国と地方が連携

し、総力を挙げて、永続できるサステナブルな社会を構築するための地方への対策

について、全国の町村長で決議をいたしました。国において、政策の真ん中に位置

づけております、少子化対策をなお一層推進し、子ども子育て政策を強化すること

や、実効ある経済対策により、地域の経済再生を図ること。デジタルを活用した地
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域活性化と地方創生を更に推進すること。地域からの脱炭素化を推進することな

ど、17項目になる決議要望を国に対して行いました。国も、長引くデフレ状態から

脱却を目指し、新たな経済再生へと舵を切り、DX、GXなどのこれからの新たな展開

が大きく期待されるところでございます。 

◎町長（箱田 彰君）   

それでは、「行政報告」をいたします。 

今回は、一部事務組合等の令和４年度の歳入歳出決算に関する報告が２件でござ

います。 

決算内容につきましては、配付いたしております資料のとおりでございますの

で、御覧いただきたいと存じます。 

以上で行政報告を終わります。 

◎町長（箱田 彰君）   

それでは、「議案の上程」を行います。 

令和５年第４回粕屋町議会定例会に町から提案いたします案件といたしまして

は、特別職の選任同意が１件、条例の改正及び廃止が６件、令和５年度補正予算が

６件、工事請負契約の変更が３件、また、本日加えて、条例の改正議案が１件、以

上17件でございます。なお、議案第97号の欠番につきましては、本日加えました、

議案第109号と併せて御説明を申し上げます。 

それでは、議案第92号から順に御説明を申し上げます。 

まず、議案第92号は「副町長の選任につき同意を求めることについて」でござい

ます。 

粕屋町副町長、吉武信一氏が、本年12月31日をもって任期満了により退任されま

す。よって、その後任として、池見雅彦氏を選任いたしたく、地方自治法第162条

の規定に基づき、議会の同意を求めるものでございます。池見氏の経歴につきまし

ては、資料を添付しておりますが、同氏は昭和58年に福岡市に奉職され、行政職員

として36年間、豊富な行政実績を積まれております。中でも港湾局、交通局、保健

福祉局の総務部長を歴任されたのち、中央区長という要職に就かれ、人格識見共、

優れた方でございます。このたびの選任同意につきましては、何とぞよろしくお願

い申し上げます。 

議案第93号は「粕屋町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例に

ついて」でございます。 

人事院勧告に基づく国家公務員の給与改正法案が、国会におきまして、令和５年

11月17日に可決成立いたしましたので、国家公務員の給与改定に準じまして、一般

職の職員給与を改定するものでございます。今回の改正の概要といたしましては、
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第１に、官民給与の格差0.96％を解消するため、初任給及び若年層を中心に、給料

月額を平均1.1％引き上げるものでございます。第２に、ボーナスについて、民間

の支給割合との均衡を図るため、支給月数を年間4.4月分から4.5月分へ、0.1月分

の引上げ改定を行うものでございます。 

次に、議案第94号は「粕屋町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する

条例について」、続いて、議案第95号は「粕屋町議会議員の議員報酬及び費用弁償

等に関する条例の一部を改正する条例について」でございます。 

議案第94号と第95号は、いずれも人事院勧告に基づき、国の特別職国家公務員の

給与改定に準じまして、期末手当の支給月数を、年間3.3月分から3.4月分へ、

0.1月分の引上げを改定するものでございます。 

次に、議案第96号は「粕屋町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例

の一部を改正する条例について」でございます。 

会計年度任用職員の給与について、人事院勧告に基づき、一般職の職員に準じ

て、期末手当の支給月数を、令和６年度より年間2.4月分から2.45月分へ、0.05月

分の引上げ改定を行うものでございます。また、令和５年５月８日に公布された地

方自治法の一部を改正する法律により、令和６年度より、会計年度任用職員に対す

る勤勉手当の支給が可能となることから、所要の規定を整備するものでございま

す。 

続いて、議案第98号は「粕屋町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運

営の基準に関する条例の一部を改正する条例について」でございます。 

「地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整

備に関する法律」が、令和５年９月16日から施行され、就学前の子どもに関する教

育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律に項ずれが生じたため、条例で引用

する箇所の改正を行い、あわせて、デジタル社会の形成を図るための規制改革を推

進するためのデジタル社会形成基本法等の一部を改正する法律が、令和５年６月

16日に施行され、デジタル手続法の適用範囲が拡大されたことに伴い、関係する条

文について整備する必要があるため、条例の一部を改正するものでございます。 

続きまして、議案第99号は「粕屋町住宅新築資金等貸付事業特別会計条例を廃止

する条例について」でございます。 

地方自治法第209条第２項の規定により、粕屋町住宅新築資金等貸付事業の円滑

な運営と、その経理の適正を図るため、昭和56年４月１日から施行し、特別会計を

設置しております。粕屋町住宅新築資金等貸付事業は、貸付事務を平成８年度に終

了しており、令和３年度には、現年度分の償還事務が完了し、現在は、滞納繰越分

の償還事務のみとなっております。つきましては、予算を特別会計から一般会計に
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移行し、条例を廃止するものでございます。 

続いて、議案第100号は「令和５年度粕屋町一般会計補正予算について」でござ

います。 

今回は、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ８億232万6,000円を追

加し、歳入歳出予算の総額を222億614万3,000円とするものでございます。歳入の

主なものといたしましては、国庫支出金を４億3,879万7,000円、県支出金を

6,624万7,000円、町債を5,970万円増額するものでございます。また、財源不足を

補うため、財政調整基金から１億8,076万9,000円の繰入れを計上しております。一

方、歳出の主なものといたしましては、障がい福祉サービス事業費を２億4,828万

9,000円、価格高騰緊急支援給付金給付事業費を３億485万4,000円、子ども医療費

助成事業費を3,269万3,000円、小学校施設整備事業費を7,990万円、ふるさとづく

り基金積立金を3,141万4,000円増額するものでございます。 

続いて、議案第101号は「令和５年度粕屋町国民健康保険特別会計補正予算につ

いて」でございます。 

今回は、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ４億2,399万7,000円を

追加し、歳入歳出予算の総額を38億7,616万9,000円とするものでございます。歳入

の主なものといたしましては、県支出金を４億2,000万円、繰入金を79万9,000円、

収支均衡を図るため歳入欠陥補填収入を390万円増額するものでございます。一

方、歳出の主なものといたしましては、保険給付費を４億2,000万円増額するもの

でございます。 

続いて、議案第102号は「令和５年度粕屋町後期高齢者医療特別会計補正予算に

ついて」でございます。 

今回は、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ60万6,000円を追加

し、歳入歳出予算の総額を６億3,564万4,000円とするものでございます。歳入につ

きましては、繰入金を28万円、広域連合納付金返納金を32万6,000円増額するもの

でございます。一方、歳出につきましては、総務費を28万円、一般会計繰出金とし

て32万6,000円増額するものでございます。 

続いて、議案第103号は「令和５年度粕屋町介護保険特別会計補正予算につい

て」でございます。 

今回は、保険事業勘定におきまして、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出そ

れぞれ277万6,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を28億134万8,000円とするもの

でございます。歳入といたしましては、国庫支出金を118万8,000円、繰入金を

158万8,000円増額するものでございます。一方、歳出といたしましては、総務費を

277万6,000円増額するものでございます。 
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続きまして、議案第104号は「令和５年度粕屋町水道事業会計補正予算につい

て」でございます。 

補正の内容といたしましては、昨今の物価上昇を受け、令和６年度薬品購入費の

債務負担行為限度額を増額するものでございます。 

続いて、議案第105号は「令和５年度粕屋町流域関連公共下水道事業会計補正予

算について」でございます。 

補正の内容としましては、給与改定に伴い、人件費を増額するものでございま

す。収益的支出につきまして、営業費用を70万円増額し、12億4,876万6,000円とす

るものでございます。 

続きまして、議案第106号は「工事請負契約の変更について」でございます。 

この工事は、仲原川河川改修工事でございます。変更内容の主なものは、工事に

て生じる発生土の一部を、町内の区画整理事業組合で引き受けていただくことで、

その残土処分費が不要となったものでございます。今回の変更により、657万

1,400円の減額となり、変更後の契約金額を１億1,462万4,400円とするもので、条

例の規定に基づき、議会の議決を求めるものでございます。 

続いて、議案第107号は「工事請負契約の変更について」でございます。 

この工事は、粕屋町総合体育館大規模改造工事でございます。変更内容の主なも

のは、外壁補修工事の変更、消防設備の法令適合の変更、照明設備の増設等を行う

ものでございます。今回の変更により、646万9,100円の増額となり、変更後の契約

金額を７億9,438万8,100円とするもので、条例の規定に基づき、議会の議決を求め

るものでございます。 

続いて、議案第108号は「工事請負契約の変更について」でございます。 

この工事は、町立中央保育所建替工事でございます。変更内容の主なものは、急

激な物価変動による建築資材の高騰措置として、建築資材費を変更するものでござ

います。今回の変更により、605万円の増額となり、変更後の契約金額を７億

8,914万円とするもので、条例の規定に基づき、議会の議決を求めるものでござい

ます。 

続きまして、加えて、提案させていただきます議案について、提案理由を御説明

申し上げます。 

議案第109号は「粕屋町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について」で

ございます。 

国民健康保険の制度改正により、出産被保険者に係る保険税について、産前産後

期間相当分の所得割額及び均等割額の減額措置が令和６年１月１日から実施される

ことに伴い、粕屋町国民健康保険税条例について、改正を行うものでございます。
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国の条例改正案に基づき、当町の条例改正を議案第97号として上程予定としており

ましたが、当初、国から示されていた改正案に、誤りが確認され、正しい改正案の

発出が未定であるとの通知を受けたことから、議案第97号について取下げ、欠番と

しておりました。今般、正式な条例改正案が示されたため、上程するものでござい

ます。 

以上で、提案理由の説明を終わります。 

何とぞよろしく御審議賜りますようお願い申し上げます。 

（町長 箱田 彰君 降壇） 

◎議長（小池弘基君）   

日程第６．「議案等に対する質疑」に入ります。 

質疑は、一括議案番号順にお願いいたします。なお、議案第92号、副町長の選任

議案につきましては、委員会に付託することなく、この「議案等に対する質疑」を

経た後、最終日に質疑・討論を省略し、採決を行います。よって、議案第92号に対

する質疑の場面は、ここでのみとなりますことを申し添えます。 

一括、議案番号順に、質疑のある方はお願いいたします。 

質疑はありませんか。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）   

では、ないようですので、質疑をこれにて終結いたします。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（小池弘基君）   

御異議なしと認めます。 

◎議長（小池弘基君）   

日程第７．「議案等の委員会付託」を議題といたします。 

お諮りいたします。 

本日上程されました、欠番となりました議案第97号を除き、93号議案から99号議

案、106号議案から109号議案につきましては、付託表のとおり、それぞれの所管の

委員会に付託したいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（小池弘基君）   

御異議なしと認めます。 

次に、議案第100号から議105号議案については、地方自治法第109条第１項及び
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粕屋町議会委員会条例第５条の規定により、議員全員で構成する予算特別委員会を

設置し、予算特別委員会に付託して審査することにしたいと思います。 

これに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（小池弘基君）   

御異議なしと認めます。 

よって、本日上程されました議案等につきましては、付託表のとおり、それぞれ

所管の委員会に付託することに決定いたしました。 

なお、予算特別委員会の正副委員長は、申し合わせ及び協議により、委員長に末

若憲治議員、副委員長に井上正宏議員となっております。 

本来、議会開会日に上程された議案につきましては、付託された委員会審査を経

て、議会最終日に採決を行うのが常でありますが、本日上程されました議案第93号

から第96号までにつきましては、急ぎの案件及び関連であるため、ただ今から委員

会審査を行いますので、ここで暫時休憩といたします。 

（休憩 午前９時55分） 

（再開 午前10時50分） 

◎議長（小池弘基君）   

それでは、再開いたします。 

議案第93号「粕屋町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につ

いて」、 

議案第94号「粕屋町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につ

いて」、以上２議案を一括して議題といたします。 

これらの案に関し、委員長の報告を求めます。 

末若総務建設常任委員会委員長。 

（総務建設常任委員会委員長 末若憲治君 登壇） 

◎５番（末若憲治君）   

議案第93号「粕屋町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につ

いて」、議案第94号「粕屋町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例について」、付託を受けました総務建設常任委員会での審査の経過と結果につい

て、一括して御報告いたします。 

まずは、議案第93号「粕屋町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する

条例について」です。 

人事院勧告に基づき、国家公務員の給与改定に準じて一般職の職員給与を改定す

るものです。委員会の審査におきまして、政府方針は、若年層に重点を置いている
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とのことだが、年配の職員についても適用しているのかという質疑に対し、全職員

が対象である。ただし、若年層に重きを置いている旨の答弁がありました。 

総務建設常任委員会で慎重に審査いたしました結果、全員賛成で原案どおり可決

すべきことに決しましたことを御報告いたします。 

次に、議案第94号「粕屋町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例について」。 

議案第94号も人事院勧告に基づき、国の特別職国家公務員の給与改定に準じ、期

末手当の引き上げ改定を行うものです。 

総務建設常任委員会で慎重に審査いたしました結果、全員賛成で原案どおり可決

すべきことに決しましたことを御報告いたします。 

（総務建設常任委員会委員長 末若憲治君 降壇） 

◎議長（小池弘基君）   

ただ今の委員長報告に対する質疑に入ります。 

質疑は、一括議案番号順にお願いいたします。 

質疑はありませんか。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）   

ないようですので、質疑を終結いたします。 

これより、議案第93号の討論に入ります。 

まず、原案に反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）   

次に、原案に賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）   

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第93号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の議員は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（小池弘基君）   

賛成多数であります。 

よって議案第93号は、委員長の報告のとおり可決されました。 

◎議長（小池弘基君）   
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これより、議案第94号の討論に入ります。 

まず、原案に反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）   

次に、原案に賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）   

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第94号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の議員は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（小池弘基君）   

賛成多数であります。 

よって、議案第94号は、委員長の報告のとおり可決されました。 

◎議長（小池弘基君）   

議案第95号「粕屋町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改

正する条例について」を議題といたします。 

本案に関し委員長の報告を求めます。 

山𦚰議会運営委員会委員長。 

（議会運営委員会委員長 山𦚰秀 君 登壇） 

◎１４番（山𦚰秀隆君）   

議案第95号「粕屋町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改

正する条例について」、付託を受けました議会運営委員会の審査の内容と結果につ

いて御報告いたします。 

議案第94号と同じでありまして、人事院勧告に基づき、国の特別職国家公務員の

給与改定に準じまして、期末手当の支給月数を年間3.3月分から3.4月分へ0.1月分

の引き上げ改定を行うものでございます。物価高高騰の折、民間の給与が引き上げ

られる中、議員報酬等の賃金格差を是正するための改正と考えております。 

委員会で慎重に審査した結果、全員の賛成をもって可決すべきことと決しました

ので、御報告いたします。 

（議会運営委員会委員長 山𦚰秀 君 降壇） 

◎議長（小池弘基君）   

ただ今の委員長報告に対する質疑に入ります。 
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質疑はありませんか。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）   

ないようですので、質疑を終結いたします。 

これより、議案第95号の討論に入ります。 

まず、原案に反対の方の発言を許します。 

福永議員。 

◎１１番（福永善之君）   

議案95号に反対します。 

反対の理由は、現状、一部の大企業を除き、多くの中小企業の賃上げは厳しい状

況です。昨年から続く、食料品をはじめ、物価の上昇に対し、賃金の上昇が追いつ

いていません。賃金から税金や社会保障費を差し引いた自由に使えるお金、町民の

可処分所得が減少しています。国民負担率は50％に迫ろうとしています。また、今

後、少子化対策の財源、防衛費増の財源の問題があり、財源として、増税も想定さ

れます。そのような社会情勢の現状において、公務員の賃上げ、及び公務員や議員

のボーナスを上げることは、町民の賃上げがなされるまで待つべきです。 

以上の観点からこの議案に反対です。 

◎議長（小池弘基君）   

次に、原案に賛成の方の発言を許します。 

杉野議員。 

◎３番（杉野公彦君）    

議案第95号に賛成の立場で討論させていただきます。 

現状、粕屋町議会議員の議員報酬に関しましては、人口等で比較した他の市町村

と比べて、非常に低いと言わざるを得ません。全国的に議員の成り手がいない、定

員を割り込むと無投票当選などが続いておる情勢の中で、本来、もうすぐ市になろ

うかという人口を迎える粕屋町が、郡内最低レベルのいわゆる報酬水準であってい

いとは思っておりません。今後、より若い方の議員としての参加を求めていくので

あれば、報酬を上げる議論をすればこそ、下げるとか、据え置くとかいう考え方は

持つべきではないと考えております。 

以上をもって賛成討論とさせていただきます。 

◎議長（小池弘基君）   

次に、原案に反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）   
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次に、原案に賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）   

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第95号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の議員は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（小池弘基君）   

賛成多数であります。 

よって、議案第95号は、委員長の報告のとおり可決されました。 

◎議長（小池弘基君）   

議案第96号「粕屋町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を

改正する条例について」を議題といたします。 

本案に関し、委員長の報告を求めます。 

末若総務建設常任委員会委員長。 

（総務建設常任委員会委員長 末若憲治君 登壇） 

◎５番（末若憲治君）   

議案第96号「粕屋町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を

改正する条例について」、付託を受けました総務建設常任委員会での審査の経過と

結果について御報告いたします。 

会計年度任用職員の給与についても人事院勧告に基づき、一般職の職員に準じ、

期末手当の引き上げ改定を行うものです。また、令和５年５月８日に公布された

「地方自治法の一部を改正する法律」により、令和６年度より、会計年度任用職員

に対する勤勉手当の支給が可能となることから、所要の規定の整備を行うもので

す。委員会の審査の内容に関しまして、会計年度任用職員の勤勉手当が新設されて

いるが、財政的にどれぐらいの負担になるのかという質疑に対し、勤勉手当に関し

ては、国の予算措置がある予定である旨の答弁がありました。次に、改定はフルタ

イム勤務の会計年度任用職員のみかという質疑に対し、パートタイムについては、

週15時間半以下を除くとなっている旨の答弁がありました。施行は令和６年からに

なっているが、遡及改定はできないのか。国は遡及改定を行うように言われている

が、扶養の範囲もあるので、来年度以降検討していきたい旨の答弁がございまし

た。 

総務建設常任委員会で慎重に審査いたしました結果、全員賛成で原案どおり可決
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すべきことに決しましたことを御報告いたします。 

（総務建設常任委員会委員長 末若憲治君 降壇） 

◎議長（小池弘基君）   

ただ今の委員長報告に対する質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）   

ないようですので、質疑を終結いたします。 

これより、議案第96号の討論に入ります。 

まず、原案に反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）   

次に、原案に賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）   

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第96号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の議員は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（小池弘基君）   

全員賛成であります。 

よって、議案第96号は、委員長の報告のとおり可決されました。 

◎議長（小池弘基君）   

お諮りいたします。 

本会議中、誤読などによる字句、数字等の整理、訂正につきましては、会議規則

第45号の規定により、議長に一任していただきたいと思いますが、これに御異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（小池弘基君）   

御異議なしと認めます。 

よって、誤読などによる字句、数字等の整理、訂正は議長に一任していただくこ

とに決定いたしました。 

以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 
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本日は、これにて散会いたします。 

（散会 午前11時04分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



－ 21 － 

 

 

 

令和５年第４回（12月） 
 

 

粕 屋 町 議 会 定 例 会 
 

 

 

（一般質問） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

令和５年12月４日（月） 
 

 

 

 

 



－ 22 － 

令和５年第４回粕屋町議会定例会会議録（第２号） 

 

                            令和５年12月４日（月） 

                            午前９時30分開議 

                            於 役場議会議場 

 

１．議事日程 

 第１．一般質問 

    １番 議席番号 ４番 宮 﨑 広 子 議員 

    ２番 議席番号 10番 田 川 正 治 議員 

    ３番 議席番号 11番 福 永 善 之 議員 

 

２．出席議員（15名） 

   １番 古 家 昌 和         10番 田 川 正 治 

２番 田 代   勘         11番 福 永 善 之 

   ３番 杉 野 公 彦         12番 久 我 純 治 

   ４番 宮 﨑 広 子         13番 本 田 芳 枝 

５番 末 若 憲 治         14番 山 𦚰 秀  

   ６番 井 上 正 宏         15番 安 藤 和 寿 

   ８番 鞭 馬 直 澄         16番 小 池 弘 基 

   ９番 川 口   晃          

 

３．欠席議員（１名） 

   ７番 案 浦 兼 敏 

 

４．出席した事務局職員（２名） 

 議会事務局長  藤 川 真 美    議会事務局係長  松 永 泰 治 

 

５．地方自治法第121条により説明のため出席した者の職・氏名（13名） 

 町    長  箱 田   彰    副  町  長  吉 武 信 一 

 教  育  長  西 村 久 朝    住民福祉部長  神 近 秀 敏 

 都市政策部長  新 宅 信 久    教育委員会次長  堺   哲 弘 

 総 務 課 長  豊 福 健 司    経営政策課長  吉 田   勉 

 協働のまちづくり課長  髙 榎   元    子ども未来課長  渡 辺   剛 



－ 23 － 

 道路環境整備課長  吉 村 健 二    社会教育課長  臼 井 賢太郎 

 給食センター所長  井 手 正 治     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



－ 24 － 

（開議 午前９時30分） 

◎議長（小池弘基君）   

改めまして、おはようございます。 

新型コロナウイルスが少し落ちつきを見せてる中、インフルエンザ等で、幾つか

の小学校が学級閉鎖を実施されてるほどに、感染が拡大しております。各自、体調

を万全に整え、感染症対策を十分にして、実りある12月定例会が実施できますよう

にお願いいたします。 

なお、本日は、案浦議員が体調不良のため欠席届が出ております。急きょ、議長

において、一般質問を１番、宮﨑広子議員。２番、田川正治議員。３番、福永善之

議員に変更いたしましたのでお知らせいたします。本日、７番案浦兼敏議員から体

調不良のため欠席届が出されております。また、執行部部長級におかれましては、

古賀総務部長が体調不良のため欠席されています。 

ただ今の出席議員数は15名であります。定足数に達しておりますので、ただ今か

ら本日の会議を開きます。 

◎議長（小池弘基君）   

それではただ今から「一般質問」を行います。 

発言に関しましては、質問者は会議規則を遵守し、さらに、文書通告の趣旨にの

っとり、簡単明瞭に、答弁者の発言に関しましては質問にそれることなく的確に、

しかも簡潔にされますことを、議事進行上強くお願いする次第であります。 

また、答弁側におかれましては、答弁者が誰か明確となるように、声に出して挙

手されますよう、併せてお願いいたします。 

それでは、一般質問順に従い、質問を許します。 

議席番号４番、宮﨑広子議員。 

（４番 宮﨑広子君 登壇） 

◎４番（宮﨑広子君）   

おはようございます。議席番号４番、宮﨑広子です。通告書に従い、進めてまい

ります。 

通告書の１番目は、不登校児童生徒の安心できる居場所づくりについてです。不

登校支援についてですが、本年10月の文部科学省の調査では、不登校児童生徒は

30万人に迫る数でした。年々その数は増え、粕屋町でも増加しているようです。私

が３年前に質問したときも、粕屋町では、様々な手が打たれていました。スクール

ソーシャルワーカーであるとか、スクールカウンセラーであるとかです。でも、

今、なかなかその手立てに追い付かない状態と思われます。私の今回の不登校支援

に関する質問は、今ある支援の確認と、さらに、町がこれからどんな支援をしてい



－ 25 － 

くのかということをお聞きしながら進めていきます。 

現在、中学校には、校内に適応指導教室があります。ここでは、クラスの授業を

ネットでつないで、タブレットでオンラインで視聴することができるという話もお

聞きしました。なお、ここに通っている子どもは、不登校という扱いではありませ

ん。コロナ禍を体験し、現在、アフターコロナになって、子どもたちの移動や交流

にも自由に活動できるようになってきましたが、現在の校内にある適応指導教室の

実態について問います。 

現在、利用している生徒数や学年、また、担当する教師の立場やその仕事内容、

それから、昔は保健室登校とか校長室を開放しているとかあったんですが、現在は

どんな教室を使ってありますか、まずこの３問をお願いします。 

◎議長（小池弘基君）   

堺教育次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）   

お答えをさせていただきます。 

まず、校内適応指導教室に通われております、生徒さんの数ということでござい

ますけれども、中学校２校、合計で、今25名いらっしゃいます。学年別あるいは学

校別という形の内訳につきましては、ちょっと人数が少なくなってまいりまして、

個人の特定につながることを心配いたしますので、必要でございましたら、後ほど

別途でお答えをさせていただければというふうに考えております。 

また、担当の先生方、その仕事内容ということでございますけれども、担当して

おりますのは、児童生徒支援加配という名称になります。それで配置をされていま

す、県費の先生ということです。生徒の相談を受けましたり、また、学習の支援の

ほか、スクールソーシャルワーカーやスクールカウンセラーをはじめ、関係機関と

の連携などを仕事内容として行っております。 

教室の環境まででよろしいですかね。はい。教室の環境につきましては、通常教

室と同様の広さがあります設備の学校もございますし、また、通常教室は半分に仕

切った形で使用しておりまして、電子黒板等の一部の設備も使用していたり使用し

てなかったり、学校の状況、また、教室の状況によって異なる部分がございます。

各学校の教室の空き状況ですとか、生徒の状況もありますので、それぞれに従っ

て、適当な教室を準備して使用しているという形でございます。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）   

宮﨑議員。 

◎４番（宮﨑広子君）   
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はい。生徒数は分かりましたが、そしたらその、１中学校につき一人の加配教員

がずっと関わってるってことですよね。学年はもう混ざって参加してるってことに

なりますか。 

◎議長（小池弘基君）   

堺教育次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）   

はい、そうですね。１教室に複数の学年が混ざって受けております。 

◎議長（小池弘基君）   

宮﨑議員。 

◎４番（宮﨑広子君）   

そしたら、教員の立場分かりました。加配ということですね。その先生同士の交

流や研修についてお聞きしたいんですけども、それと、ですから２名おられるとい

うことですね。その先生同士の交流があるのかということや、ほかの自治体との研

修があるのかということや、また、こういう指導マニュアルがあるのかというこ

と。そして、すみません。先ほど聞き忘れましたが、事業内容ですね。 

以前は、タブレットで自分のクラスの授業があってるのを、オンラインでつない

で視聴できるっていうことを、やってますよっていうことでしたが、私たち文教厚

生常任委員会で、福岡市に行きましたときに、いろんな授業の形をとってあって。

例えば、何かものを作るとか調理をするとか、それから外の校外学習に出かけてい

くとか。そういうこともやってあるようでしたので、そういう授業形態があるのか

ということと、先ほど言った研修があるのかということを伺います。 

◎議長（小池弘基君）   

堺教育次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）   

はい、すみません。研修のほうからちょっと先にお答えをさせていただきたいと

思います。 

学校間教員同士の交流研修といたしましては、そこの加配教員のほうに、人数が

少ないのもございまして、限定をして、そこに特化したものというのはちょっと行

っておりません。毎月開催をされております、町立小中学校の教頭会というのがあ

るんですけれども、こちらにおきまして不登校等の数ですとか事例等をそれぞれ情

報共有しまして、相互に参考として持ち帰って共有しているというようなことをし

ておりますほか、この教頭会、町外の学校との間でも開催をされておりますので、

そちらでも情報共有とか研修が行われておるというような状況でございます。 

◎議長（小池弘基君）   
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宮﨑議員。 

◎４番（宮﨑広子君）   

授業の形をお願いします。 

◎議長（小池弘基君）   

西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君）   

授業の形態ですけど、校内支援センターって、これ言うんですけど、教育相談室

を支援センターという名前に変えてくれというのも文科省から指示がございました

ので、今、校内、教育相談室じゃなくて、サポートルームとかそんな言い方をして

いる学校もございますが、中身については、授業をそこでやりますと、やっぱりそ

れが教室に入って授業を受けきれないという子たちですので、どちらかというと自

学が中心になります。自学実習ですね。 

そしてその中で、例えば、教室の授業風景みたいという子については、タブレッ

トで教室の授業風景を見ながら、一緒に授業を受ける。ただし、双方向ではござい

ませんので、先生方もやっぱそこに向かって、どこどこにおる、何々君どうですか

というような発言はないです。一方通行で聞きっぱなしの授業になります。 

また、福岡市では何かこう外に出て行ったりとか、実習とかっていうことでござ

いましたが、実は、そういった交わりができない子たちがそこにおりますので、粕

屋町においては、そこまでの対応はできておりません。 

それから、ちょっと研修のことについて、今、次長が申し上げましたが、支援加

配教員というのは県費ですので、これ支援加配は、支援加配だけの研修会が、県の

ほうでも持っていただいておりますので、そちらのほうでの研修はあります。た

だ、これは非常に特別な加配であって、進路指導、受験指導、それから生活指導、

それと不登校対応、そういったものについて授業を持たないで、その業務に特化し

た加配でございますので、非常に特殊な先生方でございます。これ、小学校にはお

りません。配置は手を挙げてるんですけど、なかなか配置してもらえないんです

が。そういった意味で、今、不登校のほうに全力を挙げていただいて、あと、奨学

金のほうの手伝いをやっていただいたりとかいう、対応の先生方になります。あ

と、生徒指導担当教員が別にございますので、そちらの情報交換もあります。先ほ

ど言った教頭会の情報交換もあります。非常に、不登校については、いろんな担当

者の情報共有がなされているというのが正直なとこではないかと思います。 

以上でございます。 

◎議長（小池弘基君）   

宮﨑議員。 
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◎４番（宮﨑広子君）   

分かりました。それから、非常に保護者の困り感につながるんですけれども、中

学３年生になると、次へ進む進路っていうのをものすごく不安に感じてありまし

て、主に、お家にずっとおられる、学校に行くことができない子どもたちの保護者

が、次の進む道を探すのに、自分でインターネットなどで探して、専門性、通信制

の高校をいくつか選んで、そこに見学に行ったりして、子どもと相談しながら次の

進路を選んでいるっていう実態があります。中学校のほうが、なかなかその、通信

制の高校を提示するっていうことが具体的に難しいようなんですけれども、実際ど

うなのかというのと、例えば、通信制の高校を選んでみてはいるけれども、自分に

は、本当は大学まで進みたくて、そのためには、今の高校で、通信制でいいのだろ

うかとか、いろいろなそういう悩みを受け止める中学校の先生たちがいらっしゃる

のかということ。また、すごく今、通信制もいろんな形で増えてると思うんですけ

れども、その先生が相談できるような場所が、どんな通信制があるのかとかいうこ

とで、相談ができるような場所はありますか。 

◎議長（小池弘基君）   

堺教育次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）   

進路指導につきましては、議員の言われます通信制の高校、こちらを初めとした

複数の種類の学校につきまして行っております。家庭訪問ですとか、説明会を実施

しましたり、教室のほうにパンフレットも、当然、掲示しておるんですけれども、

こういった周知をするとともに、子どもさんの御希望、家庭の御希望等を踏まえ

て、どういった進路を進むのが適切なのかといった相談を当然行っております。ま

た、御希望に応じて体験入学等、そういったものの御案内もしております。また、

先生とそういった、通信制の学校などとの情報のやりとりなんですけれども、これ

パンフレット等の掲示に、当然御希望があって持って来られたりをするときがあり

ますんで、そういうときに学校の状況をいろいろお伺いをしたりとか、場合によっ

ては見に行ったりとかいうこともされながら、そこの確認はされてあるというふう

に思っております。 

◎議長（小池弘基君）   

宮﨑議員。 

◎４番（宮﨑広子君）   

そうするとそれは、今年アクション３っていうのが始まりましたけれども、その

前の方たちよりも、今の中学３年生のほうが、それは、より担任が一歩踏み出し

て、紹介しているっていうことで理解していいですか。 



－ 29 － 

◎議長（小池弘基君）   

西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君）   

通信制、これも一つの進学になります。学校は、進学させるために親と面談する

わけじゃなくて、例えば、中学校卒業後、どういう進路を考えてありますかってい

うことを、まず、親と相談していきますね。担任が中心となってやっていくわけで

すが。不登校になりますと、「ぽると」のほうのSSWは、親と直接話をしたりする

機会もございます。それは相談機関が学校だけじゃなくて「ぽると」というところ

もございますので、そちらのほうとの相談もございます。学校は、どの先生もその

情報を持ってるとは限りませんが、基本的には担任のほうには、全ての情報が大体

行くようにシステム的にはなっております。通信の先生方も学校回りをされなが

ら、学校紹介されているわけですよね。そこでパンフレットを置いていかれますの

で、ある程度の情報は学校内でも共有できておりますので、やはり親のほうの立場

から言うと、子どもと話をしたらこういうふうに言ってるので、こういう情報はあ

りますかとかですね。こういうふうな道っていうのはどうなんでしょうかとかです

ね。そういったことは大体、窓口が担任となって、担当の先生、先ほど言った支援

加配の先生とかにつないだりしながら、大体卒業後の進路については、誰一人取り

残さないような形で、アドバイスはできてるかと思います。 

ただ、誤解があってはいけないのは、全て行き先を決めて卒業させるということ

ではございません。しばらく家のほうで様子見るので、ちょっと４月からは、どこ

の学校もどこの就職も今考えてないと。もうちょっと時間かかるかもしれないが、

今後も相談に乗れますかという話については、また中学校のほうでは、いつでもお

いでくださいというな、間口は広げておりますので、全てを進学とか就職のほうの

道を決めるということではないということを御理解いただきたいと思います。 

◎議長（小池弘基君）   

宮﨑議員。 

◎４番（宮﨑広子君）   

それでは、教育相談室「ぽると」について伺います。こちらも、こちらに通えば

不登校という形ではありません。出席扱いですね。私たち文教厚生常任委員会は、

民生委員さんと話し合いをしたときに、「ぽると」が狭いですということをお聞き

しました。それで、私も放課後、子どもたちが来ていない時間に見学させてもらい

ました。本当に狭かったです。ここの子どもたちが使ってる部屋のお隣に相談室が

あります。ここソファーがある部屋なんですけれども、ここ多分、保護者とか相談

者がみえて、スクールソーシャルワーカーやスクールカウンセラーですか、違いま
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すね、相談員の先生とお話をされるんだろうと思いますが。そこの部屋も子どもた

ちに開放してありました。 

だから、利用する子どもたちは増えているということです。反対に、私はそのあ

と、こども館を見学させていただきました。４時を過ぎておりましたので子どもの

数も少なく、ただ２階の自習室に二人ほど中学生か高校生か分かりませんが、学習

しておりました。とてもすごい場所だなあと思うと同時に、何かもったいないなあ

っていうか、何かほかに利用できないものかなあとも思いました。ここの時間帯、

ここを何とか、反面狭いっていう、不登校の子たちが通っている「ぽると」がある

場所が狭いんで、ここを何とか、この人が少ない時間帯に、こども館のほかの部屋

を使えないものかなとも考えました。ここについて、一つ質問。 

そして、今、町が雇用してあるスクールソーシャルワーカーは、現在、一人が非

常勤、もう一人は会計年度任用職員ということです。スクールソーシャルワーカー

は、もう保護者との信頼関係がすごく強くて、伺ったときも、これ前、西村教育長

もおっしゃいましたが、本当に家庭訪問されて、そして何とか学校へつなぐってい

うことで、すごい取組をされてるっていうことも伺いました。私たちが行ったとき

も、何とかこれ、来てる子どもたちが、給食時間だけ行ってみようよって言って、

ふれあいバスに乗って、学校まで一緒に行くことがありますっていうことも伺いま

した。本当に地道な、すごい取組をしてあるスクールソーシャルワーカーの先生と

言いますかね、方だなと思いました。 

この年々増える不登校の児童生徒に対応する仕事量が増えていると思うんですけ

れども、増員するという考えはないかということと、この会計年度任用職員を正式

採用できないものかと思いますが、どうお考えでしょうか。 

◎議長（小池弘基君）   

堺事務局次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）   

まず、「ぽると」のほう、大変狭いということで御心配いただきまして、本当に

ありがとうございます。こども館の部屋の使用についてなんですけれども、現状、

通常、こども館が開館しております日に、「ぽると」に来ております子どもたち

が、こども館を使用するということは実際しております。学習スペースでテスト勉

強を先ほどしているということで言われました。そのとおりでございますし、ま

た、動こうスペース等を使いまして運動するといったようなこともしております。

また、屋外、こども館の駐車場に出ると危のうございますんで、相談員とかがつい

て、駐車場からちょっと入り込んだ、こども館の横のところのスペースを使いまし

て、いろいろな活動をするというようなことも、実際、行っておるところでござい
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ます。 

また、スクールソーシャルワーカー、こちらに増員のお話なんですけども、スク

ールソーシャルワーカー専門的な知見を持ちまして、児童や生徒、保護者、教職員

のほうも支援をしていただいております。非常に重要な役割を担っていただいてお

りますので、こういう増員をできれば本当に心強いというところではございます。 

しかしながら、現状、外部のスクールソーシャルワーカーのほうにもお願いを委

託という形でしております。忙しいながらも、何とか対応ができております。とい

うような状況もございます。不登校の児童生徒が増加傾向にあることなど、業務負

担は今後も増加するという可能性は十分ございますので、財政的な面も勘案しなが

らにはなりますが、連携する教育相談室の相談員ですとか、あるいは不登校対応教

員の増強なども併せまして、検討してまいりたいというところでございます。ま

た、今現状、会計年度任用職員という形で雇用しております。これを、非常に何で

すかね、正職員そのままスライドするということはちょっと、そういうやり方自体

に問題がございますので、それはちょっとできかねるかと思いますけれども、ま

た、正職員での雇用というところも含めて、これはもう今後の検討課題になるかな

というふうに思っております。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）   

宮﨑議員。 

◎４番（宮﨑広子君）   

分かりました。不登校児童生徒にとっては、今みたいな居場所をたくさん増やす

ことが大切になってきます。それで、町長に伺いたいんですけれども、この前、町

長が第２こども館を造りたいとおっしゃったときに、私の考えの中にはなかったの

で、非常に驚きまして、すごいことだなあと思っております。町長が今、お持ちに

なっている第２こども館の構想で、今の進捗状況について伺いたいと思います。 

◎議長（小池弘基君）   

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）   

御質問ありがとうございます。今、学校教育課、教育委員会と、いろんな質疑を

されてるのを、私、お聞きしまして、まさに子育て支援にプラスして、この学校に

行けない子どもたちの対応というのは、今の時代、本当に大事な問題だろうと思い

ます。それに向けての解決を行うための、様々な知見とかが必要なんですが、やは

り場所ですよね。この場所がないと駄目だということで、第２こども館について

も、この今の第１こども館以上に、こういった学校に行けないような子どもたちに
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対する支援をする大きな場として、つくりたいと思ってます。場所についてはちょ

っと、今、言明は、はっきり言うことは避けたいんですけども、大体の選定はして

おります。あとそれについての財政的な問題とか、それを今研究しているところで

ございますので、早々に私も、具体的な内容についても表明をしていきたいと思っ

ております。 

◎議長（小池弘基君）   

宮﨑議員。 

◎４番（宮﨑広子君）   

期待しております。 

では次に、不登校生徒へのオンライン配信について伺います。以前、質問した内

容では、家庭と学校の環境が整えば配信できるということで、現在、不登校児童生

徒に配信している割合、どのぐらい配信できているかということと、それから、こ

れも福岡市で視察に行ったとき伺いましたが、文部科学省がライブ配信を受けてる

側が見ているというふうなことが確認できれば、出席簿には、出席って書けないで

すけれども、要録には、出席扱いというふうに明記できると伺いました。この点、

町はどう対応しているかということと、子どもが見ているところの確認は、どうや

って行っていますかっていうこと。 

これも保護者からのお願いなんですけれども、出席っていうことが、高校に進学

っていうふうに左右するんだったら、もうそこはいいですと。ただ、一緒に見て学

習していますよっていうことで、出席扱いですよって一言あれば、見ている子ども

にも、とても励みになりますと。見ていることが励みになりますって。だから、何

かそういう関わりが欲しいですねっていうことでした。 

それともう一つは、これももう何か入ってるって聞いたような気がしますが、タ

ブレット端末の中に相談アプリが入っているかっていうことと、入っているとした

らこれ使ってありますかっていうことをお聞きしたいです。 

◎議長（小池弘基君）   

堺事務局次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）   

まず、不登校児童生徒のほうのオンラインでの授業ということでございます。通

常学級とオンラインでつなぎまして、授業を受けるなど、実際はしておるところで

ございますけれども、家庭におります不登校児童生徒につきましては、家庭環境の

ほかに、生徒自身の状況、希望等、様々ございます。登校圧力ですとか、そういっ

た学校のほうの雰囲気を感じること自体がプレッシャーになってしまったりする子

どもさんもいらっしゃいますので、オンライン配信、実施はしておりますんですけ
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れども、パーセンテージが高いかというとそうでもありません。ちょっと数字上は

低く見えるかもしれませんが、数字で申し上げますと、11月現在で5.5％に配信を

しておるというような形でございます。 

それから、このオンライン配信の出席扱いという形なんですけれども、令和元年

に、文部科学省のほうから通知が出ております。いわゆる出席扱い制度というもの

のことかと思います。対面指導が適切に行われることや、当該の児童生徒が、学校

外の公的機関や民間施設において、相談や指導をちゃんと受けられるような場合

に、行う教育活動であることなど、一定の要件を満たした上で行われます、ICTを

活用した学習活動、こちらは指導要録上、出席扱いとすることができることとなっ

ております。議員言われるとおりでございます。 

しかしながら、同じ通知の留意事項のほうにもございますように、ICTを活用し

た学習活動を出席扱いとすることによりまして、不登校が、必要な程度を超えて長

期化するというような懸念もございます。不登校を助長する恐れがあるということ

から、粕屋町におきましても現在のところ、オンライン配信による授業について、

出席扱いをするということは行っていないところでございます。 

それから、相談アプリについてでございます。こちら、例えば、NPO等の民間機

関などが提供されておりますアプリのことかなと思います。チャットですとか通話

による相談ができるというものかと思います。現状、学校に配布をしておりますタ

ブレット等の端末には、こちらは導入されておりません。県の相談窓口等をインタ

ーネットのブラウザのお気に入り登録、あちらのほうに入れまして、相談窓口にア

クセスをしやすいというような環境は、整えておるところでございます。近年、公

共機関において、ICTを活用した相談環境の充実は進んできております。福岡県に

おきましても、今年の８月から、孤独感や生きづらさを抱える若者が交流できるス

ペースというのを、メタバース、インターネット上の仮想空間上に設置をするとい

う取組が始まっております。自分の分身であるアバターを操作して、悩み相談や共

有ができる取組というのが、始まっておるところです。現状これは、主に自殺予防

の取組という形になっておりますけれども、今後、不登校等についても、同様の環

境整備が進んでくると考えられますので、うまく活用できるものがないか、アンテ

ナを張ってまいりたいと考えておるところでございます。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）   

宮﨑議員。 

◎４番（宮﨑広子君）   

なかなか難しいところですね。次に、保護者支援について問います。昨年行われ
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た、NPO法人「登校拒否・不登校を考える全国ネットワーク」のアンケート調査で

は、精神的経済的な負担が、保護者にのしかかっていることが分かります。不登校

の原因が自分にあるかもと、自分を責めた親が66％。孤独感、孤立感を抱いた親が

53.1％。そして、充実してほしい支援が、子どもが学校以外で安心できる居場所、

人とつながれることが80.5％。経済的な支援が68％を占めています。実際、粕屋町

でも、親同士のつながりができれば、安心できることや一時期、仕事を辞めたり減

らしたり、給食がないわけですから、食費や通院カウンセリング代など、家計の支

出が増えています。現在のところ、そこには何の支援もあっておりません。 

それで、親の会というか、親を支援することっていうのが、やっぱり粕屋町の弱

いとこではないかなと思います。まずは、悩みを共有できる場、孤立せずに子ども

を育てられる場づくりとして、不登校に関わる研修会を保護者向けに開催してはど

うかと思いますが、その計画はありませんか。いかがでしょう。 

◎議長（小池弘基君）   

堺事務局次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）   

保護者向けの研修会、あるいは講演会につきましては、学校への開催案内という

のが来るものがございます。こちらについて周知を行う場合はございますけれど

も、粕屋町独自で開催ということは、今現在行っておりません。不登校の児童生徒

につきましては、先ほども申しましたように、子どもさん自身の心身の状況ですと

か、学校や家庭の環境、保護者の考え方でですとか、それぞれ異なっております。

それぞれが違う課題を抱えておりますので、教員が一人一人の状況に応じて、個別

に対応を行っております。保護者のほうへも、同じように個別に面談等を行ってお

りまして、不登校への対応ということで申しますと、この個別対応、それぞれに応

じた対応というものに勝るものはないと思っておりますので、まずはこれを優先を

しながら、保護者への研修会、あるいは講演会等の開催に関しましては、孤立の防

止ですとか、議員の言われますとおり、相談先の周知も含めまして、自治体、民間

等で開催をされているものを活用も視野に、今後、ちょっと研究をしてまいりたい

というふうに考えております。 

◎議長（小池弘基君）   

宮﨑議員。 

◎４番（宮﨑広子君）   

ちょっと残念です。私たちが、文教厚生常任委員会で福岡市に視察に行ったとこ

ろ、非常に好評な研修会が行われるということを聞いております。NPO団体と「不

登校よりそいネット」として、相談室との協働事業の研修会が行われています。実
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際、親の会がない自治体として、粕屋町はまだそこの状態なんですけれども、ま

だ、保護者支援については、フリースクールも粕屋町にはないと思うんですが、そ

こはもう今現在、自分で、フリースクールに行く費用も親が出して通ってあるとい

うところもありまして、なかなか支援をするところが行き届いてないと思いますの

で、これから、また、そういうところも力を入れていただけたらと思っておりま

す。 

では、次に進みたいと思います。２番目の質問は、子どもたちの健康な体づくり

や地球温暖化を防ぐ食品ロス活動についてです。大分、給食時間も黙食がなくなっ

て、自由におかわりができるとかいうことも聞いておりますが、残菜、食べ残しで

すね。給食の食べ残しが、コロナ禍も終わってもなかなかそんなに変わらないとい

うふうなことも聞いています。給食センターでは、限られた費用も本当に給食費を

抑えて、それでも豊かな給食、栄養のバランスを考えた給食も取り組んでおられる

と思いますし、食材も地産地消の粕屋町で取れる野菜を使ったりとか、だしも原料

から、かつおぶしとかいりこであるとか昆布であるとか、原料からだしを取ったり

とか、そういうことも取り組んでおられて、 

また、家庭ではあまり取り入れていないメニュー、お魚料理を使う工夫なども重

ねてあります。その努力はまた、栄養士の先生方二人おられますけれども、メニュ

ー表なども学校に配布してあると思いますが、そのメニュー表などにも、レシピを

載せたりとか、工夫を凝らしてあると思います。そのほかに、この残菜、食べ残し

を減らしていこうという工夫はありますか。 

◎議長（小池弘基君）   

井手給食センター所長。 

◎給食センター所長（井手正治君）   

給食センターで取り組んでいる、残菜を減らす工夫なんですが、まず、宮崎議員

が今おっしゃったように、まず、取り組んでるのは献立です。重なるところがあり

ますが、説明いたします。献立は、まず、文部科学省の学校給食設置基準に基づい

て、栄養士が作成をしております。この摂取基準は、児童生徒の健康増進と食育推

進を図るために望ましい容量を算出いたしまして、家庭での食事で不足している要

素を、可能な範囲で給食で補う内容になってます。不足最低要ります栄養素は、カ

ルシウムや鉄、ビタミンB1、B2など、そして食物繊維などなんですが、そういった

ものは大豆など豆類とか、小松菜などの野菜類、そして鰯などの魚介類などで補え

るものです。必然的にこれらの食材を献立で使用するわけなんですが、食べてもら

えるように、いろいろ工夫をしてます。例えば、人気あるカレーライスなんです

が、そこに豆とかきのこ、そして、レンコン、ゴボウなど、季節に応じて、いろい
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ろな野菜を入れております。そして、外国とか日本各地の料理をアレンジいたしま

して、文化とか、いろいろ興味を持たせて、食べてもらう工夫もやってます。そし

てまた、献立ではないのですが、各学校のほうで給食週間とか、そういったものを

設けまして、残さず食べる日とかもあります。そういったとこで健康と体力作りの

ためにきちんと食事をとるということを意識づけをさせていただいて、取組をして

もらってます。以上になります。 

◎議長（小池弘基君）   

宮﨑議員。 

◎４番（宮﨑広子君）   

それで、学校の時制のことでちょっと伺いたいっていうか、結局、時制の中で、

準備から片付けまでが給食時間、12時45分から13時10分って聞いております。その

中で、食べている時間が10分だそうです。私も10分で、うちで昼ご飯やってみたけ

ど、ちょっと厳しいなあって思っております。何か急かされて食べてる感じがしま

す。私が過去勤務したときは20分ありました。それは学校は自校方式なので、そこ

ら辺の融通がきいたのかなとも思います。食材を味わう、もう少し時間が欲しいと

こですが、あと５分延ばせないかということで、食べ残しが、ちょっと時間が増え

れば減るっていう、何て言うんですか、情報もありますので、ここ５分、増やすこ

とはできませんでしょうか。 

◎議長（小池弘基君）   

井手給食センター所長。 

◎給食センター所長（井手正治君）   

まず、小学校の給食時間なんですが、配膳と片付けを含めて45分あります。小学

校、学年が上がるにつれまして、配膳、喫食及び片付けが上達をしていきます。児

童だけで配膳や片づけをできるようになるのですが、低学年では教職員が支援する

ことで、時間内に終わるように工夫をされています。 

次に、中学校の給食時間は、20分から25分になってます。中学校は、生徒が全て

配膳から片付けまでを行えるのですが、小学校に比べ、短めになってます。そうい

ったことで、給食の時間の後が昼休みになってますので、片付けは昼休みの一部を

利用して調整することで、喫食時間を確保しているということです。学校の給食時

間は、授業時間の確保と教職員の勤務時間や休憩時間の兼ね合いもありまして、調

整は難しいと考えてます。 

◎議長（小池弘基君）   

宮﨑議員。 

◎４番（宮﨑広子君）   
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そしたら、その10分間の給食時間は、学校内で工夫してくださいっていうことを

理解しとっていいですか。 

◎議長（小池弘基君）   

西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君）   

学校の校時というのは、７時間45分、これにつきましては学校長の裁量になりま

すので、私たち教育委員会のほうから、給食時間を30分取れ、40分取れとかってい

うことは、なかなか指導ができにくいところでございます。また、議員もおっしゃ

るように、小学校と中学校の給食時間が違うということなんですが、いずれも給食

時間としての設定は、小学校は、ちょっと学校によっては少し差があるんですが、

25分から30分。中学校は20分ぐらいが大体校時として、給食時間として当てはめら

れてます。準備時間と後片づけの時間が別にございます。そういうふうに細かくい

きますと、小学校は、準備から片づけまで、食べる時間も含めて45分間という時間

帯が給食時間の設定になっています。中学校の場合は大体30分程度になってます。 

そこに少し差がございますが、これは、議員、ちょっと給食についてあったとい

うことで思い出していただきたいっていうか、考えていただきたいんですが、私も

中学校ですのでちょっと気が付かなかった部分があったんですが、小学校は、１年

生から６年生まで同じ時制で動くんですね、ずっとね。１年生だからここは何分で

チャイムが鳴らします。６年生は、ここでチャイム鳴らしますはできないんですよ

ね。だから、１年生も６年生も同じ給食時間帯で食べたり片付けたり、いろんなこ

とをやるわけです。だから、１年生は時間を短くすると、とてもじゃないけどその

時間内には終わらない。しかし、６年生にしてみると、その時間は少し余ってで

も、チャイムがなるまでは片付けができない、そのままちょっと食べた人は待ちな

さいっていう感じですよね。 

ところが、中学になりますと少しそのチャイム、早めになりますので、何か短く

感じられる部分は確かにあると思います。ですから、毎年、４月５月については、

給食時間が短いというのはよく学校のほうに父兄から連絡がございます。ところ

が、子どもたちは大体１か月すると、もう慣れてきますので、その声はもう上がり

ません。 

なので、やはり、小学校１年生と小学校６年生でも、かなりの差がございます

が、その時制で慣れてきているので、ちょっと中学校と一概に比較というのはでき

ないと思います。それともう一つは、やはり昼休みの時間帯をものすごく楽しみに

しているので、早く片付けて、早く遊びに行きたいというのがどうしてもございま

すので、高学年の子たちについては。なので、やっぱ中学校でも、この時制につい
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ては、私は、もう無理からざるを得ないかな。じゃんけん取りしてあと残ったおか

ずを取り合いっこしたりとか、そういったことはやってますので。やっぱり、食べ

ないで云々ということじゃなくて、やっぱ食べながらやってるっていうのは、分か

ってると思います。時間だけの問題じゃないような気がいたします。今、非常にセ

ンター方式なんで一品増えましたけども、本当に給食がおいしいということで、以

前もおいしかったんでしょうけど、今は、残菜は、前の給食センターから比べる

と、僕は、今は減ってるように、相対的にですよ。若干ですがっていうふうに聞い

ております。 

以上でございます。 

◎議長（小池弘基君）   

宮﨑議員。 

◎４番（宮﨑広子君）   

では、次に参ります。子どもが参加する食育教育の取組についてです。子どもた

ちが自分の考えを発信できるというのは、これから子どもの意見を言う機会を作る

ということで、重要になってくると思いますが、粕屋町特産の野菜を使って、児童

生徒に調理をさせ、その調理している様子を動画に撮って、給食時間に流して啓発

活動したり、また、そのアイデアがいいものは給食のメニューに取り入れたり。こ

れは、宗像市で夏休みにやっているようです。もし、よかったら、その町のスーパ

ーなんかの粕屋町特産の野菜のところで紹介してはどうかと思います。子どもが参

加する食育の取組をどう考えてありますか。 

◎議長（小池弘基君）   

井手給食センター所長。 

◎給食センター所長（井手正治君）   

学校給食センターで行っている食育の取組について御説明します。 

まず、献立放送原稿や給食だよりを作成してまして、学校給食センターの見学、

そして親子料理教室というのをやってます。毎日の献立につきましては、栄養、食

文化、食事作法、地産地消などの観点から紹介文を作成して、各学校の放送時間に

放送してもらってます。また、給食だよりとしては、給食レシピの紹介、家庭での

食事の際の注意点などを掲載して配布をしてます。また、学校給食センターの見学

を希望される学校については、調理の状況を直接見てもらって、どのように給食が

作られるか興味を持つことで、食への関心への向上につなげてます。また、新型コ

ロナウイルスの感染症で、見学会を実施できない時期は、インターネットを使いま

して、リモートで見学会を開催したりしました。そして、夏休みの期間ではありま

すが、給食センターで親子料理教室をこちらのほうでも開催してまして、親子で給
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食献立の調理をしてもらって、食や調理への関心を持ってもらっています。 

◎議長（小池弘基君）   

宮﨑議員。 

◎４番（宮﨑広子君）   

給食センターと、また、学校教育っていうのは、関わりが難しいところがあると

思うんですね。食育が給食センターの仕事って考えるのはどうかな。学校教育の中

でも、食育教育っていうのはやってあると思うんですよね。その中で、子どもが発

信できるようなことを考えてはないでしょうか。これ、ちょっと調べたら、給食週

間がもうすぐやってきますね。年明けたら１月が給食週間ですね。そこに子どもた

ちがお手紙書いたり、絵を描いたりして、給食の先生ありがとうということで取り

組んだり。それはもう学校の時間の中でやりますよね。ほかの自治体では、このパ

ンおいしいよ。食べ残さないで食べようね。みたいなシールを作って、絵を描いた

ものを簡単なシールにして、それを給食の時間にみんなに配るとか、そういう取組

をしている自治体もあります。 

だから、どうしても、何て言いますか、食育っていうのはセンターだけじゃなく

って、学校教育の中でも、やっていかないといけないんじゃないかなと思います

が、そういう食育の取組で、子どもが参加できるところの取組っていうのは、何か

お考えはないでしょうか。 

◎議長（小池弘基君）   

井手給食センター所長。 

◎給食センター所長（井手正治君）   

子どものほうが主体的にされているということで、給食センターやつながりがあ

るのは、やはり残食を減らそうということで、子どもたちが取り組んでいるという

情報はこちらのほうにも入ってきております。 

それで、最近された事例としましては、要は学校の子どもたちの給食委員会のほ

うで、そういった取組をしようということで話し合ったそうなんですが、学校のほ

うで食に関するクイズを作られるそうです。そのクイズを作られて、例えば、食缶

を一つでも空にしたら、答えのカードがもらえるということで、そういったこと

で、食育に関して答え合わせをしようというのと、残食を減らそうという取組で一

緒になって、自主的にされている事例は聞いております。 

◎議長（小池弘基君）   

西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君）   

補足説明いたしますが、子どもたちの食育に関しましては、一番は、私はこれ、
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ほかの町もやってるかと思いますが、弁当の日っていうのを作って、そこは給食で

はなくて子どもたちが自分で弁当を作って学校に持ってきて、そして、それをみん

なと見せ合うじゃないけども披露し合うということで、食に対しての関心を持たせ

るということ。 

それから、粕屋町はセンター方式ですので、町に二人の栄養教諭を配置していた

だいております。勤務場所はセンターのほうに配置してるわけですが、学校は大川

小学校と東中学校にそれぞれ配置という形に、県のほうはなっております。この二

人が計画的に学校のほうを訪問して、例えば、中学校だったら、家庭科の時間をす

るとか、小学校だったら、生活か家庭科の時間に、先生たちと協力して、今、所長

が言いましたように、クイズ形式で、栄養素についてとか、例えば、食品の一つ一

つの説明、魚とか肉とかいろんな説明を、子どもたちとクイズ形式でやるとか。そ

ういった本当に身近な形で、学校教育とセンターが協力しながらやっているという

のはあります。 

もう一つは、センターの方に対するお礼の手紙とか、センターに行ったらそれ貼

ってありますけど、そういった感謝の心もやっぱ育てるっていうのは、学校教育っ

ていうか、学校現場もやっていただいてるかと思っております。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）   

宮﨑議員。 

◎４番（宮﨑広子君）   

是非、子ども参加型の食育教育を進めていただきたいと思います。 

では、次の質問に参ります。コロナ禍で、摂食障害で健康な体を損なっていると

いうことが、発育測定や健康診断で判明しているということです。養護教諭が早期

に対応して、病院を勧めることもあると聞いています。これは、今年６月のニュー

スでした。食の大切さや体づくりの指導を、学校の中で行われていますか。 

◎議長（小池弘基君）   

井手給食センター所長。 

◎給食センター所長（井手正治君）   

食の大切さと体作りの指導については、栄養教諭による給食訪問で行ってます。

対象は、小学校の１年、４年及び６年生で、給食の時間に各学校の学級に伺いまし

て、食事による栄養取得と、成長期の体作りの重要性について、説明をしてもらっ

ています。 

◎議長（小池弘基君）   

宮﨑議員。 
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◎４番（宮﨑広子君）   

そしたら、発育測定とかで急激にもう、何ですかね、体重が減ってるとか、そう

いうことは見受けられなかったと理解していいですか。 

◎議長（小池弘基君）   

西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君）   

ないとはちょっと断言できませんけど、ちょっと私のほうに情報は入ってきてお

りませんので、深刻なものは、ないんじゃないかというふうに思っています。 

◎議長（小池弘基君）   

宮﨑議員。 

◎４番（宮﨑広子君）   

来年明けたら、給食週間も始まりますので、是非、子どもたちの体と、食べる給

食のいろいろな取組を、またこれからも進めていっていただきたいと思います。 

それでは、時間もだんだん押しておりますが、今度は町の取組について伺いま

す。フードロスの取組についてです。スーパーとかコンビニでは、フードドライブ

を行ったり、賞味期限の迫った食品を値引きしたり、手前に置いて取りやすくした

り、ロスをなくす取組を行っておりますが、町独自の取組があるかということと、

消費期限が迫った防災備品は、今年はどういうふうに使われたかということをお伺

いします。 

◎議長（小池弘基君）   

髙榎協働のまちづくり課長。 

◎協働のまちづくり課長（髙榎 元君）   

備蓄品の件につきまして、回答させていただきたいと思います。町が災害備蓄品

としまして保管しております食料品のうち、賞味期限が近い食品につきましては、

宮﨑議員さんが御指摘されておりますように、フードロスの観点から、学校教育課

を通じまして、ソーシャルワーカーの方に、貧困等の理由で十分に食事が摂れない

世帯へ提供していただいております。令和５年のちょっと実績はないんですけれど

も、令和４年度の実績につきましては、合計で212食提供しておりまして、今後も

引き続きフードロスに配慮しながら、対応を行ってまいりたいというふうに考えて

おります。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）   

宮﨑議員。 

◎４番（宮﨑広子君）   
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あと、私、近所を通りかかった時に、ちょうど消費期限が迫ったものを、工場が

持っていってくださいって、段ボールの山のように積んで渡してあったんですけ

ど、そこを通る人ってすごく少ない場所なんですよね。そういう工場に対して、町

がそういう消費期限が迫ったものを、何かありませんかという、そういうつながり

ですね。町と工場の。そういうつながりがあるかということと、それから、これか

ら長期休業に入り、子どもたち冬休みに入っていくんですけれども、この子ども世

帯に対して、何か食料品を支援するという考えがないかどうかということを伺いた

いと思います。 

◎議長（小池弘基君）   

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）   

私のほうから、まず、このゼロカーボン対策といいましょうか、カーボンニュー

トラルに関しての対策の一つとして、やっぱ官民の協働が、非常にこれから先、重

要になってまいります。今、宮﨑議員がおっしゃったように、食品工場、要するに

企業ですね。企業との連携によって食品ロスを無くしていくという取組を、今後、

計画を練ってますので、その中の一つとして取り組んでまいりたいと思います。あ

と、子ども世帯に関する食料品の支援というは、直接的な食料品の支援はございま

せん。「親の学び舎」とか、そういったNPOの方々との連携を通じながら、間接的

には支援を行っている状況でございます。 

◎議長（小池弘基君）   

宮﨑議員。 

◎４番（宮﨑広子君）   

冬休みに入るときに、各区でも餅つき大会が行われたりして、行事が始まってい

る。そういうところで、とても賑わうといいますか、子どもにとっては嬉しい行事

ではないかと思います。また、そういうところにも、何か町が支援してしていただ

ければなあと思いながら、これからも、支援をお願いしたいと思います。また、地

方創生臨時交付金も入ってくるようですので、何かそういう、非常に困るところに

行き届くように、進めていっていただけたらなと思います。 

以上をもちまして、私の質問を終わります。 

（４番 宮﨑広子君 降壇） 

◎議長（小池弘基君）   

ただ今、宮﨑議員の一般質問が終わりました。 

ここで暫時休憩としたいと思います。 

再開を10時40分といたします。 
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（休憩 午前10時29分） 

（再開 午前10時40分） 

◎議長（小池弘基君）   

再開いたします。 

議席番号10番、田川正治議員。 

（10番 田川正治君 登壇） 

◎１０番（田川正治君）   

おはようございます。議席番号10番、日本共産党田川正治です。通告書に基づき

質問いたします。 

イスラエルの大規模攻撃、パレスチナガザ地区の人道状況が非常に極めて深刻な

危機に直面しております。ユニセフが、子どもたちの墓場と化し、人々の生き地獄

になっていると厳しく警告しました。まさにジェノサイド、集団殺害の重大で危険

な事態になってきております。パレスチナガザ地区の深刻な人道危機を打開するた

めに、日本共産党は、各国政府と国際機関に、イスラエルにガザ攻撃、即時中止す

ること。そして、イスラエルと、パレスチナ双方が、即時停戦のための交渉のテー

ブルにつくこと。この２点の実現のために、世界の国々が一致して、緊急に行動を

強めることを要請しました。 

ロシアとイスラエルによる、核使用の脅迫が行われるもとで、核兵器廃絶を目指

す核兵器禁止条約第２回締約国会議が開催されました。核兵器禁止条約の国際法と

しての実効性を一層強化し、核兵器のない世界への大きな希望を示し、閉幕いたし

ました。日本政府は世界唯一の戦争被爆国でありながら、被爆者の願いを裏切り、

前回に引き続きオブザーバー参加すらせず、対話や議論を拒否した恥ずべき態度で

す。ロシアのウクライナ侵略、イスラエルのガザ地区大規模攻撃と、世界で戦争状

態が拡大される中、岸田首相は、敵基地攻撃能力の保有を軸とした大軍拡に国家予

算をつぎ込み、今年から５年間、総額で43兆円、軍事費でつぎ込み、軍事力と軍事

施設を増強するため、教育福祉予算を削減する政治を推し進めています。 

今、日本は、失われた30年について、どのようにこの日本を建て直すかというこ

とがあります。長きにわたる、日本経済を停滞させて、物価高の下、暮らしが疲弊

し、経済の先行きの展望が持てない日本になっております。失われた30年は、財界

大企業のためのコストカットを応援し続けた自民党政治にもたらされたものであり

ます。その第１が人件費コストカットです。目先の利益のために、コスト削減に走

る財界の要求に応え、労働法制の規制緩和の雇用を図り、非正規雇用を労働者の４

割まで広げる、低賃金構造を拡大固定化すると共に、正職員の長期労働、長時間労

働を蔓延させてきました。地方自治体には、行財政改革で、人件費削減や民営化な
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ど、地方自治、住民自治が切り捨てられてきました。 

そこで質問いたします。中央幼稚園と仲原幼稚園の廃園を中止することについて

質問いたします。児童福祉法第24条第１項、市町村の保育実施義務、教育基本法第

11条、乳児期の教育の公的機関の果たす役割として、現在の各小学校区にある町立

幼稚園の果たしている役割は重要です。中央幼稚園と仲原幼稚園の廃園を中止し

て、町立幼稚園として存続、継続すべきではありませんか。町長並びに教育長の答

弁を求めます。 

◎議長（小池弘基君）   

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）   

この問題につきましては、在り方検討会議の中でも十分な議論がされ、その答申

を受けまして、内部的にも様々な協議も行っております。その内容について、そし

てまた今後の方向性については、担当所管のほうから申し述べます。 

◎議長（小池弘基君）   

田川議員。 

◎１０番（田川正治君）   

いや、私が求めてるのはその中身の問題であって、また聞きますが、この児童福

祉法と教育基本法との関係で、小学校区にある中央幼稚園と仲原幼稚園を廃園する

ことについて、どのように町長また教育長として、考えてるのかというのを聞きた

いわけです。そのことについて答弁をお願いします。 

◎議長（小池弘基君）   

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）   

ですから、様々な総合的な検討によって、自身の考え、もちろん、これはござい

ますが、総合的な協議の中で今後の方向性について今決めておるとこでございま

す。その内容について、中身は様々ありますので、お答えしたいということでござ

います。 

◎議長（小池弘基君）   

田川議員。 

◎１０番（田川正治君）   

また、担当所管課からは、具体的に幾つか聞いていくようにしたいと思います

が、まず、この町立幼稚園と存続するという点で、自治体の役割について、町長が

どのように考えてるのかということなんです。私は、今まで小学校区に幼稚園、保

育園設置して、地域の人たちが、子どもが歩いて安全な通園できるそういうような
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状況、また、小学校と設置した幼稚園との関係において、非常にこの教育的な立場

からも、大事な役割を果たしてきたというふうに考えるんですね。そのことについ

て、後でまた聞きますけど、行政改革とか、経費削減とか人件費削減、このような

立場で、この問題についてを取り上げるということで、実施しようとしているので

はないかというのが、一番私は問題として、はっきりさせておかなきゃいけない問

題だと。いうことで町長の立場を、はっきり確認をしたいということなんです。そ

の点についてどういうふうに思いますか。 

◎議長（小池弘基君）   

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）   

今、御質問の中身は、実際の現実的な問題として、町長はどう対応するかという

ことに尽きると思うんですね。その理念的なこと、法律的なことは確かにございま

す。実際、教育基本法、そしてまた、児童福祉法によって、幼児の健やかな成長に

資する良好な環境整備に努めなければならない。そしてまた、在り方検討会議でも

ありましたけども、隣接するための優位性がございます。一方で、幼児期の教育に

つきましては、保育所等においても、平成30年の保育所保育指針の改定によりまし

て、保育所の保育における幼児教育の積極的な位置付け、保育所でも幼児教育をす

るんだよと、そういったような、指針の改定によりまして、幼児教育の一翼を担う

施設として、幼児教育要領との整合性が図られ、幼児期の終わりまでに育ってほし

い姿として明確化し、取り決めが、今まさに進んでいるところでございます。 

そういった中で、幼児教育保育の無償化、この影響が非常に多ございます。この

影響によりまして、町立幼稚園の在園者数は急激に減少し、定員割れが続いていま

す。核家族化や、保護者の就労形態の近年の多様化によりまして、保育に対する需

要が増えている状況であるため、保育を必要とする未就学児に適切に保育を提供し

ていくためにも、再編整備を現実の形に考えながら行う必要があるというふうに私

は思います。 

◎議長（小池弘基君）   

田川議員。 

◎１０番（田川正治君）   

町長も、方向性としては、今言われた点で言えば、幼稚園のいわゆる必要性のほ

うが、薄れてきてると。いわゆる働く保護者の人たちが保育所を必要としたという

立場、これははっきりしてるんです。現状は、全国的にそういう傾向です。それは

働く保護者が増えてきてる、これはいいことですけどね。そういう状況の中での保

育所が受皿として、作っていくというのをもっと充実させないかんというのは、当
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然だと思う。 

ただ、幼稚園を統廃合することによって、今まで幼稚園を必要とした、言わば働

くことでなくて、働いていても、その条件がなくて幼稚園に通わせなきゃならない

とか、私は保育園じゃなくて、幼稚園のほうが、保護者の考え方としては、そうい

うふうに、お兄ちゃんとかお姉ちゃんが、そのあとの弟、妹も含めて同じように通

わせていきたいと。そこにいろいろな幼稚園の良さがあるんです。それは、パブリ

ックコメントでも出されてるんですけど、私も今まで、幼稚園の入園式、卒園式、

発表会とかいろいろ行きました。やっぱり、時代と共に、障がいを持つ、発達障が

いを含めた子どもたちが多いなと、増えてきたなというのは思います。幼稚園に行

ってですよ。幼稚園で、それが必要としてるという人たちがいるんですよ。 

そういう点が、私は、町長はどういうふうに、教育の保育料の無償化の問題と

か、働いてる人たちが言う、保育所を充実していくというようなこと。そういうこ

とを、実際、自分たちが、今後どういうふうに保護者の人たちのためにやっていく

かというところを、やっぱ大事にしていく必要があると思うんですよ。それが、ど

うもはっきり見えてこないんです。もうただ、人件費削減、経費削減、そのために

は幼稚園減らせばいい。そういう方向にしか見えてこないんです。それはパブリッ

クコメントでもそうですし、私が、相談があった人、保護者の人たちも含めてある

んです。行かせたいのに、何でこう今まで幼稚園を大事にして、自分たちも、子ど

もたちがそこに通うことによって、小学校に行けることも含めて育ってくるという

ことがあるのに、何でそういうふうにされるのかという意見があるんですよ。 

それに対して、今までのパブリックコメントで示した３名の人が出した、あれが

出てます。私も見ました。担当課の課長のほうからの資料ももらって見ました。そ

の中では共通してるのは、残してほしいということなんですよ。そしたら、どうい

うふうにこれを残していくか、廃園じゃなくて、残していくためには、縮小するこ

とも含めて、残せることがある。残せる。その方向を何で追求しないのかというの

があるんです。 

それは、後で具体的に幾つかそういう、はっきり、今から質問する中でしていか

ないけない問題としてあります。ただ、町長が、私はそういう立場で、考えておる

ならば、このパブリックコメントで出された意見。全く、取り入れないという状態

になりかねないというふうに思います。そういう点で、私は、この点について、は

っきり町長の見解を確認したいということもあって、再度質問をしたわけですね。 

もう一つは、教育長のほうにも聞きたいんですね。後でまた小学校の教室の不足

の分で、仲原小学校は、駐車場が必要だからということで、この幼稚園が廃園され

ることによって、有効利用したいというようなこともありましたから、そういう点
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から見ても、教育長はこの幼稚園を廃園していく方向によって、小学校の施設整備

を行ってほしいという考え方があってのことで、このいわゆる在り方会議の中で出

された方向というのを捉えられてるのか、どういうふうな、この点について、小学

校の施設を拡充する、そして駐車場に使いたいというふうなことについて、どうい

う見解があってこの内容について、学校教育課としての、教育長としての見解を持

ってあるのか、その点について説明をお願いします。 

◎議長（小池弘基君）   

西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君）   

まず、幼稚園の統廃合といいますか、廃園についてのお話を先にさせていただき

ますが、議員が先ほどからずっとおっしゃってますように、各小学校校区に置いて

いる幼稚園の存在の価値がどうこうっていう話もされてましたが、実際問題、各小

学校の附属の幼稚園でもないわけですよ。一つの校区にそれぞれ幼稚園というもの

を置いた、町立の幼稚園を置いた、保育園も置いた、そういった過去のやっぱり必

要性に応じて、設置されてきたものだと思います。 

ところが、今回、厚労省でしたか、保育園の無償化、いわゆる就学前の３歳以上

の無償化、園児の無償化というのがございましたが、あれによって、大きくやっぱ

り世の中の価値感が変わったと思います。やっぱり、できるだけ長く子どもを預け

たいとか、そういったことで子どもを預けやすい雰囲気、社会を作ってくれたの

で、そちらのほうに預けたいということ。それから、幼稚園教育があったもの、保

育があった部分、これが限りなく、今引っ付いてきてる状態がございます。それに

よって、やはりこども家庭庁というのができた背景がそれだろうと思うんですが、

だから、幼稚園だ、保育園だっていう考え方は、私自身、就学前教育の中について

は一緒でもあるし、これを区別するものではないというふうに私は思っておりま

す。 

今、需要として、町立幼稚園の希望者が少なくなってくれば、当然やはり、そこ

に存続させるのか、縮小するのかいろんな議論が出てくるのは、僕は当たり前だと

いうに思ってます。今、質問されてる部分については、このことをどう思うかとい

うよりも、後の問題、学校の駐車場として使いたいからこうなのかという質問に対

しては、後の使い方については、何も決まってないと思います。一つの提案として

出されてる部分だと思いますので、私自身としては、小学校が足りないから、幼稚

園を潰してくれという意見を言ったこともございませんし、そういった考えもござ

いません。 

ただ、今回この２園については、議員、今までいろんな場面を通じて、私たちは
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お知らせしとったかと思うんです。こういう方向で今進めてますよとかですね。そ

れを一気にもう一番最初の状態に持ってこられますと、いや、今まで説明していた

のは何なんだろうかという気がいたします。僕は、「幼稚園を潰したから子どもた

ちに行き場がないですよ。親御さんたちは本当に路頭に迷われますよ。」じゃなく

て、やはりそこには、「いや、こういうふうに変えますので、じゃあこういうふう

な道がありますよ。こういうふうなやり方でご協力いただけないか。」ということ

で、パブリックコメントとかをいろいろとる中で、情報を提供したんだろうと思い

ますので、私は問題ないかと思いますが。 

以上でございます。 

◎議長（小池弘基君）   

田川議員。 

◎１０番（田川正治君）   

教育長の捉え方はそうでしょう。今、報告ではね。しかし、実際は違うんです

よ。私たちが委員会でこの問題について出された時には、もう方向性として、その

在り方検討会議も含めて素案が出される、そういう運びになるところまで来てる状

況なんですよ。そこまでの話は、何も統廃合の中身の具体的な内容というのはない

んです。今の教育長の話では、もう何年も前からその話があってるということで積

み上げてきてるということを言われると、私たちは、文教厚生常任委員会の時もそ

うですけど、今度の文教厚生常任委員会の中でもそのことを聞いたのはつい先です

よ。 

だから、この議会ではっきりさせんといかんと。委員会では、その話は子ども未

来課長とか来てから説明はありましたよ。しかし、それ意見を出してくださいと

か、こういう話ですよということだけであって、何も方向性として決まった内容は

ないんです。それにもかかわらず、今、教育長が言われるような形であれば、全く

その別の教育、小学校の問題と含めて、幼稚園が関連した問題としてあるのにもか

かわらず、全然、教育長はそれをどう維持できる問題でもあるのかどうかとうこと

を確認しなければ、もう教育長も一緒になって、学校関係も含めて、一緒になって

この方向を目指してやろうとしてるんだということになるんですよ。私はそうじゃ

ないと、今の話はもう全く違うような話ですからね。私が一番今問題になってきて

るというのは、そういう小学校に隣接した幼稚園が今まであったことについて、や

っぱり、正しく評価せないかん問題としてあると思うんですよ。幼稚園の果たして

る役割が大事なんですよ。 

幼稚園を必要とする人たちは、当然、保育所が入れる条件があれば入れた人もお

るでしょう。しかし、入れない人、また幼稚園に、今までのように就学前教育を含
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めてやってもらう、そういうのを積み重ねとしてある。そこに通わしたい。いろい

ろ保護者の人たちの考えというのはあるんです。そういう点を、本当にいわゆる、

今まで幼稚園を管轄する教育委員会の下での幼稚園に対する捉え方が、教育長はど

うなのかというのを、ちょっと確認をしたかったわけですね。そういう点で言え

ば、何か話で言えば、保育所のほうが必要になってきとるけん、そっちのほうに行

けばいいでしょうから、幼稚園なくなってもいいんですよっていうのは、そういう

ふうな捉え方にしか、私は、教育長のさっきの発言には無かったというふうに思う

んですけど、そういうことですかね。もう一度確認しときたい。 

◎議長（小池弘基君）   

西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君）   

枝葉を落とされますとそういうことになるんだろうと思いますけど、やはり、幼

稚園教育と保育はやっぱ根本的に違うわけですよ。やっぱり、選ばれるのは保護者

であって、やはり、町立幼稚園、現在４園ございますが、希望者が減ってきて今後

どうするのかっていう話は、昨年とか、その前から出た話じゃなくて、以前からこ

れずっと話が、私は委員会でもあったと思いますよ。私は、この一般質問でも何回

か受けてきたと思います。なので、この結果が出たから今初めて土壌に乗ったよう

なおっしゃり方されますが、今後、幼稚園のほうでこんなに減ってくるんだったら

どう考えてありますかとか、保育園のほうの大事さもあるんじゃないかとか、いろ

んなやりとりをしていく中で、今、社会がそういうふうなものの見方に変わってき

てるのかなとか、いろんなことを私思ったので、先ほどの答えのように、幼稚園は

幼稚園にこだわる必要はないんじゃないかと。働き方としては、やっぱり預けやす

いところ、それから、安心して預けられるところを町としてしっかり確認をしてい

くということじゃないかなというふうに思っております。 

◎議長（小池弘基君）   

田川議員。 

◎１０番（田川正治君）   

いずれにしてもあれでしょう。今の幼稚園は、二つは廃園していいという考え方

の基本に立っての話でしょ。今、言われた、そうでしょう。私はそうでなくて、残

すべきだということも含めて提案してるんです。 

しかし、教育長はそういう考え方で前からずっときてましたよと。二つは廃園す

るということでしょ。そんなことは、教育長はそうだったかもしれんけど、私たち

はそういうふうに聞いてないです。それは、はっきり今後していきたいと思いま

す。その問題はね。はい。 
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それで次に行きます。２番目の問題で、中央幼稚園と仲原幼稚園の廃園は、行革

のいわゆる人件費削減と位置づけて、それを町立幼稚園保育所在り方検討会議が、

町立幼稚園、廃園ありきの基本方針で審議されたんじゃないかというふうに思うん

ですけど。その方針、町長は、あり方会議の検討も含めて、いろいろやってもらう

中で決めていきたいということですけど、もともとそれを、私はその方針の下で、

人件費、いわゆる廃園ありきの方針の下で、在り方会議のほうに提案されたんじゃ

ないですか。それについて確認します。 

◎議長（小池弘基君）   

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）   

全くの誤解です。白紙の状態で、この在り方検討会議に諮問をしております。 

今、言われたように、行財政改革の人件費とか保育施設の削減が目的、私は、人

件費の削減、一言も就任以来言ってません。逆に、職員を増加したい。人件費が増

加しても、議員の皆さんのご理解を得ながら、この粕屋町が市制に向けての様々な

行政分野での充実を図るために、人件費の高騰はあるけども、職員の増加をお願い

したいと、反対のことを言ってきたと思うんですね。そういったことで行財政改革

の一環で諮問したかのような、今、ご質問ですけども、全くそれは誤解でございま

す。 

◎議長（小池弘基君）   

田川議員。 

◎１０番（田川正治君）   

結局、町長はそういうことでしょうが、在り方会議の内容、子ども未来課のほう

から、所管課のほうから提案される、説明される内容については、まさにもう廃園

ありきの中身なんですよ。それは、町長はそういうふうなことで、その捉え方をし

てないということです。 

しかし、実際は、現場のほうで私たちが聞くのはそういうことです。だから、資

料も幾らももらいました。 

◎議長（小池弘基君）   

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）   

現場の担当のほうに、その辺については回答させます。 

◎議長（小池弘基君）   

渡辺子ども未来課長。 

◎子ども未来課長（渡辺 剛君）   
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今回の町立幼稚園保育所の在り方検討会議におきまして、全くそういったこと

は、白紙の状態ということではあるんですけども、現状の町立の幼稚園と保育所、

これについて、課題となっている部分にしては、提示させていただいた上で、子ど

もたちにとって、今後の子どもたちにとって、よりよい幼児教育保育、これを提供

していくためには、どうしたらよいのかというの観点から、有識者の方を含めた委

員の皆さまに、忌たんのない意見を出していただいて、検討していただいたもの

で、それをまとめて提言という形で出させていただいたものになっております。 

◎議長（小池弘基君）   

田川議員。 

◎１０番（田川正治君）   

素案に書かれてる、この在り方会議の中で説明されてるのは、こういうふうに小

学校区ごとに設置されていた幼稚園の閉園を含む再編整備ということで、園児の小

学校へのスムーズなつながりからすれば、環境面での後退と捉えられます。 

しかし、妥当な行政の判断になるということを理解した上で提案しております。

こういう方向ですよ。これはまさに、提案する中身について、廃園ありきのこと

で、この素案で回答されてるんですよ。全く白紙の状態で、このメンバーの人たち

が話をし、どういう方向でまとめていくということとかじゃなくて、もうそういう

ことがあったから、廃園ありきの方向で考えた上、二つの幼稚園は廃園する。そし

て、その上に、ここに二つの保育園での職員の人たちは、大川と西の残ったところ

に配置しますという、そこまで載しとるんですよ。人員の差。余った分について

は、中央と仲原の分、ここにも問題があるんですよ。もともと、２つの職場で働い

てる正職員の人は、町の職員として働くとこあるでしょ。会計年度任用職員なん

か、倍以上おるんですよ。この人たちは、全く行き場を失うような状態になりかね

ない。そういうことも含めて、この素案の中での報告はあるんです。だから、そこ

も含めてあるから、行財政改革の下で、もう二つの園を廃園するんだという立場

で、示しとるからこそ、こういう報告になっとるんじゃないんですか。その点につ

いてどうですか。 

◎議長（小池弘基君）   

渡辺子ども未来課長。 

◎子ども未来課長（渡辺 剛君）   

保育所の保育士の配置につきましては、現状でも、保育士自体が足りておりませ

ん。今、会計年度任用職員のほうの行き場が無くなるというお話でしたけれども、

実際に足りてない現状がありますので、会計年度任用職員のほうが減るとかいう話

ではなくて、現在の保育所自体が、職員、全く足りていないというところがあるの
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で、そちらのほうに動くということで、検討したところでございます。当然、職員

のほうも中に入ってる部分ありますので、どういった形がいいかという話をしたと

きに、私は事務局のほうで入っておりますけども、その中で、現状、幼稚園の人員

が減ってきてるところがありますので、そういった話が出てくるものはあると思う

んです。あっております。 

◎議長（小池弘基君）   

田川議員。 

◎１０番（田川正治君）   

そこまで踏み込んだ話が、在り方会議で出されてるっていうことは認めるんでし

ょ。そこまでされてるんですよ。ということは、廃園するという方向が示されてお

らん限りは、新しい職員をどうするかというところまでは、ここの中で審議する必

要ないでしょう。だから、全く私が今から質問しようとして幾つかの問題もあるん

やけど、例えば、次の質問で、これも前回一般質問でやりましたけど、来年度の入

園の時に、７年度の年中者、４歳児入園は停止ということで、保護者の人たちか

ら、私も苦情がありました。何なんですかっていう話。聞いてない話を唐突に言わ

れて、そしてもう自分の子どもを幼稚園、またそこに、発達障がいとかいろんな障

がいを持つ子どもが、弟がおるから、何とかまたここにお世話になって、今までよ

く指導して教育していただいたから、中央幼稚園に入れたいという人がおるんで

す。このパブリックコメント載っとるんですよ、これ。この人たちの行き場が無く

なるんですよ。 

そして、これをそこまで示しとるということは、もう廃園ありきという方向で示

してるということであって、これ、ここでパブリックコメントをこれからとって

も、保護者の人たちはこれを見て、もう決まったことを私たちに言われてるだけの

ことであって、今からどうなりますかっていう話も諦める人もおります。そういう

形の流れの中で、今の二つの幼稚園の廃園問題というのは出てきてるんですよ。そ

れは何でかっていうと、教育長が言うように前から決まってることで、みんな知っ

とるはずですよって、知らない問題がいっぱい回りよるんです。知らないからこそ

こういう意見が出てくるんですよ。そういう点から見て、この要望・苦情が出たこ

とについてどういうふうにされたのか、ちょっと３番目の質問について回答お願い

します。 

◎議長（小池弘基君）   

渡辺子ども未来課長。 

◎子ども未来課長（渡辺 剛君）   

まず、在り方検討会議で廃園するという方向で検討していくことになった場合
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に、考えられる影響については、当然その会議の中で示していく形になりますの

で、そこでその会議の中で更に検討を加えた結果のほうを提案書として出しており

ますので、人員等につきましては、そういった話で出てきております。先ほど教育

長も答えていただきましたけど、閉園後の跡地利用についても、そこについても課

題として出てくる問題でありますので、提案につきましては、あくまで提案として

行ったものであって、結論づけたものではなくて、はい。まだ続けますがいいです

か。 

◎議長（小池弘基君）   

進めてください。 

◎子ども未来課長（渡辺 剛君）   

来年度の入園停止の関係なんですけども、町立幼稚園保育所未来プロジェクトの

提言書のパブリックコメントにつきましては、確かに存続の要望というのもありま

したが、一方で、ほかの２園を充実させて地域の幼児教育モデルとして発信するこ

とへの賛成意見ということも上がっております。こちらについては、住民の方も賛

否両論あるのかなというところで考えております。10月に、令和６年度の幼稚園の

入園児の募集のほうを行っておりまして、現在、年中児、４歳児の入園申込み状況

は、中央幼稚園が９名、仲原幼稚園が４名となっております。現在、この申込みの

際に令和７年度は１学年のみになることをちゃんと説明して、ご理解していただい

た上で入園申込みのほうもしていただいております。 

◎議長（小池弘基君）   

田川議員。 

◎１０番（田川正治君）   

パブリックコメントに載ってる３人の人は、賛否両論よりも、むしろ、存続させ

てほしい。今の幼稚園の必要性を認めてるんですよ。それが基本ですよ。あなたた

ちが出してくれたのを見ても。もともとこれ、こういう問題っていうのは、「賛成

します。」とか「分かりました。」とか「大いに促進してください。」っていう人

たちの意見はあまり出ません。大体これに対する意見、こうしてほしい、ああして

ほしいという意見が大体多いんですよ。当然ですよ。パブリックコメントはそうい

う意見を出す人は。もうこのままでいいって言ったら、何もわざわざ、そういうこ

とを出して、自分の意見を出すことを必要としません。そういう点で言えば、もっ

と私は、初めからこの問題で保護者の人たちも含めて、もっと広くアンケートをと

って、それを基にやりなさいと、パブリックコメントで今までやっても、３人とか

５人ですよ。今までずっとあるいろんなことのパブリックコメントに対する意見

は。だから、ほとんど少ないんですよ。だから、保護者の人たちみんなから意見聞
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いて、そして方向性を決めていけばいいことですよ。もっと。そしたら、存続して

ほしいということが当然多くなります。何でかと言うと、今までの中央幼稚園、仲

原幼稚園の存在というのが、必要として、そこに親は子どもを育ててきて、そし

て、入園させてきてというのがあるわけですよね、歴史が。だからそこを、もう少

し、しっかりつかんで方向性を出すべきなんです。 

それともう一つ、４番目。４番目ですね。この前も質問しました。小規模保育所

を開園すると。仲原幼稚園とか仲原保育所とか、どこの跡地とかいうはどっちかな

んか定まらないですけど、いずれにしても、二つとも、仲原幼稚園、仲原保育所な

くなったら、小規模保育所ができるんだなと。小規模保育所というのは、今までも

何度も民間の人たちが、この小規模保育所を作ることが、国ができるようになった

ときに、３歳以上の子どもが受入れられるところの施設が欲しい。町立幼稚園に入

れてほしい。そして、ほかの幼稚園にも入れてほしいということで相談もあって、

委員会にも本人が来て、このことについて何とかしてほしいと言われました。結

局、何もできなかったんです。小規模保育所というのは、３歳以上どうなるかって

いうのが、受皿がない限り、それは、０、１、２歳児の待機児童が多いところの解

消にはなります。それから、後の方向が示されていかない限り、保障されない限

り、何の、この小規模保育所として利用する人たちも必要性っていうことにはなら

んと思います。これについて、どういうふうな体制を取ろうとしているのか、町長

に答弁を求めます。 

◎議長（小池弘基君）   

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）   

内容については検討しておりますので、所管のほうから申し上げます。 

◎議長（小池弘基君）   

渡辺子ども未来課長。 

◎子ども未来課長（渡辺 剛君）   

新しい町立の小規模保育事業所の連携施設といたしましては、町立の保育所３園

のほうを想定しておりまして、各園の２歳児と３歳児以上の定員数のほうから、受

入れは可能であると考えております。もし、３歳児以上の待機児童が増大したとい

う場合には、保育所の定員増とかのほうも検討してまいることとしております。 

◎議長（小池弘基君）   

田川議員。 

◎１０番（田川正治君）   

まず無理なんですよ。仲原幼稚園と仲原保育所が無くなるでしょ。あの周辺に今
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まで預けた近場の人たちどこに行きますか。西幼稚園と大川幼稚園に行きますか。

３歳以上。保育所といっても、保育所どこに行きますか、その近くは。民間のとこ

ろもいっぱいですよ。仲原保育所が無くなって、３歳以上の幼稚園も無くなれば、

それが全部そこに行ってしまえば、それ以上受入れられんでしょう、小規模保育所

ができても。いや、そこは全く、仲原保育所が残っとるとか、仲原幼稚園が残って

るということであれば、小規模ができて、そして仲原幼稚園にというのはありうる

ですよ。無くなるんでしょ。保育所に入れるだけでは、それは、今、０歳から入れ

とった保育所のところはみんなそこに入れておりますからね。当然でしょ。どこに

行きますか。 

◎議長（小池弘基君）   

渡辺子ども未来課長。 

◎子ども未来課長（渡辺 剛君）   

９月28日の文教厚生常任委員会、町長のほうにも出ていただいた委員会だったと

思うんですけども、そのときに、当面仲原保育所は存続するというお話になってお

りまして、それに基づいて、今回、町立幼稚園保育所の再編整備計画のほうも出し

て、今現在、パブリックコメントを行っております。仲原保育所、閉園という話を

されてましたが、当面、まだ閉園はしないということになっておりますので、訂正

させていただきます。 

◎議長（小池弘基君）   

田川議員。 

◎１０番（田川正治君）   

しかし、パブリックコメントも含めて、出した資料には仲原幼稚園は閉園になっ

とるでしょうが、幼稚園も保育所も。今までそれを出してきてるんですよ。ただ、

町長とか出たときにはそういう話になったけど、その前のパブリックコメントで出

したときは、その資料は閉園になってますよ。 

◎議長（小池弘基君）   

田川議員。残り時間、21分ほどですので、あと残り３問あります。時間調整をし

ていただいて、質問していただくようにお願いいたします。 

渡辺子ども未来課長。 

◎子ども未来課長（渡辺 剛君）   

田川議員が言われてるのは、先に提出した「町立幼稚園保育所未来プロジェクト

提言書」、こちらの在り方検討会議において、こうしたほうではいいのではないか

という提言書になっております。それを受けて、町としてどうしていくかという形

で、今回、町立幼稚園保育所の再編整備計画というものを作りまして、その分につ
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いて、今現在、パブリックコメントを行っているとこでございます。 

◎議長（小池弘基君）   

田川議員。 

◎１０番（田川正治君）   

いずれにしても、そう簡単に、一つ幼稚園をなくして、仲原幼稚園。小規模保育

所の後の受皿ってのは、なかなか大変だというのは、今までの実例だって、今説明

しましたように、もっと検討して、小規模保育所でなくても、今までの状態で、仲

原幼稚園での人数を受け入れるだけでやっていくだけでも、その小規模保育所を作

る必要が無くなってくるというふうに、私はそういうふうに思います。 

次に行きます。５番目か。中央小学校の先ほど教育長に質問した内容です。閉園

する中央幼稚園は小学校教室を移設する。仲原保育所は、小学校の駐車場と結論づ

けておりますが、これについて、教育長に先ほどお話も聞きましたけど、これにつ

いて、どうしてもその必要性があるというふうに、今、認識してあるのかどうか。

中央幼稚園に対して、小学校の教室にすると。そして、仲原保育所がなくなった場

合は、そこを駐車場として活用するという考え方は、教育長。教育委員会のほうで

考えとしてあるんですか。それについてです。 

◎議長（小池弘基君）   

西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君）   

現在は、駐車スペースが足りないのは確かでございます。ただ、それを工夫しな

がら今やっていただいてるんですが、それがあるからここを閉園してくれというこ

とは、そういったことは申し上げたこともございませんし、大体、在り方検討委員

会っていうのは、いろいろ議員さんたちの質問の中とか、委員会の中で、幼稚園の

希望者が減っているが、この先ほどお金のこととかいろいろ言われてましたけど、

私は、幼稚園の園長さんたちから聞いたのは、「こんなに数が減ってくると、やっ

ぱ集団教育ができないですよ。」「幼稚園教育本来の目的がなかなか達成できない

ので、このままやっぱり継続というのはいいんですかね。」という相談を受けてお

ったのは確かでございます。また、それが議員さんたちの耳に入ったんだろうと思

いますが、少し町立幼稚園の在り方については、何か検討の必要があるんじゃない

かということも言っていただいて、今回、在り方検討委員会というのを、これ立ち

上げたわけですよね。これがここ１年で立ち上がったわけじゃないんですよ、こ

れ。もう何年もなります。これは議員さん知ってあると思います。その中で今回、

廃園ということを２園ちょっと提案してきた中で、やはり跡地の問題もやはり少し

検討していただいて、それで出てきたのはこれであって、私も、これも一つあるな
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ということなんですが、これは決定ではないと私聞いております。 

◎議長（小池弘基君）   

田川議員。 

◎１０番（田川正治君）   

分かりました。ただ、教育長が言っている、幼稚園の先生が、子どもの人数も含

めて、減った中でどうするかという問題について、これは、町のほうで担当所管課

でいろいろ幼稚園の先生から聞いた話などもまとめたのがあるんですが、そこで

は、子どもの発達障がいを含めた、そういういろいろと、子どものいわゆる指導っ

ていうんですかね、保育していくに当たって、人数が少なくなることによって、そ

れを対応できる条件がよくなるので、是非、それも、減っていく中でも維持してい

くようにできたらいいという話もあるんですよ。それは何でかって、先ほど私も言

ったように、幼稚園の中で発達障がいの人たちを含めて増えてきてるようです。全

国的にそうです。そういう人たちが少なければ25人でも20人でもして定数を減らし

てやっていけば済むことなんですよ。そういう方向は何も考えなくて、ただ、必要

とする問題だけを、実際その減ってるからもう無くてもいいんじゃないかという、

短絡的にそういうふうな方向で結びつける問題ではないというふうに思います。 

次に、いやもういいです。次に仲原保育所の建て替えについて質問いたします。

仲原保育所の建て替えについては、町長はこれまで、敷地が今の保育所では難しい

ということなどで言われてました。しかし、今まで説明があったけど、議会で提出

しました提言書には、提言書を提出した時期に２年という期限も設けて、早くとに

かく建て替えを仲原保育所もやってほしい、やるようにという提言になってます。

それから後、経過してどういうふうになるのか、それはなかなか見つかっておりま

せんという話だけなんですが、ただ、この中で先ほど言いましたように、仲原保育

所の問題が、この幼稚園の問題と併せていろいろ問題に出されてることについて、

保護者の人たちがどうなるのかという心配も出ております。町長は、この保育所の

問題について、仲原保育所。先ほど説明されただけでなく、本当に急いで決めてい

くべき内容だというふうに思うんですけど、改めて町長お願いします。 

◎議長（小池弘基君）   

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）   

提言書が独り歩きするような状況でございますが、あくまで提言であって、それ

を受けて、町としての総合的な判断によりまして、今後の方針を決めるということ

でございます。全然、結論ではございません。それをまず前提にお話を進めます

と、この仲原保育所、確かに老朽化して、私が就任した直後にすぐ改修を行って、
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何とか今、運営を行っているところでございます。将来的には、保育園児の動向を

考えながら、建て替えも含めたところの選択肢の中で、立地条件、これ非常に今の

保育所の周りが、仲原保育所の周りが浸水地域でもございます。そういった危険な

地域には設置できないようなこともございますし、適当な空地はございませんの

で、まずは、その場所が大事でございますので、その空き地、建て替え地も含めた

ところ、そしてまた、保育園児の今後の動向を見ながら総合的に考えていく方針で

ございます。 

◎議長（小池弘基君）   

田川議員。 

◎１０番（田川正治君）   

いずれにしても、保護者の人たちも含めて、どういうふうにするのかと。それこ

そ、閉園とか、廃園とかいうことじゃなくて、建て替えをどうするかというのが一

番の関心事なんです。そういう点で、是非急いで方向性を示してほしいということ

です。 

それと次に、中央保育所を建て替えのときに、保育子育てセンターの部屋を確保

して、その運営に当たっていくということがあったわけです。それが、新しく中央

保育所を建てられ、多目的ホール、多目的室なども含めて、確保されてるところが

あるように思いますが、実際、この保育子育てセンターを設置していくことについ

ての状況について説明を求めます。 

◎議長（小池弘基君）   

神近住民福祉部長。 

◎住民福祉部長（神近秀敏君）    

議会からいただきました「老朽化した町立保育所の建て替えについて」の提言書

においては、保育子育て支援センターの構築の視点から、新たな町立保育所の役割

として、公的機関、行政との連携拠点としての役割や保育士確保や人材育成の拠

点、また、要支援や子育て世代への支援など、様々な提案をいただいており、その

中で町立保育所の連携の要となるよう、私立保育園を含めた会議を定例化し、協議

を進めていくことや、中央保育所建て替えに伴う保育所研修拠点の設置と医療的ケ

ア児が受入れ可能な医務スペース、緊急時災害時でも受入れ可能となる太陽光発

電、防災倉庫の設置計画を進めてきたところでございます。 

また、現在、令和５年４月に創設されたこども家庭庁において、児童福祉法の一

部を改正する法律の施行に向けた検討が行われており、こども家庭センターを含め

た新たな事業についても検討されており、状況は常に変化しているところでござい

ます。町におきましても、全ての妊産婦、子育て世代、子どもへの一体的な相談支
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援を行えるこども家庭センターの設置に向けて整備を行っており、それぞれの役割

についても、今後検討していく必要がありますので、方向性や役割が整理された後

に決定していくものと考えております。今後も、粕屋町の保育所の中心的な役割を

果たす拠点として、どのような機能が必要となるか、その機能を推進していくため

の人材確保も行いながら、今後、国の通知、議会からの提言、他の自治体の事例等

を考えまして、私立認可保育所も含めて更なる取組を行ってまいりたいと考えてお

ります。 

◎議長（小池弘基君）   

田川議員。 

◎１０番（田川正治君）   

この点について、提言書の中にも載せてるんですが、例えば、川崎市とか東京の

板橋区とか大阪の和泉市などについて、その当時に、子育て支援センターがあるこ

とも含めて、参考にということを示してたと思うんですよね。そういうことについ

て、何か具体的に資料を取り寄せて研究するということは行われましたか。 

◎議長（小池弘基君）   

神近住民福祉部長。 

◎住民福祉部長（神近秀敏君）    

提言書の中にも、他の自治体のところを書いていただいてたと思います。その分

に関しましては、一応ネット等で調べまして、ほかの自治体の場合は、児相とか、

ああいうところまで含めたところでの子育て支援センターみたいなところを書かれ

ておったのが現実だったと思います。ですが、当町におきましては、そこまでの機

能を持たせるっていうふうな、ちょっとスペースも厳しゅうございましたので、そ

れ以外の部分でも拠点となるようなところっていうところで、研修とかそういうと

ころを、やはり充実させていく必要があると思いますので、その分でやっていきた

いと思います。 

◎議長（小池弘基君）   

田川議員。 

◎１０番（田川正治君）   

是非、今の状況に応じてというのは、こども館の問題もありますし、そういうこ

とを併せて、この施設、このセンター的役割を果たすところを検討していく必要が

あると思いますので、よろしくお願いします。 

最後に太陽光、町の脱炭素施策の取組について、今までも質問をしてまいりまし

た。ただ、この支援制度などを含めて、協議会で検討するということで言われてお

りまして、具体的に、この再エネ設備、省エネの助成制度の内容について、それと
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一番大事なのは、2030年までの削減目標、2013年比で何％に目標を示しておるのか

ということについて説明を求めたいと思います。 

◎議長（小池弘基君）   

吉村道路環境整備課長。 

◎道路環境整備課長（吉村健二君）   

今年度中に、地球温暖化対策実行計画（区域施策編）を策定するため、協議会を

計３回実施しており、その中で、家庭部門や運輸産業部門といった、部門別に施策

を検討中です。施策策定後に改めてご報告させていただきます。なお、省エネ助成

施策の実施は、政策的判断が必要であるため、現段階では、公共施設への太陽光発

電設備等の導入を進めているところです。住民向けの施策につきましては、今後、

検討してまいります。 

◎議長（小池弘基君）   

田川議員。 

◎１０番（田川正治君）   

2030年までの削減目標について確認していきたいんですが、今まで町長が、国の

基準と変わらない内容で言われておりました。これは世界的に言えば、もう60％

70％というのが、フランスとか含めて東欧のほうではあるんですね。こういう中

で、ヨーロッパのほうであるわけですけど、日本は、その基準でいえば42％と言わ

れる、2010年比があるんですけど、これでは低いということで指摘されてるんです

よね。こういう点について、検討されてその方向を目標として決めたのかについて

説明を求めます。 

◎議長（小池弘基君）   

吉村道路環境整備課長。 

◎道路環境整備課長（吉村健二君）   

2030年度の削減目標は、2013年度比の50％を削減目標としております。 

◎議長（小池弘基君）   

田川議員。 

◎１０番（田川正治君）   

いずれにしても、それでも低いんですよね。これは、今、ドバイで、地球環境の

問題について、ＣＯＰ28が行われてるんですが、その中でも、これに向けて、外

国、日本以外のところは、先進国でも６割７割を掲げるという方向でやってるんで

すよ。ですから、日本の今基準だけでは、とても今、求められる削減目標にはなら

ないという点で、私は、前、長野県の60％目標を持ってやってるっていうところ

も、説明をして、お話もしたんですけど、そういうことで、各市町自治体で、そう
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いう目標を高く持って取り組むということも、私は必要だというふうに思います

ね。そういう点で、是非取り組んでいってもらいたいということです。それともう

一つは、公共施設の脱炭素化施策、年度内の策定ということでしたけど、具体的に

どういうふうなことが決まっているのか。先日、西幼稚園に行った時に、近く、太

陽光の設置などが行われるということも言われてましたけど、そのほかも含めて説

明できるところはお願いします。 

◎議長（小池弘基君）   

吉村道路環境整備課長。 

◎道路環境整備課長（吉村健二君）   

今年度の町全体の実行計画である、区域施策編の策定、公共施設等への太陽光発

電設備導入可能性調査の実施、公共施設や自治体の事務事業に関する実行計画であ

る、事務事業編の更新を予定しております。いずれも現在策定中の状況でありま

す。具体的な計画と取組につきましては、策定後に改めてご報告させていただきま

す。 

◎議長（小池弘基君）   

田川議員。 

◎１０番（田川正治君）   

今、福岡県内で、この省エネ・再エネの補助制度をやってるわけですが、先日、

吉村課長のほうから資料をいただきましたけど、全県で17市９町が省エネ・再エネ

の補助策を行ってるんです。やってる内容は10業種あります。この中で大木町は８

業種の補助金を出してるんですね。ここは、御存じのように、分別収集をして28種

類の分別を行うというようなことなどを含め、取り組んでる町なんですけど、そう

いう点では、この福岡県内でも、町レベルで、粕屋町よりも予算規模は少ないとこ

ろでも、太陽熱の関係の工事とかいろんなことで、出してるわけです。そういう点

では、粕屋町でも、まだこの点について具体的に補助制度を決めておらないんです

けど、例えば、私は前から言ってるんですが、住宅用の太陽光発電設備、それとか

蓄電設備、こういうのも含めて補助するようにということを提案してきておるわけ

ですが、具体的に、町長にこの取組を今後その施策の中に盛り込む、協議会の中で

の、いうことについての考えはありますか。それについて質問します。 

◎議長（小池弘基君）   

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）   

まずは、公共施設等への、企業も含めて、脱炭素化の施策についての推進を図り

ます。一番難しいのは、やっぱり、民間といいましょうか、住民の方への協力です
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ね。脱炭素化の協力が必要です。そのために、やはり、今、議員がおっしゃるよう

に、補助金化、助成制度というのが重要になります。ただ、これは莫大な資金が必

要になりますので、これは、次の最後のご質問にも関連すると思いますが、国、県

の助成制度も含めた要望をしながら、積極的に町の助成制度についても進めてまい

りたいと思います。 

◎議長（小池弘基君）   

田川議員。 

◎１０番（田川正治君）   

国が10年間で20兆円ですかね。何か、昨日テレビで、朝のＮＨＫの討論会の中に

そういうことが言われておりましたけど、その規模では足らないということで、問

題になってるってことも言われてました。それこそ、ヨーロッパなどを含めて、も

っと大きな規模での予算化もしているということなのですが、いずれにしても、国

のほうに、補助金も含めて、補助制度を作っていくための取組として、町の計画を

早く決めて、そして、それに対して、国に対して県に対しても補助制度を求めてい

くというそういう方向が、全国的にやっぱり起きていくという中で、国のほうの施

策に対して、予算規模も変わっていくというふうに思うんです。一つは、世界的に

地球的規模での問題ですから、世界各国の国の予算規模なども含めて、在り方が日

本の国の政府の予算に関係してくるという、そういう大きな流れというのはあると

思いますけど、いずれも地方レベルで、もっと積極的にそれを提案していってもら

いたいというふうに思いますが、最後にちょっと一言。町長。 

◎議長（小池弘基君）   

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）   

実は、今議会の冒頭、ご挨拶の中で申し上げました、全国町村長会。この重要な

政府への要求事項の中に、このカーボンがあります。これ、それぞれの地域だけじ

ゃなくて、日本全国の問題として、共通する最優先課題として位置づけて、政府に

も要求をしております。これは継続して今後も我々首長が要望してまいりたいと思

います。 

◎議長（小池弘基君）   

田川議員。 

◎１０番（田川正治君）   

では、以上で終わります。どうもありがとうございました。 

（10番 田川正治君 降壇） 

◎議長（小池弘基君）   
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田川議員の一般質問が終わりました。 

ただ今から暫時休憩といたします。 

再開は午後１時といたします。 

（休憩 午前11時42分） 

（再開 午後１時00分） 

◎議長（小池弘基君）   

再開いたします。 

議席番号11番、福永善之議員。 

（11番 福永善之君 登壇） 

◎１１番（福永善之君）   

議席番号11番、福永善之です。質問通告書に基づき、質問します。 

今定例会は二問予定しております。一点目は、福岡県の事業から紐づいている、

移住支援事業について。それからもう一点は、MOA美術館粕屋児童作品展というこ

とについて、というふうに質問します。 

まず一点目、財務省が2022年国民負担率を公表しております。47.5％で、2023年

度は、若干落ちるだろうという予想はありますが、大体、今後の社会保障費の増大

ですね。そういうのを鑑みると、もうほぼ50％に近づくんじゃないかというふうに

私は見ております。また、可処分所得ですね。これは、賃金から税金とか社会保障

費を引いた額、自由に使えるお金がどのくらいになるのかということが、可処分所

得ということになるんですけど。2022年の12月４日の日経新聞の記事があります。

その記事の中で、これはヨーロッパとアメリカ、それから日本を比較した調査が、

欧州委員会というとこがなされております。2000年を軸にしたところ、2000年を例

えば100としたところ、日本は今22年ですよね、22年間たっても、可処分所得は全

く変わらない。つまり、自由に使えるお金は全く22年間変わってないということで

す。ヨーロッパに至っては、2000年から1.6倍、可処分所得が増えている。アメリ

カに至っては、2.6倍、可処分所得が増えているということになります。この資料

は2000年を起点にしてますが、日本に至っては、1995年から2022年まで全く可処分

所得が、もうほぼ一定の水準で動いているということであります。 

これは何を意味するかというと、例えば、1995年、私がバックパッカーとして、

海外に初めて行った時ですね。1995年は、アメリカ米ドル、１ドル当たり大体90円

台で購入できたということです。今現在、2023年、アメリカ米ドル当たり、大体

150円を推移しております。ということは、以前は90円で購入できたものが、今は

150円必要なりますよと。日本は資源国家ではありませんから、ほぼ輸入に頼って

おります。ということは、輸入品に関しては、かなり多く、円が弱くなったせいで
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払わないといけないという状況です。可処分所得は、20年から30年の間、一向に変

わらない。しかし物価が上がってる。という現状であります。 

この現状の中で、エンゲル係数というのがございます。消費支出に占める食費の

割合ということですね。このエンゲル係数がかなり上がってると。このエンゲル係

数が上がるということは、国民の食品以外に購買する能力がやっぱり下がるという

ことになりますので、これ、エンゲル係数が上がるということは、貧しくなってい

くということになると思います。 

このような現状を打開するために、私が思うに、まず、２点あります。賃上げ。

それから、税金、今既存の税ですね。税金の支払いを緩和するための歳出削減。こ

れが大事じゃないかなというふうに考えております。 

では、移住支援事業について質問をいたします。この事業は三大都市圏、東京

圏、名古屋圏、大阪圏から粕屋町に移住した者に対する支援金制度です。令和２年

４月１日より制度化され、現在も継続事業となっております。今回の補正予算で

も、県から600万円が入る計画があります。町の支出として400万円、違う、申し訳

ございません。県から400万円、それから町から600万円という支出の予算計画案が

提出されておりますが。 

まず一つ目ですね。過去３か年、令和２年、令和３年、令和４年度の受け入れ実

績、及び支援金の総額はということでお答えください。 

◎議長（小池弘基君）   

吉田経営政策課長。 

◎経営政策課長（吉田 勉君）    

この事業につきましては、福永議員が今言われましたとおり、三大都市圏からの

移住者に対しまして支援金を支給するもので、福岡県が実施する事業となります。

移住定住の促進や中小企業等における人手不足の解消を目的としております。過去

３年間の実績に関しましては、例年、９月議会の決算特別委員会でも御報告をさせ

ていただいているところですが、まず、令和２年度と３年度につきましては、支給

実績はゼロ件でございます。令和４年度の支給実績につきましては、６件というこ

とで、決算額といたしましては、歳出額が630万円。歳入の県補助金が472万

5,000円ということになっております。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）   

福永議員。 

◎１１番（福永善之君）   

２番から４番までは一括でお答えください。これは事業評価、PDCA、これを基
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に、次年度に事業継続するのか、それとも見直していくのかやめるのかっていうの

が、評価していく基準というふうになるとは思いますが、令和２年度、令和３年

度、令和４年度の事業評価をお答えください。 

◎議長（小池弘基君）   

吉田経営政策課長。 

◎経営政策課長（吉田 勉君）    

令和２年度から４年度までの事業評価ということでございますが、２年度と３年

度につきましては、そもそも支給実績がございませんので、評価と言えるのか分か

りませんけれども、まず、令和２年度４月から移住支援金の受付を開始いたしまし

て、移住支援金に関する問い合わせに対応しましたが、申請には至っておりませ

ん。また、令和２年度の県全体での支援金の交付実績も１件と、非常に少ない状況

でございます。交付に必要な要件を満たさず、申請まで至らなかったというケース

が多くありましたので、その当時の課題といたしましては、交付要件の厳しさとい

うのがありましたので、その辺りの拡充が課題ということで評価をさせてもらって

おります。 

令和３年度の評価でございますが、令和３年度から移住元要件の拡充を行ってお

ります。これまで東京圏だったのを、三大都市圏まで広げたというような移住元要

件の拡充とか、あと、就業先要件の拡充のほうを行った結果、相談件数のほうが大

幅に増加しておりました。ただ、本町の支給実績といたしましては、０件というこ

とでございまして、ただ、県全体での交付実績は11件ということですけれども、令

和３年度中に、町内に移住しまして、令和４年度に申請予定とされているものが、

２件ございましたので、交付要件の拡充の成果が徐々に出てきているのではないか

という評価をしております。 

最後に、令和４年度の評価でございますが、先ほど申し上げましたとおり、交付

実績は６件、県内の自治体では、北九州市に次いで二番目に多い件数ということに

なっております。ちなみに県全体の交付実績は56件でございます。よって、評価で

きるものというふうに考えているところでございます。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）   

福永議員。 

◎１１番（福永善之君）   

私の評価と、全く逆なんですよね。この事業、福岡県内、福岡県のホームページ

から拾い上げてます。令和５年の10月１日現在で、60市町村、福岡県にあります

ね。その中で参画してる市町村は30市町村。全部参画してるわけではない。福岡市
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に至っては、もちろん、人口が流れてきますから、参画する必要性、必然性はない

ですね。これは、粕屋町のホームページから私拾ってますね。人口の推移というこ

とで、平成２年から平成７年、平成12年、平成17年、平成22年、平成27、28、29、

30、令和１、２、３、４というふうに、年間の人口推移、これ総人口と世帯数が載

せられておりますが、どの年も人口が減ってない。右肩上がり。どの年も世帯数も

減ってない、右肩上がりという状況なんですね、粕屋町は。その粕屋町において、

なぜ、税金からお金を払って、例えば、18歳未満の子どもさんが、もし、それに帯

同してくれば100万円とか払って、どうして、人口移住支援をしないといけないの

かっていう疑問があると思うんですよ。粕屋町にお住まいの方たちからするとです

ね。その辺はどのように考えておられますか。 

◎議長（小池弘基君）   

吉田経営政策課長。 

◎経営政策課長（吉田 勉君）    

人口が増えてるのに、こういった施策をする必要ないんじゃないかというふうな

御質問だと思うんですけれども、粕屋町が策定しております、総合計画、総合戦略

におきまして、移住定住施策の推進というものを掲げております。それに沿った施

策ということで、当然、必要な取組というふうに考えておりますし、今後、市を目

指すということで市制対策室も作っておりますので、そのためには、人口５万人と

いうのは当然必要になってきますので、そういった意味からも、必要な施策である

というふうに考えております。 

◎議長（小池弘基君）   

福永議員。 

◎１１番（福永善之君）   

粕屋町移住支援金交付要綱を作られてますね。その中で、第10条返還請求という

項目があります。どういう条件だったら、支援したお金を返還しないといけないの

かっていうところが明文化されております。その中で二点ありますね。ちょっと疑

問に思うのが。移住支援金の申請日から３年未満に移住支援金を受領した、粕屋町

から転出した場合、要するにお金を受け取ってから、３年未満に出ていきますよと

いう意思表示をした人ですね。もう一点が、移住支援を申請日から１年以内に働く

ことが目的化してますので、その職を辞めた場合というふうになっております。も

のすごくこれ、もう軽い。 

先ほど申しましたように、平成２年から人口は右肩上がり、一度も下がったこと

はない。世帯数も右肩上がり、一度も下がったことはないという要件の粕屋町にお

いて、お金を払って移住してくださいっていうことが、果たして求められる施策な
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のかっていうところがあると思うんですよ。例えば、山間部とか、人口減少はして

るような自治体におきましては、確かに産業を活性化させるとか、そういう名目は

あると思うので、そういう施策は考えられるかもしれませんが、人口は右肩上がり

で伸びている粕屋町において、わざわざ税金を使って来てくださいということが、

税の使い方として正しいのかというところ、いかがでしょうか。 

◎議長（小池弘基君）   

吉田経営政策課長。 

◎経営政策課長（吉田 勉君）    

必要性に関しましては、もう先ほどお答えしたとおりですので、いろんな考えが

あるでしょうけれども、担当としては、必要な政策であるというふうに考えており

ます。 

◎議長（小池弘基君）   

福永議員、 

◎１１番（福永善之君）   

では、五番目。令和６年度以降の事業の継続はというところで、私のほうから

も、今の答えを聞けば、継続するということでよろしいですか。はい。冒頭に私申

しましたように、今、町民の可処分所得、これかなり厳しい状況があります。自由

に使えるお金がかなり減っているという面があります。役所は、決められた税を確

実にもらいますよというスタンスですね。ただ、決まった税金を安くするとか、そ

ういう発想を今後持ってもらいたいなと思うんですよ。税金があるから、これを全

部使おうとかいう、そういう発想ではなくて、本当にこの税金、この事業が必要な

のかとかですね。この事業は、誰のためにあるのかとか、この事業に対して、例え

ば、ある人は、俺全然この事業には全く恩恵を受けようと思ってないという方がい

らっしゃるんですよね。ただ、そういう方たちにとっては、例えば、行政サービス

を無料にしますとか、そういうことを言われると、やっぱり負担というのが最終的

にはかかってきますので、ある程度、やっぱり受益者負担とかそういうことを考え

ていかないと。 

やっぱり、先ほど申しましたように、行政サービスを受けなくていいという層も

いらっしゃるんですよ。そういう方たちからすると、税負担ってのはやっぱりすご

く重い。自分が使いたいお金が税金として取られていく、そういう感じになってい

るんですよね。だから、行政としては、決められた税を取る。その決められた税を

全部使うという発想ではなくて、余らせていく、還元していくという発想を求めた

いなというふうに思って、私の一つ目の質問を終わります。 

では、二つ目ですね。MOA美術館粕屋児童作品展についてというふうに質問しま
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す。これは、私、冒頭に申しましたように、1995年に日本を出国しました。21歳の

時ですね。降り立った国はメキシコという国ですね。その中で、入国の際に、あな

たの宗教は何ですかという感じの問い合わせがありました。21年間生きてた中で、

宗教とか全く考えたこともなかったので、自分仏教やろなっていう感じで、そうい

う感じで書いた記憶があります。中南米という諸国に、私、合計30数か国、ちょっ

と６年かけて旅をしてきましたが、中南米という国は、かなりカトリックのお国柄

で、宗教を持ってないほうがおかしいという感じのそういうお国柄でした。どんな

に小さな村に行っても、教会だけは立派に建ってるという、そういうお国柄が、中

南米という当時でした。今回、だから、宗教を私否定するわけではないです。日本

を出れば、宗教を信仰するというのは、当たり前という認識は恐らく強いと思いま

すので、日本が、異常に宗教というのにちょっと拒否感があるのかなっていうふう

には考えてますが、宗教を否定するわけではないの前提に、この質問を投げかけて

いきます。 

作品展の主催者は、公益財団法人「岡田茂吉美術文化財団」であり、インターネ

ットですねこれ、ウィキペディアによると、世界救世教、1935年に岡田茂吉氏によ

り設立された、の関連団体とあります。応募の対象者は、小学生の１年生から６年

生であり、同作品展は2022年度に１回目、2023年度に２回目、これ粕屋町において

開催であります。まず一つ目、２か年の作品展の応募数をお答えください。 

◎議長（小池弘基君）   

堺教育委員会事務局次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）   

応募数についての御質問でございます。教育委員会では、応募を実際された数に

ついては把握をされておりません。御報告もあっておりません。後援名義許可申請

の添付書類によりますと、この企画書の中に、募集目標数というのが書いてありま

して、本年も昨年も、絵画300点となっておりますので、このような数字の応募数

なのかなというふうには想像しております。 

◎議長（小池弘基君）   

福永議員。 

◎１１番（福永善之君）   

このMOA美術館児童作品展っていうのは、公式のホームページを持っておりま

す。ちょっと参照しました。この事業に参画している地方自治体の数をちょっと調

べてみました。全部が全部ですね、参画はしてない。かつ、福岡県は結構多いほう

なんですけど、九州の県においては、もうほぼないぐらいの参画数であります。粕

屋町がこの事業に参画する理由は何でしょうか。 
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◎議長（小池弘基君）   

堺事務局次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）   

この申請者、実行委員会のほうから提出されました、後援の申請書のほうに同作

品展の目的が記載をしてございます。令和４年度で申しますと、「創作活動を奨励

することで、子どもの健全なる成長を願い、社会教育並びに情操教育の一端を担

う。」、５年度で申しますと、「子どもたちが自然、環境、社会、他者との関わり

を通し、興味や関心を持ったことを感性を働かせながら、絵画や書写によって表現

することで情操を養い豊かな心を育てる。」と記載をされております。また、ホー

ムページのほうにも、この作品展の趣旨が記載さております。これはもう議員も見

られてることと思いますので、読み上げませんが、このような趣旨に賛同しまして

町の教育委員会としましても、名義後援を認めておるものでございます。また、学

校に対しましては、開催団体でありますところから、直接、コンクール応募の案内

があっておりまして、各学校の判断で参加をしておるところでございますけれど

も、あくまで子どもたちの文化活動、芸術振興として、教育活動の一環として行っ

ておるものでございます。 

◎議長（小池弘基君）   

福永議員。 

◎１１番（福永善之君）   

MOAのホームページから参照すると、粕屋町は、単独で2022年から始まってます

よね。2022年以前は、MOA美術館福岡児童作品展という中の一角として参画をして

おります。なぜ、22年度から単独ということになったんでしょうか。 

◎議長（小池弘基君）   

堺事務局次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）   

単独開催を判断されたのは、MOAのほうかと思いますので、町は、そのような単

独事業でやりたいという後援申請が出てきたので認めたというものでございます。

開催のほうに、どうしてそういう趣旨でやってるのかということを携わってるわけ

ではございません。なぜ、単独でしたかというのは、推測する以外にはございませ

んけれども、単独でも、応募数その他の形で、事業として成り立つというふうに判

断をされたのではないかなというふうに思うところでございます。 

◎議長（小池弘基君）   

福永議員。 

◎１１番（福永善之君）   
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答弁の中で、MOAのほうから学校のほうへ直接応募の依頼があって、学校のほう

の判断で作品の応募がなされたというふうに、今答弁ありましたね。今、社会情勢

として、旧統一協会の問題がクローズアップされております。その中で、旧統一協

会、かなりの関連団体を持っております。例えば、団体の名前から判断、ものすご

くしにくいような、例えば、一例を挙げますと、ピースロード。ピースロードとい

うのは、これは自転車のイベントですね。趣旨といたしましては、世界平和をうた

い文句に近づいていると。ほとんどの人は、世界平和を否定しませんよね。世界平

和をうたいながら、入り込んでいくというような感じです。ピースロードのホーム

ページによると、人の心と心をつなぎ、世界平和の実現に貢献することを目的に、

全国を自転車で走るイベントとされているというふうにですね。これも、全く趣旨

は全然否定できないですね。否定できない。ただ、この旧統一教会の問題が明るみ

になってから、これ、かなりの自治体が、全国で62のルートでこの自転車のイベン

トがなされてたようです。かなりの自治体が、名義後援をされていたと。例えば、

九州圏内でいうと、熊本県と熊本市は、この問題が明るみになってから名義後援を

取消したというふうになっております。 

先ほど、教育次長のほうから答弁ありました、「創作活動を推奨することで子ど

もの健全な成長を願い、社会教育並びに情操教育の一端を担うことを目的とす

る。」と。全く否定できないですね。こういうの否定できない。ただ、今回の旧統

一教会のやつも全く否定できない。何か問題があったときに、やっぱりこうやって

明るみに出てくるというのがあるんですよね。最近でいうと、エホバの証人の件

が、国会の中でも議論が始まったというふうに聞いております。内容的には、信者

の、未成年の児童、子どもさんたちに対する虐待。これが、数として上がったとい

うことで、こども担当大臣のほうからコメントがありまして、「宗教の信仰が背景

にあったとしても、児童虐待は決して許されない。宗教を背景とする児童虐待事案

の相談の受理や対応状況など、今年度中にまとめ対応を検討したい。」というふう

に、やはり、何かしらの問題がやっぱり上がってきたときに、こうやって事後対応

というふうになっていると思うんですよね。 

今回、町のほうとしては、名義後援については出しました。応募する判断につい

ては、学校独自にしてくださいというふうに投げてますね。これで私はいいのかな

というふうには考えていますが、まあこれいいでしょう。 

次、３番目ですね。情報開示請求の資料によると、作品展の実行委員会が出した

企画書案には、収入として、協賛金が22年度に４万円。23年度に３万円が計上され

ております。協賛金の出資者は誰ですか。 

◎議長（小池弘基君）   
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堺事務局次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）   

これも、議員言われますとおり、企画書の中に金額は書いてございますけれど

も、その出資者名は記載をしておりませんので、直接把握することはできません。

言われましたその作品展の公式ホームページによりますと、全国の市町村単位で行

われている児童作品展、いわゆる地方展というものですけども、こちらの運営は全

て、地元の個人、企業の皆さまからの協賛金で賄ってあるという趣旨が書いてござ

います。各年度において、協賛金を出資された個人、企業の名称は個人企業でござ

いますので、個人でございますので、伏せてあるのかなと思いますので、町のほう

では把握をしておりません。 

◎議長（小池弘基君）   

福永議員。 

◎１１番（福永善之君）   

最低限でも、この組織の運営資金源は、確認しないといけないと思うんですよ。

母体は宗教団体ですよね。宗教団体がやってるやつを、町が名義後援しますよとい

うときに、そのときに、金の原資が、誰が出したのかというところをやっぱり確認

しないといけないんじゃないかなというふうに私は思います。 

じゃあ次ですね。憲法第20条第２項、これは、公立学校の宗教的中立性をうたっ

てあります。また、同じような第３項、これは、学校教育法第９条とダブっており

ますが、公立の学校が、特定の宗教教育とか特定の宗教活動を禁止しております。

主催者団体の名称は違うが、母体が宗教団体と考えられる団体の美術展が、公教育

の中にうまく入り込んだと考える町民の声がありますが、教育委員会の考えはいか

がでしょうか。 

◎議長（小池弘基君）   

堺事務局次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）   

はい、ちょっとお答えします。先に一点。学校教育法の９条ということで、今、

言われましたけれども、恐らく、教育基本法のほうの以前９条、今、改正がありま

して15条ではないかなというふうに思いますので、ちょっとそのつもりで、答弁を

させていただきたいと思います。先ほどの答弁ともちょっと一部かぶるんですけれ

ども、学校におけます子どもたちの絵画等の作成、また、コンクールへの応募とい

うのは、教育活動として行っておるものでございます。宗教的な意義というのは、

一切持っておりません。ですので、学校教育法第15条で禁止をされております、宗

教活動には当たらないものと考えております。 
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また、主催団体でありますMOA美術館の運営、先ほど申されましたとおり、公益

財団法人でございますけれども、公益財団法人は、国の認定の分と県の認定の分が

ございます。恐らく、内閣府、国の認定を受けたものではないかというふうに思い

ますが、宗教法人であります世界救世教とは法的に別人格でございますので、ここ

は当然、区別をして考える必要があるのかなというふうに考えております。町の教

育委員会といたしましては、あくまで後援を申請をされましたMOA美術館児童作品

展の事業内容と、その主催団体でありますMOA美術館、その実行委員会について、

営利目的であるとか、特定の政党、あるいは宗教を支持、支援しているものではな

いというふうに判断をしまして、町の要綱に基づいて、後援名義申請を許可してい

るものでございます。 

なお、ちょっと追加ですけれども、今年の作品展、毎年の作品展ですけれども、

文部科学省、外務省、厚生労働省、農林水産省、環境省も後援をしておられます。

また、審査員としても参加をされており、それぞれの大臣表彰もされているという

形で、国からも支援を受けておる事業ということでございますので、その観点で

も、町が後援を行うことに不適当なところはないかというふうに考えております。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）   

福永議員。 

◎１１番（福永善之君）   

今の答弁からすると、文科省等々、国のお役所が後援してるから、粕屋町として

も後援しても問題ないというところですね。ということは、国が許可したやつは、

粕屋町もおのずと許可しますと。ただ、問題が上がったときには、問題ですねとい

うスタンスということですよね。粕屋町独自で、後援名義を許可したということで

はなくて、あくまでも、粕屋町の上部団体のほうで、後援されてるから、粕屋町も

しましたということでよろしいんでしょうか。 

◎議長（小池弘基君）   

堺事務局次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）   

上部団体といいますか、県でありますとか国、あるいは周辺のほかの自治体、こ

ういったところが後援をしているかいないかというのは、あるいはまた過去に後援

をしているか遡ってということは、判断材料の一つとしては大変重要であろうかと

いうふうに考えております。ただ、議員の言われますように、問題がある、例え

ば、宗教会議がこの事業の中でなされているとか、先ほども出ましたけれども、趣

旨としては賛同できるんだけれども、その団体が、もともとの宗教団体が非常に問
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題があって、別人格でありますけれども、公益財団法人のほうも、ほぼ同一の団体

であると、社会通念上認められて、そういった問題のあることに加担をしている

と。そういった事実が明らかであれば、当然、ほかのところが後援を認めているか

どうかにかかわらず、判断は変わってくるかなというふうに思います。ただ、別の

宗教でそういうことがあっているだろう、そういうこともありうるんじゃないかと

いう推測。この段階で、地方公共団体である粕屋町が、認定を認めないというの

は、あまりに乱暴かなというふうに考えてるところでございます。 

◎議長（小池弘基君）   

福永議員。 

◎１１番（福永善之君）   

ちょっと、私の認識とは違うんですよね。いろいろな宗教団体あります。その中

で、内部から声が上がるというのは、なかなか難しい状況。今、現代社会において

は、SNSが普及したおかげで、かなり内部の声が起きてきているという状況ではな

いかと思います。旧統一教会の問題も、これはものすごく政治力を使ってますね。

お金を信者の方たちから集めて、お金を政界の人に配ったりですね。かなり政治的

な強みがあります。ただ、声が上がったのが、やっぱり信者の方たちが自分の家庭

の、例えば、資産がマインドコントロールされたことによって、宗教団体のほうに

流れていくというのが常態化していたということで、声が上がってこのような問題

になったと思うんですけど、今は、問題が明るみにないから後援を否定することは

ないというふうに、今答弁ありましたが、これは、公教育とやっぱり宗教の関わり

というところを、やっぱり考えないといけないと思うんですよ。今の発想だと、宗

教団体というのはかなりの数ありますんで、かなりの数の宗教団体から後援依頼が

あがったときに、はい、じゃあ目的が、誰も否定できないような立派な内容ですね

っていうことで、後援しましょう、後援名義を差し上げましょうという感じにとら

れますよね。その要件でよろしいんでしょうか。ほかの宗教団体が、粕屋町に対し

て、公教育の中で、例えば、こういう目的を持った事業をやりたいので、後援名義

をお願いしますといったときに、それを引き受けるということでよろしいんでしょ

うか。今、問題がないということを前提にですね。 

◎議長（小池弘基君）   

堺事務局次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）   

町の要綱の中では、特定の政治、あるいは宗教に支援するものは、認められない

というふうに書いてあります。宗教団体が、直接、後援申請をして参られたという

ことは今までありませんけれども、もしあれば、まさにその宗教団体、宗教するた
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めの活動されてある訳でしょうから、これは後援を認めにくいのではないかなとい

うふうに思います。今現在、この問題となっておりますのは、あくまで先ほど申し

ましたように公益財団法人、宗教とは別人格でございますので、そこは区別して考

えているものでございます。 

◎議長（小池弘基君）   

福永議員。 

◎１１番（福永善之君）   

別団体ということは、名称を見れば別団体でしょう。ただ、母体は宗教団体。設

立者は同じ人なので、世間がどう思うかですね。行政的には、「名称は違います、

別団体です。」というふうに答弁されますが、同じ人間が、宗教団体を設立した人

が違う組織を設立したということで、これを別団体と呼べるのかというところは、

これは世間が判断すると思いますが、私は、違うと思います。 

では、最後ですね。同団体は、教育委員会に対し、後援名義許可申請をしていま

す。これ先ほど答弁されましたね。作品展の場所は三か所、サンレイク、図書館、

こども館です。昨今、宗教団体とその信者、特に家族の間で、金銭的な問題が世間

の関心を呼んでおります。税制上の優遇を受ける宗教団体に対し、行政側が後援す

ることが、団体の活動を補助していると考える町民の声があります。宗教団体と関

連がある団体を後援することに対する、教育委員会の考えはということで、もう答

弁されましたよね。 

これ、昨年、私のことなんすけど、次女が親元を離れて大学に行きました。大学

のほうで、最初に案内があったのがサークル活動。サークルの勧誘には気をつけて

くださいよということの案内がありました。これ、NHKの解説員の方が、2023年４

月12日にネット投稿してるやつです。その中で、大学の生協が、全国の大学生、こ

れおよそ9,000人を対象に行ったアンケート調査があったようです。入学後に遭遇

したトラブルは、何ですかということで、五つ挙げられております。まず第１位

が、バイト先での金銭、労働環境ですね。２番目が、SNSのやりとり。３番目が、

訪問販売契約。４番目に、宗教団体からのしつこい勧誘。５番目には、自転車によ

る交通事故というふうに、これが多かったということです。この勧誘について、高

校、ほとんどの子どもさんたちは、高校生までは親元、親と一緒に共同で住まれて

るのがほとんどだと思います。大学に至ると、一部もう親元から離れるという方が

増えてきますので、そのときに初めて、宗教というところにぶつかってくるのかな

ということで、私は考えています。 

その中で、親公認の下に、このような宗教に自分の子どもがのめり込むっていう

のは、許容範囲かなと思いますが、親の公認ではない状況で宗教にのめり込んでい
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った子どもさんが、もし、いるとしたら、親としては、これはものすごく心配事か

なというふうに、ではないでしょうか。私はそう思います。例えば、これ、統一教

会の問題で、これですね、高額な寄附をしてしまった信者の本人に代わって、家族

は寄附をしたというところで、結構問題になっておるようですが、マインドコント

ロールの下にある信者の方っていうのは、自ら進んで寄附をするそうです。その寄

附することが悪いことじゃないというふうに、もうそのような感じの認識でいるそ

うです。ただ、それが親の同意の下であれば、私は問題ないと思いますが、親の同

意じゃない範囲で、自分の子どもがそのようなところに資金を出していくというこ

とに対しては、やはり問題じゃないかなっていう。私は、もし、自分の子どもがそ

うであれば問題と思います。ただ私は、入学する前にも徹底的にこういう宗教の在

り方っていうのを話していきました。 

何を申したいかというと、まだ、今回のMOAの関係に関しましては、小学生１年

から６年生ですよね。冒頭に私申しましたように、私、21歳のときに初めて自分の

宗教て何だろうっていうのが、直面したのが入管のときです。入管のときにそれを

求められましたので。１年生から６年生のときは、やっぱりそういう宗教団体が母

体となるとこからの入り口というふうに考えないといけないと思うんですよ。その

入り口に、宗教団体がいろいろな方法で入り口入り込んでくる。それが積み重なっ

てそういう、例えば、成人に近い頃になって、確かに、ああいうMOAだったなと

か、そういうところになってきて、宗教に入会したりとかしていくのではないかと

いうふうに考えております。その入り口に、学校、教育委員会が名義後援をすると

いうところは、ちょっとまだ考えないといけないんじゃないかなというふうに、私

は考えております。よろしいですか。この入り口というのは、いろいろな方法でや

っぱり入り込んでいきますので、何らかの問題があった時に、問題があって対処す

るのではなくて、やっぱり、問題が未然に防いでいかないといけないんじゃないか

なと。それが、公教育じゃないかなというふうに考えて、私の一般質問を終わりま

す。ちょっと、まとまりがなかったですね。回答しますか。 

◎議長（小池弘基君）   

堺事務局次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）   

最高裁の判例にあるところなんですけれども、宗教活動というのが、何かという

ところの判例が出ておりまして、一つには、宗教的な意義があるということ。そし

て、プラスだったりマイナス勧奨とか圧迫でもいいんですけれども、何らかの効果

をもたらしているということが、宗教活動だそうでございます。議員が先ほど言わ

れましたような、勧誘をしたり、マインドコントロールをしたりする、未成年に対
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してということの活動があれば、当然問題であろうかと思いますが、そのような実

際的な問題が美術展、あるいはその主催団体のほうにないにも関わらず、特定の宗

教この場であれば、世界救世教ということで見定めて、関連があるからということ

で後援を認めないということであれば、まさにこの宗教的な意義を持って、圧迫勧

奨しているという宗教活動に当たるんではないかと思います。また、公共団体とし

て、逆に問題ではなかろうかというところが一点ございます。 

それと、議員が言われましたような問題行動が、当然あるのであれば、先ほども

答弁しましたけれども、後援するしないの判断には大きく関わってまいります。当

然、後援することが不適当であるという判断になるかと思います。申請団体のほう

が、そういった問題のある宗教団体と密接不可分の組織であって、その問題行動を

実際に行っているというものであれば不適当でございます。今のところ、そういっ

た後援をされているということは、一切私たちの耳には聞こえてきませんので、も

し、議員がそのような不適切な事実を御承知であれば、まず、お知らせいただきた

いと思いますし、そういった事実がないにも関わらず、そういう可能性があるだろ

うということで、宗教だからということで、拒否をするというのは、言ってみれ

ば、そうですね、例えば、不適切か適切か分かりませんけども、外国人である、だ

から、犯罪を起こすんじゃないかということで、いろんなことで弾圧する。まさに

これ差別問題ではなかろうかと思います。宗教差別に当たるんじゃないかと思いま

すので、地方自治体としては、そういったことをすることは、大変不適切ではない

かなというふうに考えるところでございます。 

（11番 福永善之君 降壇） 

◎議長（小池弘基君）   

福永議員の一般質問が終わりました。 

これにて、本日の「一般質問」を終わります。 

本日は３名をもって終了いたします。明日６日及びあさって７日にも一般質問を

予定しておりますので、傍聴にお越しいただけるか、ネット中継を御覧いただきま

すよう、御案内申し上げます。 

以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

本日はこれにて散会いたします。 

（散会 午後１時48分） 
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（開議 午前９時30分） 

◎議長（小池弘基君）   

改めまして、おはようございます。 

本日は、一般質問２日目で、４名の議員を予定しております。 

本日、７番、案浦兼敏議員から体調不良のため欠席届が提出されております。ま

た、執行部部長級におかれましては、古賀総務部長が体調不良のため欠席されてお

ります。 

ただ今の出席議員数は、15名であります。定足数に達しておりますので、ただ今

から本日の会議を開きます。 

本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。 

◎議長（小池弘基君）   

それでは、ただ今から「一般質問」を行います。 

発言に関しましては、質問者は会議規則を遵守し、さらに、文書通告の趣旨にの

っとり簡単明瞭に、答弁者の発言に関しましては質問にそれることなく的確に、し

かも簡潔にされますことを、議事進行上強くお願いする次第であります。 

なお、答弁側におかれましては、答弁者が誰か明確となるよう、声に出して挙手

をされますよう、併せてお願いいたします。 

それでは質問順に従い、質問を許します。 

議席番号14番、山𦚰秀隆議員。 

（11番 山𦚰秀隆君 登壇） 

◎１４番（山𦚰秀隆君）   

皆さんおはようございます。２日目の１番目ということで、２日目の１番目、や

るのは初めてじゃないかなと思いますんで、緊張しておりますのでよろしくお願い

いたします。 

それでは、14番、山𦚰秀隆でございます。通告書に従いまして、質問をさせてい

ただきます。 

今回の質問につきましては、まちづくり活動の推進におけるボランティア活動の

現状と課題について、２番目には、コミュニティバスの導入についてを質問してま

いりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。令和３年度から令和７年度

の計画であります、第５次総合計画の基本計画に沿って、その進捗と課題を見据

え、粕屋町の将来像をイメージしながら質問したいと思います。 

まず、ボランティアの定義は、簡単に解釈すると、仕事、学校とは別に、地域や

社会のために時間や技術などを提供する活動と言われております。協働のまちづく

りの担い手となるボランティアは、高齢化などにより、減少傾向にあると前期の計
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画からの課題として取上げられております。まちづくり活動の推進におけるボラン

ティア活動の現状と課題をどういうふうに捉えているのかお聞きします。 

◎議長（小池弘基君）   

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）   

ボランティア活動の今の現状、そしてまた、推移につきましては、詳細は担当の

ほうから後ほど説明をいたしますが、確かに議員が御指摘のとおり、社会情勢、特

に経済情勢によりまして、ボランティア活動が若干減少ぎみになっているという事

実はございます。総合計画の中にも、こういったことを克服して、ボランティア活

動を推進するという旨の計画も出しておるところでございます。それでは、具体的

なものを、詳細を説明いたします。 

◎議長（小池弘基君）   

髙榎協働のまちづくり課長。 

◎協働のまちづくり課長（髙榎 元君）   

粕屋町では、町民と行政とが協働して行うまちづくり活動を支援するため、平成

29年６月にサンレイクかすや内に、粕屋町まちづくり活動支援室を設置しており、

町民との協働によるまちづくりについて、協働のまちづくり課のほうで所管をして

おります。 

まちづくり活動支援室に登録しておりますボランティアの状況でございますが、

団体個人それぞれございまして、過去５年間としましては、平成30年度が39団体、

個人ボランティアが11人。令和元年度が43団体、個人ボランティア17人。令和２年

度が42団体、個人ボランティア20人。令和３年度が47団体、個人ボランティア

23人。令和４年度が51団体、個人ボランティア24人と、ほぼ右肩上がりに増加をし

ております。 

しかし、今、町長のほうも申し上げましたが、協働のまちづくりの担い手となる

ボランティアの方は、高齢化などにより、減少傾向により、ボランティアやまちづ

くり活動が、活性化するためのネットワークづくりに取り組む必要があると認識を

しております。また、新型コロナウイルス感染症拡大防止による活動の制限が、ボ

ランティア活動に大きな影響を与えていると考えており、適切なフォロー等をどの

ように行うかが新たな課題となっております。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）   

山𦚰議員。 

◎１４番（山𦚰秀隆君）   
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少しは増加傾向にあるというお話でした。後期基本計画では、今言われたよう

に、ボランティア活動が活性化するためのネットワークづくりが必要とするってい

うことで、ボランティア団体やNPO法人などの団体同士の交流機会を作ることで、

多様な地域課題に柔軟に対応できる仕組みづくりをすると明記しております。どう

いった仕組みが作られたのかを聞きたいということと、また、高齢者などが自らの

知識や経験、技能を生かし、学校や地域、社会教育施設、子育て支援施設で、学習

支援や技術指導を行う機会を広げるとしております。こうした取組の、また現状を

お聞きします。 

◎議長（小池弘基君）   

髙榎協働のまちづくり課長。 

◎協働のまちづくり課長（髙榎 元君）   

仕組みづくりのほうについて、協働のまちづくり課のほうで答弁をさせていただ

きたいと思います。これまで、交流会を何度も計画はしておったんですけれども、

なかなかコロナの関係で、実施ができないというところがありました。そこで、令

和４年度、令和５年の３月25日に、このまちづくり活動支援室に登録されてます団

体及び個人の方を対象に、まちづくり活動団体交流会というのを実施しておりま

す。それまでは、なかなか活動ができずに横のつながりがなかったものが、これで

新たにこういう団体があるということが認識できて、参加していただいた方からし

ては、かなり好評な結果をいただいたところです。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）   

古賀介護福祉課長。 

◎介護福祉課長（古賀みづほ君）   

介護福祉課のほうから、高齢者に関するところで申し上げます。介護福祉課で

は、介護保険法による地域支援事業の介護予防日常生活支援総合事業の一つとし

て、ボランティアの育成をしております。当町では、粕屋町サポーターの愛称とい

うか、「かすサポ」という名称で、高齢者の介護予防支えるボランティアを募って

おりまして、毎年、育成教室を開催しております。かすサポ部員になるには、養成

講座の受講が必要で、今年度は50代の受講者もおられまして、活躍が期待されると

ころですけれども、受講者の実人数は、令和３年度が４名、４年度が８名、５年度

が６名と横ばい状態です。また一方で、「ゆうゆうサロン」ですが、住民主体の地

域サロンになりますが、こちらのボランティアは、70代が中心となっておりまし

て、ボランティアの高齢化とか、かすサポと同様に、人数の横ばい状態といった課

題が上がっております。 
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以上です。 

◎議長（小池弘基君）   

渡辺子ども未来課長。 

◎子ども未来課長（渡辺 剛君）    

それでは、子ども未来課のほうから子育て関連施設の関係でありますが、こども

館におけるボランティア活動といたしまして、粕屋町子育て応援団があり、読み聞

かせや託児、公民館の活用など、チームに分かれての活動と、あとは11月のほうに

開催させていただきました「わっしょいフェスタ」、こちらのほうでの催し等のほ

うを行っております。こども館の開館当初から活躍をいただいておりまして、わっ

しょいフェスタについても認知されてきたところだとは思っておったんですが、新

型コロナウイルス感染症による自粛期間を経て、今回やっと、ようやく読み聞かせ

とか、一部の公民館での活動が再開をされてきたというところになっております。

新型コロナウイルス感染症の影響で、活動の場自体が減少したということもありま

すが、それ以外に社会状況の変化により、各チームの取組に対する環境というのも

変化しておりまして、社会状況に合わせて見直していくというところも出てくるの

かなというところは、問題点だと考えております。 

◎議長（小池弘基君）   

山𦚰議員。 

◎１４番（山𦚰秀隆君）   

ボランティアの活動団体っていうのが様々にあるっていうのが、今聞いてて分か

りました。仕組みづくりっていう部分では、なかなか、何かいまいち分からなかっ

たっていうか、どういった仕組みでこういうふうにやってるかっていうのが、まだ

交流会程度っていう、流れの中での、話だったというふうに思いますんで、全体的

に、やはり、コロナの影響もあるんでしょうけれども、なかなか進んでないという

のが現状だろうというふうに思っております。 

次に、計画では、まちづくり活動団体への支援業務及びボランティアコーディネ

ートを実施するとしております。ボランティアコーディネーターについては、町民

のボランタリーな活動を支援し、その実際の活動において、ボランティアならでは

の力を発揮できるよう、町民と町民、または組織をつないだり、組織内での調整を

行うスタッフと捉えられております。そのコーディネート役を担っているのは誰な

のか、また、コーディネートをした現状についてお聞かせください。 

◎議長（小池弘基君）   

髙榎協働のまちづくり課長。 

◎協働のまちづくり課長（髙榎 元君）   
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まちづくり活動支援室では、ボランティアの募集やコーディネート、今言われま

したように、ボランティアを必要とする方とそれに応える方をつなぐことになりま

すが、こちらを行っております。個人のボランティアへのコーディネートは現状十

分に行えておりませんが、音楽等の活動されていらっしゃいます文化ボランティア

の登録団体の方と、それを希望される高齢者施設等へのコーディネートについて

は、実績がありますのでそちらを御説明したいと思います。平成30年度は26件、令

和元年度は17件の実績がありましたが、その後、コロナ禍になりまして、コーディ

ネートの依頼の受付を中止しましたので、令和２年度については件数がありませ

ん。令和３年度には１件、令和４年度には８件という形でとどまっております。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）   

山𦚰議員。 

◎１４番（山𦚰秀隆君）   

なかなか進んでないっていうか、現状ではこれといってすごいなっていう部分が

見えない。一部分にとどまってるっていうのが現状っていうふうに、今捉えられま

した。コーディネートをする役っていうんですか、そういった技術が必要であろう

かと思います。全国ボランティア協会では、ある一定のボランティアコーディネー

ターの資格試験が実施されております。支援室には、配置の職員の資格もあると思

いますんで、その有無を聞きます。 

◎議長（小池弘基君）   

髙榎協働のまちづくり課長。 

◎協働のまちづくり課長（髙榎 元君）   

設置当初は、協働のまちづくり課の職員も、今、言われました特定非営利活動法

人「日本ボランティアコーディネーター協会」のボランティアコーディネーション

力３級の資格を有しておりましたが、現在、人事異動によりまして協働のまちづく

り課担当職員は、その資格を保有しておりません。ただ、包括業務の委託を行って

おります職員のほうが、その資格を保有している状態でございます。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）   

山𦚰議員。 

◎１４番（山𦚰秀隆君）   

ボランティアに関する支援ということで、今、るる状況を聞いております。この

認識を後で町長のほうには振り返っていただいて、見解を述べていただきたいと思

いますので、これからまた続けていきますので、よく聞いていただきたいと思いま
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す。よろしくお願いします。 

資格試験、２名いるうちの１名しか持っていない、正職に関しては、持ってない

という状況の中で、やっぱり、今、言ったようなボランティアコーディネートをし

ていかなきゃいけない、つなげていかなきゃいけないっていう、部分がある中で

の、今、お話だったと思いますんで、まだまだ不足してるのではないか、力が入れ

込まれてないんではないかという認識をした次第であります。 

厚生労働省が行ったアンケート調査では、過去５年間に、ボランティア活動の経

験がある人及び今後のボランティア活動参加に興味、関心のある人、823名から回

答を得ております。それによりますと、ボランティア活動参加に影響を与えた要因

として、ボランティア活動に関する経験や意識については、７割近くの人が「テレ

ビや新聞等のメディアでボランティア活動について、見聞きをし、関心を持っ

た。」としております。また、社会の役に立ちたいと考える人も多い一方で、家族

や友人などと社会貢献やボランティア活動について話し合うことがある人は、２割

程度と少なかったとして、身近な人からのボランティアに対する働きかけが少ない

ということであります。一方、活動に参加する上で、不安や障壁になると思われる

こととして、「一旦始めると、いいかげんなことはできない。」が最も多く挙げら

れており、ボランティア活動に対しハードルの高さを感じている人が、かなりいる

ことが考えられます。その障壁の要因として第１の課題とされております。その

他、「時間不足。」「ほかにもしたい余暇活動がある。」「とにかく時間がな

い。」や「情報不足。」「自分にどのような活動ができるか分からない。」「どの

ようなボランティア活動の場があるか分からない。」も多くの人にとって参加の障

壁となっているということであります。 

そこで、学校教育におけるボランティア意識の醸成はどのように行われているの

かをお聞きします。 

◎議長（小池弘基君）   

堺事務局次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）   

まず、小学校においてでございますけれども、総合的な学習の時間の中でボラン

ティアに関する学習を行っております。時期は、学校にも少しによりましてずれま

すけれども、おおむね、例年10月から11月頃に、日々、交通誘導などをしていただ

いております地元のボランティアの方々に、子どもたち自らが話を伺いまして、ボ

ランティアの意義、やりがいなどを学んだ上で、自分たちでできることを考え、例

えば、今年度、令和５年度でありましたら、地域の公園や神社等の清掃を行うとい

ったような内容を決めて実施をしておるところでございます。またほかにも、青少
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年赤十字活動を行っておりまして、毎年、年度初めのおおむね、これは６月頃にな

るんですが、加盟式を行っております。その際に、赤十字のほうからボランティア

の方を派遣していただきまして、いろいろ活動の説明、そして青少年赤十字活動の

基本理念であります、気づき、考え実行するといったようなことを学んでおるとこ

ろでございます。その後、実際の活動としまして、ペットボトルキャップやプルタ

ブなどを集め、赤十字を通して寄附活動などを行っておるところでございます。 

次に、中学校でございますけれども、学校の樹木管理などをしていただいており

ます保護者のサポーターというのがあるんですけれども、その子ども版といたしま

して、サポータージュニアという集まりがございます。校内の花壇ですとか、花壇

でない土の除草作業ですとか、水やり、球根の植え替えなど、主に植物のお世話と

いう形で活動してくれております。また、赤黄色青などの色の名前をつけましたグ

ループ、これをユニットと呼んでおりますけれども、このユニットを作りまして、

そのユニットごとに競争しながら、ペットボトルキャップを集めて寄附をし、開発

途上国の子どもたちの命を救うワクチン、これに変えるという「キャップdeワクチ

ン」という取組を行っておるところでございます。 

これらの活動を通して、ボランティア意識の醸成に取り組んでおります。さら

に、このボランティア意識の醸成がなされている結果の一つであるんじゃないかと

いうふうに考えておるんですけれども、身近で困ってる人を助けたり、環境美化等

の活動を独自に自分たちで自ら行っている児童生徒というのがおります、毎年。毎

年度、それらの善行に対する表彰を行って、一層の意識醸成へとつなげておるとこ

ろでございます。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）   

山𦚰議員。 

◎１４番（山𦚰秀隆君）   

先日、人権のつどいがありまして、その作品の中にも、作文の中に、ボランティ

アっていう言葉が出てきまして、認識がすごく、やっぱ子どもたちにも入ってるん

だなっていう。これは、教育基本法の中で、ボランティアの在り方を探る上での社

会奉仕活動をやっていくという流れの中での、今、活動だというふうに認識はして

おりますので、当たり前なことをやっていただいてるんだなっていうふうなことで

しかないんですけど、いずれにしても、裾野からやっぱり、ボランティア意識を醸

成してきてるっていうのは、大事なことだろうというふうに思ってます。学校教育

の現場で、子どもの頃からの意識の醸成は、社会貢献活動の自主性、自立性や協働

の精神を養い、主体的に社会に参画することに寄与していくと考えられておりま
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す。学校現場でのボランティア活動の重要性をますます感じた次第でありますし、

これからもやっぱり大事にしていかなければいけないことだろうというふうに感じ

ております。 

次に、後期基本計画の施策の取組方針では、まちづくり活動団体を支援し、活動

の情報を発信し、町民へのまちづくりの活動の参画を啓発するとしております。行

政が考えるまちづくり活動団体の考え方を聞きます。 

◎議長（小池弘基君）   

髙榎協働のまちづくり課長。 

◎協働のまちづくり課長（髙榎 元君）   

まちづくり活動団体の内容ですかね、今の御質問は。社会的役割ということで、

ボランティア活動の広がりによって社会貢献福祉活動等への関心が高まり、様々な

構成員が、共に支え合い交流することによって地域社会づくりが活性化することと

いうふうに捉えております。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）   

山𦚰議員。 

◎１４番（山𦚰秀隆君）   

そのとおりだと思いますね。個人での無償での社会貢献活動はボランティア、組

織として収益を上げての社会貢献活動はNPOというふうに言われております。まち

づくり活動団体とは、ボランティア団体とNPOなどの団体を指すと思いますが、つ

まり、社会貢献活動を行う団体をまちづくり活動団体と捉えることができると思い

ます。多分、今、言ったような、課長が言われたことだろうというふうに思ってま

す。 

社会貢献活動を行う団体を支援する、まちづくり活動支援金助成の制度がありま

す。助成金交付の対象は６項目ありまして、それを全て満たさないと団体としては

認められないっていうことで、交付金対象にはならないっていうふうになってま

す。６項目説明すると時間がかかるので、ここら辺は一応縛りがあるっていうこと

で捉えていただければと思います。個人のボランティアは、どこかのボランティア

団体に所属しなければ支援を受けられないように感じます。一つでも条件に当ては

まらなければ、活動団体と認められず交付対象とはなりません。対象から外れた団

体や個人のボランティアに対して、行政が支援できることは何かあるのかを聞きま

す。 

◎議長（小池弘基君）   

髙榎協働のまちづくり課長。 
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◎協働のまちづくり課長（髙榎 元君）   

まちづくり活動支援室のほうでは、先ほど答弁いたしましたように、個人ボラン

ティアの方へのコーディネートが十分に機能してないこともありまして、現状支援

というのは行っておりません。ただ、ボランティア全般で申し上げますと、防犯ボ

ランティアっていう形で協働のまちづくり課で所管しているところもあります。そ

ちらについては、ボランティア活動保険の加入を町で行っておりまして、保険料の

負担も行っておりますので、一部支援をしているのかなというふうには考えており

ます。 

◎議長（小池弘基君）   

山𦚰議員。 

◎１４番（山𦚰秀隆君）   

意外に答弁があっさりしてるんですね。それだけ中身が薄いっていう、多分こと

だろうというふうに考えております。社会貢献活動団体として、かすやねこボラン

ティア団体があります。主な活動内容は駕与丁公園を拠点とし、野良猫の繁殖防止

などに関わる管理作業をしております。その支援として、道路環境整備課の環境衛

生事業があり、地域猫不妊去勢手術業務委託料として55万円、予算計上して猫の去

勢手術の全額負担を実施しております。また、都市整備課では、駕与丁公園管理に

おいて、場所の提供をして、捨て猫の管理を強化していると思います。これの基に

なっているのが、令和４年に策定された粕屋町地域猫活動支援事業実施要綱とし

て、必要な事項を定めてあります。 

つまり、何が言いたいかというと、ボランティア活動は社会貢献に大いに役に立

ってるっていうことを訴えたいということであります。私もその地域猫の方の要望

とか苦情を聞いてると、非常に、こういうことでお金が要るんだとか、高齢化をし

てどんどんやめる人がいて、もうボランティア自体が成り立たなくなってきてるっ

ていう現状があるんだっていうふうなことを知らされまして、確かに、猫被害って

いうのはいろんな面で、猫の糞がどうのこうの、猫がうるさいの、何かいろいろ苦

情は、私も20年間やってますんで、いろんな形で聞くんですけども、そういったこ

とを、ここのボランティア団体がそれを軽減してるんだなというふうな認識をした

わけであります。 

そういったことで、ボランティア活動が社会全体に、要するに、まちづくりをつ

くっていく上では、欠かせない部分だっていうふうに思っております。ここで問題

になるのが、先ほどからも、支援室の在り方であるとか、各課のボランティアの関

わり方であるとかを聞いてきたわけでありますが、各課に分かれて掌握されている

ので、分かりにくいっていうのがあるんですね。 
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やはりここは、ボランティアを含むまちづくり活動団体を一括して掌握する必要

があるのではないかと。ボランティア活動における社会的役割や支援の方法とし

て、後期基本計画に示されるボランティアやまちづくり活動を支援する拠点とし

て、まちづくり活動支援室を作ったわけですけども、その拡充、強化がやっぱ求め

られるのではないかというふうに感じております。 

これまで述べてきたように、粕屋町のボランティア活動の実態は、まだまだ成熟

しているとまでは言えないように感じます。高齢化や人口減少など、行政だけで

は、まちづくりが行えない状況にあり、住民参画のボランティア活動の社会貢献が

必要なことが理解できます。ボランティア活動に関わる住民を増やしていくこと

が、これからのまちづくりに必要不可欠だというふうに思っております。ボランテ

ィア活動の意識の向上に力を注ぐべきだというふうに、私は思っておりますので、

これまで、ボランティアが、ボランティア認識を私も初めてしたんですけど、今

回、やっぱり改めて、町長も認識を新たにして、やはり、将来のまちづくりをつく

っていく上では、やっぱりボランティアっていうのがやっぱり必要不可欠な存在で

あると。ボランティア団体が、必要不可欠な団体であるという部分で、やっぱ捉え

なければいけないんではないかって思いますので、最後に、このボランティアに関

して、町長の見解をお聞きしたいと思います。何かあれば。 

◎議長（小池弘基君）   

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）   

ボランティアについては、行政で手が届かないような部分、そしてまた、行政で

はなし得ないような部分を、ボランティア団体、若しくは個人のボランティアも担

っていただくその見方と反対に、例えば、今まで生活してきて地域に貢献したい、

社会に貢献したいという個人の方の思いを受け入れるような組織、NPOもありま

す。そしてまた、個人がそういったお気持ちを持ってあるならば、それをつなぐよ

うなコーディネートするような、そういった組織づくりを、私はもうしないといけ

ない時代になったなと思っております。先ほど課長のほうから答弁しましたけど

も、コーディネーションの３級を持ってる職員が昔いたということなんですが、確

かに、今は若干手薄になっている状況がございます。今も職員の採用を増強しなが

ら、そういった部分にも力を注いでいく必要があるし、反対に、専門的なそのボラ

ンティアをコーディネートするような、民間の力も入れる必要があるのかなと思っ

ております。今後、こういった社会貢献地域貢献に対するお気持ちを、粕屋町とし

て受け入れるような体制づくりを行ってまいりたいと思います。 

◎議長（小池弘基君）   
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山𦚰議員。 

◎１４番（山𦚰秀隆君）   

是非、実施して、強化していってほしいなというふうに思っております。 

続きまして、コミュニティバスの導入について質問をいたします。総合計画の基

本施策に利便性の高い交通環境を整備し、公共交通の充実を図るとあります。令和

５年度の施政方針では、交通事業者と連携し将来にわたり、安定的な公共交通の体

系を目指すとして、当初予算では、コミュニティバスの導入に向けた調査費を計上

しております。３点ありますので一括して質問をします。 

まず、調査業務委託の内容とこれまでの進捗をお聞きします。 

続きまして、令和５年度から導入に至るまでのスケジュールを聞きます。 

次に、福祉巡回バスとしてふれあいバスが運行されておりますが、今後、導入が

図られているコミュニティバスとの兼ね合いがどういったものになるのか、その方

針を聞きます。 

以上３点、答弁願います。 

◎議長（小池弘基君）   

田代都市計画課長。 

◎都市計画課長（田代久嗣君）   

それではまず、１番目の件から答弁いたします。今後の町の環境整備の一つとし

て、地域公共交通の在り方を検討する時期に入ったと考えまして、地域公共交通の

構築を総合的に検討するための費用を今年度計上いたしました。住民の方々の足と

しての交通手段、交通弱者への支援、今後到来する高齢化など、きめ細やかな対応

ができる、更なる交通体系が必要になるものと考えております。今年度進めており

ます粕屋町地域モビリティ検討調査業務は、きめ細やかな交通体系と持続可能な地

域公共交通を確保するため、ふれあいバスを取り巻く現状の分析や、利用者ニーズ

を把握し、課題改善策を検討すると共に、更なる利便性向上となり得る新たなコミ

ュニティ交通の導入に係る検討を進めております。 

現在、ふれあいバスの現状分析や利用者ニーズなどの調査が終わり、課題や改善

策の抽出、分析を進めているところでございます。今後は、新たなモビリティ導入

案、コミュニティバス化やデマンドバス化、ふれあいバスのルート見直しなど複数

の案を考え、各案の特徴を整理し、現状との比較を通しながら、実現可能性、効果

性が高く、粕屋町にフィットする導入案を抽出いたしまして、運用準備に向けたス

キーム案を、今年度作成したいと考えております。 

引き続き、２番目の導入に至るまでのスケジュールについて申し上げます。令和

５年度に行っております、検討調査業務で抽出した導入案を基に、令和６年度に運
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行計画の立案や事業委託準備、事業申請手続、そして、地域公共交通会議など、新

たなモビリティ導入に向けた準備を行い、令和７年度に実証運行を図りたいと考え

ております。 

３点目の今後の方針につきましては、今年度進めている検討調査業務では、新た

なモビリティ導入案、コミュニティバス化やデマンドバス化、あるいはふれあいバ

スのルート見直しなど複数の案を考え各案の特徴を整理し、現状との比較を通しな

がら、実現可能性効果性を高く、粕屋町にフィットする導入案を抽出するようにし

ております。業務の結果により、コミュニティバス化やデマンドバス化、あるいは

既存のふれあいバスを残してバスを補完するデマンドバスの導入などいろいろ考え

られますので、粕屋町の地域公共交通を総合的に検討し、今後のふれあいバスにつ

いての方針については判断したいと考えております。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）   

山𦚰議員。 

◎１４番（山𦚰秀隆君）   

今、お話を聞いてると、このコミュニティバスとはまだ決めておりませんと。ほ

かにも、デマンドであったり、今ふれあいバスのルート見直して対処するとか、ち

ょっとあるんですけども、これ、私はふれあいバスの運行に関してはもうこれまで

様々な要望を受けて、改善が行われてきたというふうに思ってます。それでも、一

定のやっぱ地域の住民の方が抱える問題解決には、それでも至ってないと。ただル

ート変更したところで、これは改善できないというふうに考えますし、デマンドバ

スにしても、過疎地っていうかへき地っていうのがないので、あまりこの需要とい

うのはないんではないか。そういった意味では、もうコミュニティバスが一番の方

策だなというふうに、ちょっと思っておりました。今の話では、令和７年度に実現

するために、一応、そういった調査をしてどれを取り入れていくかっていう、まだ

その段階っていうお話でしょうか。これコミュニティバス導入っていう、コミュニ

ティバスっていうのが、もう私の中で先行して、施政方針の中でもコミュニティバ

スっていう言葉が独り歩きしておりますんで、これがデマンドバスとか、ふれあい

バスコースの見直しとか、そういうことは全然ないんですよね。今、そのお話聞い

てると、まだそれが生きてるような何かちょっと感覚になるので、ちょっともう１

回その辺を明確に。 

◎議長（小池弘基君）   

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）   
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ちょっと誤解を招くので私のほうから補足をしたいと思いますが、究極はコミュ

ニティバスです。しかし、コミュニティバスも、例えば、ルートあるいは大きさ、

様々な形態があろうと思います。そういった中で、今、このふれあいバスが、年間

約５万人ぐらいの利用者があります。シャトルバス、福祉センターからイオンモー

ルのほうに行く、これも２万人の利用があるわけです。そういった良さもあるか

ら、それをいかしながら全体的にはコミュニティバスなんですよ。形態として、ど

ういうルートで行くのかあるいは、例えば、手が届かないこの部分については、デ

マンドを走らせたほうがいいのか。そういった総合的な判断をするという、今説明

を課長のほうがしたわけです。 

◎議長（小池弘基君）   

山𦚰議員。 

◎１４番（山𦚰秀隆君）   

安心しました。もう是非、令和７年度にコミュニティバスが粕屋町を走ってると

いう思いがあれば、本当に助かります。やっぱ交通弱者っていうのは、今もう高齢

化の事故が多くて、そういうを見てやっぱ免許返納という方も結構いらっしゃる。

だけども足がないと。交通の足がないということで、交通弱者が、やっぱ今後出て

くるけども、免許返納できないとかそういうことがあるんで、これコミュニティバ

スって本当に、もういいんですね。もう最高の施策だと思いますんで、これ是非、

導入をしてやっていただきたいなって思います。 

また、今回、副町長の人事を新たに上程されましたけれども、豊かな経歴を持つ

方であるというふうに捉えました。この交通事業者との連携があるということだっ

たんで、導入に関しては、そういった面では対外的な交渉が多く出てくると思うん

ですね。そういった中で、やっぱり迅速に進めていくには、町長も言われてるよう

に専門的知見を有した方を、やっぱ必要なんじゃないかなと思ってますんで、ちょ

うど副町長辺りがいいのではないかなって、ちょっと、私なりに感じておりますの

で、そういった方を登用したから、それを生かしながらスピード感を持って進めて

いっていただきたいっていうふうに思っておりますんで、この辺は是非、力を入れ

て、令和７年度に開始ということを言っていただきましたんで、それに向けて前進

していただきたいと思いますんで、よろしくお願いします。 

以上で質問を終わります。 

（11番 山𦚰秀隆君 降壇） 

◎議長（小池弘基君）   

ただ今、山𦚰議員の一般質問が終わりました。 

ここで暫時休憩といたします。 
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再開を10時20分といたします。 

（休憩 午前10時10分） 

（再開 午前10時20分） 

◎議長（小池弘基君）   

再開いたします。 

議席番号９番、川口晃議員。 

（９番 川口 晃君 登壇） 

◎９番（川口 晃君）    

はい、それでは質問いたします。皆さんおはようございます。議席番号９番、日

本共産党の川口晃です。よろしくお願いします。 

戦争は最大の人権侵害です。私たちは、活動の中で、平和的生存権、人権、民主

主義の大切さを訴えるとき、標語の一つとして使い続けています。ウクライナの惨

状、中東パレスチナガザの破壊の状況を映像で見るたびに言葉を失ってしまいま

す。憲法で戦争の放棄を掲げている日本は、今こそ、政府の双方の停戦に向けた強

力な仲裁の行動が必要ではないかと思います。そして、憲法が示す、世界で名誉あ

る地位を示すべきではないかと、そういうときではないかと思っています。 

また、これは先日もらったものですが、先日、友人から柚須駅で配布されてい

た、駅利用者ウェブアンケート調査の調査用紙を見せられました。結構なことだと

思っています。駅の利用、使用についてのアンケートです。私もこういう調査をし

たかったんです。これは、都市政策課から出されたようです。もうこれ、いっぱい

返信があればいいですね。期待しています。 

それでは質問に移ります。土地利用規制法についてです。政府は９月11日、この

法律に基づく指定候補地として、25都道府県180か所を指定しました。身近なとこ

ろでは、米軍の活動拠点としては、板付飛行場。空港としては、福岡空港がありま

す。この土地利用規制法に関しては、令和３年の９月議会で一般質問を、私は行い

ました。しかし、当時はまだ、該当する重要施設等が定まっていなかったんで、具

体的な内容での質問には至りませんでした。この法律は、2022年、昨年の令和４年

９月20日に全面施行されました。今年の９月11日に、２回目の指定が実施されまし

た。福岡県内では、自衛隊基地が15か所、米軍基地が１か所、民間空港が１か所で

す。粕屋町については、米軍基地の板付飛行場と民間空港の福岡空港に関係しての

指定だと思われます。 

さて、この重要土地規制法は、国が重要とする施設周辺１キロメートルと、国境

離島を注視区域に指定し、利用状況を調査します。より重要とされる施設の周辺を

特別注視区域に指定し、その区域では、土地や建物を売買する前に利用目的等の届
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出が義務づけされます。また、これらの施設への機能阻害行為に対しては、土地利

用中止を命令、勧告し、従わなければ刑事罰を科すというとんでもない法律です。

一般的にはこのように説明されていますが、まずは、福岡空港は基地と民間空港の

併用ですが、一旦事態が変わると、基地が優先されます。福岡空港の敷地、つま

り、滑走路の延長線の南北には広大な広さの敷地、安全帯とでも言うべきものがあ

ります。基地、すなわち板付飛行場の範囲は、空港の中のどの部分が該当している

のでしょうか。それとも空港は、全て基地ということでしょうか。範囲についての

説明を、まず、箱田町長、答弁をお願いします。 

◎議長（小池弘基君）   

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）     

詳細は、総務課のほうからお答えしますが、これはなかなか内容の発表がなかっ

たんです、具体的なものが。やっと手に入りましたというか、ホームページにも掲

出されましたので、その内容について御報告いたします。 

◎議長（小池弘基君）   

豊福総務課長。 

◎総務課長（豊福健司君）     

まず、板付飛行場と福岡空港の範囲がどこまでかっていうことでございますが、

第７回土地等利用状況審議会が11月29日に行われておりまして、その情報というの

が、その後12月に入ってからだと思いますけど、内閣府のホームページのほうで公

表のほうをされております。その中でも区域図案ということで、見出しのほうは出

ておるんですが、具体的なその区域図っていうのが、まだ非公表というような形で

地図等の記載っていうのはございません。一応、以前、９月に指定された時に、町

のほうから内閣府等に問い合わせまして、エリアにつきまして、どの程度の範囲に

なるのかということで、ちょっとお尋ねしましたところ、防衛関係施設及び自衛隊

や海上保安庁が使用する施設が重要施設と位置づけられますということで、空港の

範囲としましては、空港国内線ターミナル、国際線ターミナルを含み、一般的に飛

行場であり、空港の用地と認識されているエリア全て、空港、飛行場の範囲になる

のではないかという認識でおります。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）   

川口議員。 

◎９番（川口 晃君）    

今の段階では基地と空港という、要するに明確な区別がはっきりしてないという



－ 95 － 

ことですね。はい、分かりました。 

それでは次に移ります。私は、柚須区の範囲は仲原川の北側下流域、綿打川にヒ

ンドウ橋が架かっていますが、これは、昔は平仮名のひんどう橋という橋名でし

た。これは、私の前の議員でありました川口學さんのお父さんが請け負って最初作

られた橋だと聞いています。あの付近、つまり、現在はパチンコ店がありますが、

あのところまでに、柚須の範囲は至っていたと聞いています。あの地帯には、数名

の柚須の耕作者がおり、耕作地でない一面は、葦のはらっぱが、ずっと湿田地があ

りました。 

それはさておいて、60年代から70年代前半はベトナム戦争の真っただ中で、板付

基地から米軍のファントムが、ベトナム爆撃に毎日出撃していました。九大に落ち

たのもこのファントムです。だから、爆撃機や旅客機の騒音があまりにも大きくひ

どいし、何回も落下物があるなどの事件があり、基地撤去の運動が起こりました。

飛行機の離陸着陸下の区域は、防衛省が購入し、対象住民を移転させてきました。

粕屋町にも移転して来られています。その結果、至るところに防衛省管理地、今で

は福岡空港管理地となっています。そういった土地が広がっています。二又瀬の宇

美川の西側、今、下臼井地区ですが、広い範囲が福岡空港管理地になって、はらっ

ぱになっています。特に、柚須区や乙仲原西区の住民に影響があるのは、先ほど申

しましたパチンコ店の西側、二又瀬信号の西側50メートルくらいのところに、福岡

空港管理地があります。あの敷地も当然該当するものじゃないかと思うんですが、

実際はどうなっているんでしょうか。担当課で結構ですので答弁をお願いします。 

◎議長（小池弘基君）   

豊福総務課長。 

◎総務課長（豊福健司君）     

今回の法律のポイントといいますか、要点としましては、空港が所有してるから

ということではなく、安全保障上の観点から、前述した空港施設飛行場施設が重要

施設ということで位置づけられております。空港に隣接する、空港が所有する用地

につきましては、空港範囲内という認識ではおりますが、空港から離れた、空港が

所有してる土地につきましては、今回の法律の対象には含まれないものと考えてお

ります。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）   

川口議員。 

◎９番（川口 晃君）    

理解しました。 
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それでは次に行きます。２番目です。指定した９月11日に、内閣府が関係地方公

共団体等宛ての事務連絡という通知を、指定地に発送していると聞いています。粕

屋町にも通知があったかどうか、イエスかノーかで答えてください。 

◎議長（小池弘基君）   

豊福総務課長。 

◎総務課長（豊福健司君）     

通知につきましてはいただいております。通知の中心になるのが、今回の法改

正、法の趣旨を周知してくれという内容の通知を、まず、いただいております。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）   

川口議員。 

◎９番（川口 晃君）    

さてここに、これは築城基地の米軍基地化を許さない、築城地区住民会議が情報

公開請求を行いまして、総意取得した築上町に、内閣府から９月11日付けで通知さ

れた意見聴取に関する連絡文書というんですが、これを私は入手しました。同じで

すね。内閣府は次のように言っています。「区域指定が見込まれる区域の実情を把

握するため、別案について、当該地域が属する都道府県知事及び市町村から意見を

聴取することとしますので、御意見がありましたら、10月13日金曜日までに御解答

をいただきますようお願いします。」こういう通知です。 

二つ質問します。先ほどの通知、質問の内閣府の通知はこれに当たりますね、も

う確認しましたからね。また、これに対する回答は10月13日までとなっています

が、粕屋町は、内閣府にこれ提出されましたか。されておるんですかね。それで

す。 

◎議長（小池弘基君）   

豊福総務課長。 

◎総務課長（豊福健司君）     

今回のこちらの法律による業務といいますか、事業範囲につきまして、今現在、

総務課と都市計画課と共同で事業のほうを進めております。通知のほうは、都市計

画課のほうにいただいておりますが、町のほうから特に今のところ問題はないとい

うことで、回答のほうはさせていただいてる状況でございます。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）   

川口議員。 

◎９番（川口 晃君）    
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それでは通知の内容に入ります。聴取する意見の内容についてというのが、これ

が何ページ目かな。２ページ目に、３ページ目になるかな、あります。調査内容は

次の３点です。一つ、区域の範囲に係る地理的状況、情報。２番目は開発計画。そ

れから、開発行為の情報。３番目はその他区域の外縁設定等の参考となる情報。こ

れが指定されています。通知の２ページ目に説明がありますが、こういう内容があ

ります。「あわせて、区域の案が所在する地域の町字リストを同封しておりますの

で、別紙２を参照の上、御確認いただき、同日までに修正等をお願いいたしま

す。」との記述になっています。 

そこで確認したいんですが、一つは、この区域図案、それから町字リストは内閣

府が作ったものですね。それから、この町に修正を入れて報告するという段取りで

すが、修正はしたんでしょうか。２点。 

◎議長（小池弘基君）   

豊福総務課長。 

◎総務課長（豊福健司君）     

まず、リストと地図につきましては、内閣府のほうが作成しております。町のほ

うは、修正等は行わない旨で、回答のほう、内閣府のほうにさせていただいており

ます。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）   

川口議員。 

◎９番（川口 晃君）    

修正等は行っていないということですね。この通知の趣旨は、意見を述べてくれ

ということですが、こちらから、そんなことをやめてくれとか、法の運用に当たっ

てはこういう配慮をしてくれとかいうような意見の聴取ではありませんね。中身は

全然違います。同法を実施するので、国が必要としている情報の提供を求めている

んですね、これは。あまりにもこれ、傲慢な態度じゃないかと思います。政府がで

すよ、あなた方じゃないですよ。 

特に、聴取する意見の内容についての３の項目は、区域内だけでなく、区域の外

縁近傍において、過去に発生した基本方針４－２－１の例示、これがちょっと探し

てもなかなかはっきりしないんですが、これは、と思われる行為に関する情報、つ

まり、これは機能阻害行為を指してるんじゃないかと思います。これらの情報は、

個々の個人情報の提供を政府に提供せよとの通知のように聞こえてきます。 

区域の外縁近傍の情報といえば、当然、私の区、柚須区は該当しますし、乙仲西

区も該当します。柚須区についてはどのような記述をしたのか。私としては、当然
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柚須区の住民ですから、聞く権利があります。まず取りあえず、政府が出している

対象になる地域の範囲と特定地域内の住民数を回答していただきたいと思います。

範囲ですが、例えば、乙仲原西区公民館はこの範囲に入りますか。柚須駅は。それ

から柚須文化センター、柚須天満宮は注視区域に入るかどうか。そして、地域内の

住民数は何名ある、対応するのか。それから、二つ目の質問は外縁の記述で、柚須

区についてどのように記述したのか。してなければしてないで結構です。担当から

答弁してください。 

◎議長（小池弘基君）   

豊福総務課長。 

◎総務課長（豊福健司君）     

まず、土地の範囲と対象住民数ということでございますが、昨日も、直接内閣府

のほうに電話をしまして、公表といいますか、一般質問の答弁で内容のほうを伝え

ていいでしょうかということで内閣府のほうにも確認を取ったんですが、具体的に

その地図の公表とか、そういうものは告示、12月を予定されておるそうなんです

が、内閣総理大臣告示を経ていないため、具体的なその地域については、公表はし

ないでくれということで、昨日、内閣府のほうからも回答を受けております。 

対象の範囲としましては、先ほど申し上げました、現時点で地図等の公表はされ

ておりませんが、福岡空港の敷地の範囲からおおむね１キロ以内が範囲に含まれま

すので、議員おっしゃられました大字仲原の一部、大字柚須の一部が該当するもの

と考えております。具体的にと言いますか、ある程度のところで申し上げさせてい

ただきますと、柚須駅の東側に道路がございますが、柚須駅を含むその西側や、釜

屋交差点、四軒屋交差点付近が主な範囲となるものと考えております。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）   

川口議員。 

◎９番（川口 晃君）    

そういうことでしたら、乙仲原西区公民館は入りますよね、区域内。柚須駅の一

部も入るっていうことになるわけですね。いいですかね。 

◎議長（小池弘基君）   

豊福総務課長。 

◎総務課長（豊福健司君）     

柚須駅は確実に範囲の中に入ります。四軒屋の交差点、釜屋交差点は入ります。

すみません、先ほどお答えしなかったんですが、対象住民数につきましては、ま

だ、現時点では詳細等は把握しておりません。 
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以上です。 

◎議長（小池弘基君）   

川口議員。 

◎９番（川口 晃君）    

対象となっている土地と住民にとってのメリットとデメリットの問題です。この

法律を概観したところ、地域指定された地域や住民にはデメリットばかりでメリッ

トは全くないように感じます。前の質問で指摘しましたが、区域図案は内閣府が作

成しています。 

町字名の確認についてという、別紙２ではこのように書かれています。「町字の

名称は、デジタル庁において整備を進めている。アドレスベースレジストリーの町

字、マスターデータセットを基にしており。」云々と続いていって、「リストを確

認いただき、地方公共団体で把握されている最新の情報と齟齬。」食い違いです

ね。「区域内に所在する町字の過不足、誤字や分割総合による新設、消滅などがあ

りましたら、指摘修正いただきますようお願いします。」というふうになっていま

す。 

こうした内容でしたら、ほぼ何番地の誰それの住居や土地が注視区域に入ってい

るのか、政府がつかむことになります。これでは、政府はどこそこの国を国民監視

国家とか罵っていますが、日本の政府も他人事じゃありません。まさに国民監視国

家になるというふうに考えます。米軍の板付飛行場は、朝鮮半島でいざ有事となっ

たら、たちまち特別注視区域に指定され、監視は更に厳しくなるものと思われま

す。 

一定面積以上の土地の売買は、氏名、住所、国籍、利用目的などを、事前に内閣

総理大臣に届出なければなりません。調査の対象となり、不動産価格の下落につな

がると思われます。同僚議員の中にも、不動産関係の仕事をしてありますから、ど

うなっていくのか注意すべきだと思います。政府は、この下落については補償しな

いと言っています。こうした状況は考えられるんですけども、端的に政府は、住民

が被るメリットデメリットに関して、どのような発言をしているんでしょうか。担

当課でこういう発言があったら紹介してください。 

◎議長（小池弘基君）   

豊福総務課長。 

◎総務課長（豊福健司君）     

まず、粕屋町のほうが今回指定をされておりますのが、注視区域ということで指

定のほうをされております。特別注視区域であれば、先ほど議員おっしゃられまし

たように、所有権移転時の契約時に国への届出等が必要となりますが、粕屋町が指
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定されております注視区域においては、機能阻害行為が行われることを防止するた

め、登記簿や住民票を基本とした所有者等の調査と、機能阻害行為を行う者に対し

ての中止勧告や命令が行われるものと認識のほうをしております。従いまして、通

常の生活や事業活動におきましては、メリットもデメリットも生じないのではない

かというふうに考えております。 

◎議長（小池弘基君）   

川口議員。 

◎９番（川口 晃君）    

それについては、後ほど反論します。 

この法律の第２条に重要施設の定義があります。一つは自衛隊基地、米軍基地。

２番目は、海上保安庁の施設。３番目は、国民生活に関連を有する施設であって、

その機能を阻害する行為が行われた場合に、国民の生命、身体または財産に重大な

被害が生ずる恐れがあると認められるもので、政令で定めるものとするというふう

になっています。一方では、「注視区域及び特別注視区域の指定について」との表

題で、内閣府政策統括監、重要土地担当が作成している資料があるんですが、それ

には、これインターネットで取りました。お持ちですか。これによりますと、な

お、調査や機能阻害行為に対する勧告、命令を行うという点において、注視区域及

び特別注視区域に差はないと記述しています。これ、こういうふうにありますね。 

だから、３ページ目か、表題からめくって２ページ目になります。だから、その

観点から察しますと、粕屋町の注視区域の住民に対しても、調査や機能阻害行為の

調査、判断が行われることは必然です。そういう点では、注視区域の住民は絶えず

監視されていることになります。下手すると日常的にスパイ挑発活動が行われる社

会が、まかりとおる地域になってしまうんじゃないかと危惧します。 

そうした礎を作る危険な法律じゃないかと思うんですが。取りあえずは、住民や

土地に対する調査が日常的に行われるのかどうか。例えば、調査としますと、氏

名、住所、国籍、思想、信条、所属団体、家族、交友関係、職業、収入、SNSの発

信等にも及ぶ可能性が指摘されています。こういうことに質問された議員がいるん

ですが、政府は「それが土地利用と直接関係がなければ対象にはならない。」と答

弁しています。しかし、関係するかどうかこれ政府が決めます。関係すると決めま

したら全て調査することになります。また、機能を阻害する行為と言うのはどのよ

うな行為なのか。それを誰が認定するのか。これはもちろん、政府になるんだろう

と思いますが。政府は、５年後に見直して、範囲は３キロメートル。土地利用の規

制だけでなく、収用も検討するとしています。５年後ですね。そうしますと、まさ

に粕屋町は、ほぼ全部網羅するんじゃないかと思います。まさに、土地のただ取
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り、財産権の侵害、これは憲法違反です。調査の内容並びに日常的に行われるかど

うか。それからまた、機能阻害行為について分かるんだったら、分かる範囲内でこ

の２点について答弁してください。 

◎議長（小池弘基君）   

豊福総務課長。 

◎総務課長（豊福健司君）     

まず、機能阻害行為につきましては、内閣府のほうが発行しておりますリーフレ

ットを基に答弁のほうをさせていただきます。リーフレットによりますと、法律の

目的が、注視区域や特別注視区域内の土地等で機能阻害行為が行われることを防止

することとされており、機能阻害行為に該当すると考えられる行為として、自衛隊

等の航空機の離着陸や、レーダーの運用の妨げとなる工作物の設置や施設に対する

妨害電波の発射等が、一例として例示をされておりますが、個別具体的な事情に応

じて適切に判断することとされております。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）   

川口議員。 

◎９番（川口 晃君）    

それから調査については、何か回答ができますか。 

◎議長（小池弘基君）   

豊福総務課長。 

◎総務課長（豊福健司君）     

先ほどお答えさせていただきました、令和５年11月29日に行われました第７回土

地等利用状況審議会のホームページのほうに、配付資料ということで、区域の指定

の資料と別に、別紙ということで地方公共団体からの意見聴取の結果ということ

で、別紙で国の考え方が資料として添付のほうされております。その中で、先ほど

議員がおっしゃられました、日常生活や思想信条に影響するんじゃないかというこ

ともございましたが、一応、国の考え方としましては、重要土地等調査法に基づく

措置は、区域内にある土地等が機能阻害行為の用に供されることを防止するため

に、必要な最小限度のものとなるよう実施することとしており、法及び基本方針に

のっとり適切に運用してまいりたいと。土地等利用状況調査に当たっては、土地な

どの利用者等について、思想、信条等に係る情報を含め、その土地等の利用に関

し、利用には関連しない情報を収集することはないと。また、本法の制度は機能阻

害行為が確認された場合、その行為をやめるよう勧告、命令するなどの措置を行う

ものであり、一般的な生活や事業活動に影響はないということで、国の考え方のほ
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うが示されております。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）   

川口議員。 

◎９番（川口 晃君）    

そういう表現だと思いますが、戦前の例がありますので、そんな甘い考え、甘い

ことにはならないんじゃないかと思います。実際、警察もありますし、公安もあり

ますし、自衛隊の中には情報保全隊もありますので、これらは諜報機関です。全て

調査します。ちょっと聞き忘れていたんですが、外縁地域の問題で、柚須と乙仲原

については記述されたのかどうか。そこをもう１回答弁してください。外縁関係

の。それが記述して政府へ報告されたのかどうか、報告してなければないで結構で

す。 

◎議長（小池弘基君）   

豊福総務課長。 

◎総務課長（豊福健司君）     

報告のほうは、都市計画課のほうで行っていただいておりますが、なかったとい

うことでお聞きしております。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）   

川口議員。 

◎９番（川口 晃君）    

了解しました。それでは最後に、粕屋町、粕屋町民を大いに巻き込む土地規正法

ですが、自治体はどのような関わりを結ぶんでしょうか。私は地方政府として、毅

然として住民の立場に立ってほしいと思います。最後に箱田町長の答弁をお願いし

ます。 

◎議長（小池弘基君）   

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）     

今回の法律の施行によって、住民の生命財産、あるいはその生活の日常行為に影

響するようなものについては、あってはならないということで注視をしてまいりた

いと思います。まだ内容は、今、はっきりし始めている段階ですので、組織的に、

例えば、首長を、市長、村長、あるいはその地方自治体での関連的な動きはありま

せんけども、いずれにせよ、その空港等の重要な防衛施設の関連する首長との情報

交換は行ってまいりたいと思っております。 
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◎議長（小池弘基君）   

川口議員。 

◎９番（川口 晃君）    

どうも。その点はありがたく受け、考えておきます。 

それでは次に移ります。子ども子育て政策に関してです。それでは１番目です。

政府は鳴り物入りでこども家庭庁を作りました。この間、どのような活動をしてき

たのか全く見えてきません。先週でしたか、今後のこども家庭庁の重点政策でしょ

うか、答申が出されました。やっと動き出したのかなと感じる程度です。 

それに比べて箱田町長は、令和５年度の施政方針で、私の掲げる四つのまちづく

りの１丁目１番地の施策として、「子育てしやすいまちづくり」を加速させ、子育

て応援都市「かすや」を実現していく旨を記述されています。確かに、来年４月か

らの子ども医療費の軽減が、糟屋郡全体でとられるようになったことは、子育て中

の親御さんたち、特に、子どもさんの多い家庭ほど大きな喜びとなっています。こ

れは非常に喜ばれています。私たちの党としては、早期に、０歳から18歳までの医

療費の完全無償化を掲げて、粕屋医師会と懇談をし、実現を目指しています。糟屋

地区では、古賀市が来年４月から実施します。糟屋郡の町段階でも、早期の実現を

期待しています。 

さて、昨日同僚の議員の質問でもありましたが、第２こども館の建設です。実現

に向けて動いているような回答でした。できれば、子どもが多いのは西小学校校区

です。是非、粕屋町の西地区に建設を希望するなどはどうでしょうか。箱田町長が

考えてあります、子育て政策の重点課題は何なのかということと、第２こども館の

構想について、答弁をお願いしたいと思います。 

◎議長（小池弘基君）   

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）     

確かに、こども家庭庁が発足した割には、まだ国としての方針が定まってないと

いうことは、私も認識をしております。国の動向云々ではなくて、今、地方自治体

は非常に元気がいいです。自治体の中で様々な子ども政策を独自に始めているとこ

ろが、非常に全国的にも多ございます。粕屋町におきましても、私は糟屋郡の中で

も先導的には、子ども医療費について、もうちょっと、多い、福岡都市圏の自治体

としては、子どもが多く生まれ多く育ってる自治体ばかりですので、これは先導し

て子ども医療費についての低減化、あるいは無償化を図っていこうということで、

一足飛びにはなかなか進展はしませんが、医師会との協議を経て、徐々に進んでお

る状況でございます。今、議員が御指摘のとおりでございます。 
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そういった中に、例えば、産後ケア利用費の助成、これも行いました。そして、

屈折検査機器によって、３歳児健診のときに視覚異常を早期に発見して、新生児か

らまだ小さいときに見つけて、早めに治療、そしてまた検査等を行うというような

ことも進めておりますし、子育て応援交付金の支給もしてきたところで、これでは

まだ不十分とは思いますので、これから先、高校までの無償化についても検討して

まいりたいと思います。そういった中にあって、こども館、これがこども家庭セン

ターと共に、非常に重要な位置を今後占めてくると思っております。そういった意

味では、子どもが多い地域についての第２こども館の設置、これも行いたいと思い

ますし、昨日の質問でも答弁を行っていますが、「ぽると」。これは、不登校児童

の抑制を今後進めなくてはなりません。そういった意味の子育て政策を複合的に行

ってまいりたいと思っております。 

◎議長（小池弘基君）   

川口議員。 

◎９番（川口 晃君）    

是非、第２こども館については、西地区のほうに持ってきてほしいなということ

を希望します。 

続きまして、現在のこども館の利用状況ですけども、令和５年度９月議会の決算

特別委員会資料を見ますと、記述されています。昨年度は２万9,300人で、３年度

が１万3,163人ですから、これはもうコロナ禍の中で仕方ないと思いますが、２倍

以上の増加です。コロナ禍が解消の兆しがある今年度は、更に増加が期待されてい

るものと思いますが、現状はどうなっているでしょうか。担当課のほうでも結構で

すので、答弁をお願いします。 

◎議長（小池弘基君）   

渡辺子ども未来課長。 

◎子ども未来課長（渡辺 剛君）     

令和５年度10月末までの人数でありますが、総利用者が２万4,201人となってお

ります。令和４年度が２万9,300人ということですので、もうすぐそれは超えてい

くというところで、コロナが終わって、やはり少しずつ人の流れが戻ってきたとい

うところで、判断しておるとこでございます。ただ、コロナの前と比べるとまだま

だそこまで戻ってきてはない状況でありますので、今後も、こども館利用をしてい

ただくような形で、様々な形で利用していただけるように取り組んでいきたいと思

っております。 

◎議長（小池弘基君）   

川口議員。 
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◎９番（川口 晃君）    

はい、次に移ります。 

さて、同資料によりますと、定例イベントと不定期イベント一覧が掲示されてい

ますが、本当に多い事業ですね。これだけの種類の違った事業をやられているんで

すが、専門職としては、幼稚園とか保母の資格とか、いろんな資格がありますが、

職員さんは、大体どんな資格をお持ちでしょうか。そして、職種と何名の配置なの

か、分かる範囲内で答弁をお願いします。 

◎議長（小池弘基君）   

渡辺子ども未来課長。 

◎子ども未来課長（渡辺 剛君）     

すみません。今現在、正確な数字はちょっと準備しておりませんが、保育士の方

がほとんど。資格としては保育士の方がほとんどです。 

◎議長（小池弘基君）   

川口議員。 

◎９番（川口 晃君）    

定例のイベントの中に、中学生を対象にした学習支援教室がありますが、これの

位置づけですが、これは不登校対策という意味ではなく、学習の習慣づけという説

明です。来たい人が来るという考え方でいいんですが、現在何名ほどぐらい来てい

ますか。データがありますか。 

◎議長（小池弘基君）   

渡辺子ども未来課長。 

◎子ども未来課長（渡辺 剛君）     

すみません。こちらのほうで、今現在、手元に資料がありませんので後ほど、お

知らせいたします。 

◎議長（小池弘基君）   

川口議員。通告書に沿った内容で、質問をお願いします。 

◎９番（川口 晃君）    

応用です。 

２番目です。小中学校の生徒数が減少し、確実に少子化が進んでいます。一方

で、不登校の児童生徒が増えているんですが、そういうふうに報道されているんで

すが、粕屋町の現状です。令和５年版、町勢要覧資料があります。11ページに小中

学校の現況があるんですが、令和４年度に比べ、令和５年度は全ての小中学校で、

児童生徒数は若干ですが減少しています。西小学校でも、まさか減るとは思ってい

なかったんですが、40名ほど減ったんですね。コロナの解消の兆しと共に、子ども
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出生数も若干でも増えるんじゃないかという期待もあります。現在の小中学校の現

状を報告していただきたいと思います。今年の出生数が、もし分かれば報告してく

ださい。お願いします。分からなかったらいいです。 

◎議長（小池弘基君）   

神近住民福祉部長。 

◎住民福祉部長（神近秀敏君）    

出生数というところでございますので、こちらの住民福祉部のほうでお答えさせ

ていただきたいと思います。令和４年度ですみません、数字になりますけども、

570というところで、今の出生数は把握しているところでございます。 

◎議長（小池弘基君）   

西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君）    

不登校の現状については、次長のほうから申し述べたいと思いますが、今年の小

学校１年生の数は、ちょっと例年より少ないんですよね。ただ、来年また元に戻り

ますので、減っていってるという方向ではございません。今年はちょっと少なかっ

ただけで、また来年は、少しまた増えてまいります。不登校のほう、次長のほうか

らお願いします。 

◎議長（小池弘基君）   

堺事務局次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）   

不登校の現状でございますけれども、全国的な傾向と同じで増加傾向にございま

す。令和３年度と令和４年度比較しますと、令和３年度は全校児童数の1.7％に当

たる59人でございましたけれども、令和４年度は2.4％に当たる83人となっており

まして、24名増加をしている状況です。中学校におきましては、令和３年度が

4.8％で76名、４年度が5.9％の98名ということで、22名増加をしております。今年

度はちょっとまだ年度途中ですので数字はございませんけども、やはり増加傾向に

あると感じております。 

◎議長（小池弘基君）   

川口議員。 

◎９番（川口 晃君）    

分かりました。 

それでは次に移ります。こども館の「ぽると」の現状ですが、ある民生委員の方

から「ぽると」について質問してほしいという依頼がありましたんで、私は、教育

相談室「ぽると」について質問します。私はほとんど無知でしたので、どういう質
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問したらいいのか検討したんですが。さて、文科省の不登校児童と生徒に対する対

応が変わったことは、西村教育長から何度も聞きました。学校に出て来らせること

が不登校対策でしたが、そうではなく、出て来なくてもいろいろな対応をしていく

ことが大事だというふうに説明されました。これは理解しました。昨日の同僚の議

員が質問されましたが、簡単に現状について説明してください。 

一つは、部屋の面積が私は見た感じ狭いように思います。何名まで部屋に入れる

のでしょうか。定数とまでは言えませんが、何名ぐらい予定してるんでしょうか。 

それから２番目は、対応している相談員は３名だと聞きました。しかし、昨日、

同僚の議員さんのほうの回答は、ソーシャルワーカーが１名と会計年度任用職員が

１名だとか何かで、２名をおっしゃったんですが、現状は何名で、どのような資格

が必要なんでしょうか。現在の問題点がどのようなところにあるんでしょうか、と

いうことです。それについて、簡単に結構ですので説明してください。 

◎議長（小池弘基君）   

堺事務局次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）   

まず、面積的なところでございますけれども、ちょっと平米数ではないんです

が、教育相談室「ぽると」のほうが６畳ほどの広さがございます。もう一つ、サポ

ートルーム、通室として来られるほう、こちらが10畳ほどの広さ。二部屋で対応し

ておるという状況でございます。 

そちらに配置をしております職員ですけれども、スクールソーシャルワーカーが

１名、これは常勤でございます。それと、学校の教員免許を持たれている元教職員

の方、こちらが非常勤で２名おられまして、人数としては３名なんですけれども、

このうちソーシャルワーカーと相談員１名、２名が常駐をするという体制をとって

おります。 

課題といたしまして、議員が言われましたとおり、非常に手狭になってきておる

ところでございますけれども、こども館をうまく、学習スペースや運動スペース、

それとまた、使ってないときは、会議室やボランティアルームを子どもたちのテス

ト勉強の部屋という形で使わせていただくような形で、今のところ場所を確保でき

ている状況ですけれども、昨日、ちょっと宮﨑議員のほうにもお答えしましたよう

に、これからも増加が見込まれますので、場所の確保を併せて、必要になります人

員の拡充、これも今後の検討課題であるというふうに認識をしております。 

◎議長（小池弘基君）   

川口議員。 

◎９番（川口 晃君）    
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大体、今何名ぐらいがこっち来てるんでしょうか。 

◎議長（小池弘基君）   

堺事務局次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）   

特に定数というのはありませんので、これだけしか入れないということはないん

ですけれども、今、多いときで、全体で15から20名ぐらいの子どもが集まることが

あるというふうに聞いております。 

◎議長（小池弘基君）   

川口議員。 

◎９番（川口 晃君）    

そうですか。じゃあ、次に行きます。 

私はこども館に行きまして、「ぽると」の部屋には入れませんでしたが、外から

の様子では静かでした。私が伺ったのは、文教厚生委員の方たちが訪問された数日

後でしたから、その後の対応がされたんでしょうが、どのような対応になったのか

分かりませんが、今後も、こうした児童や生徒が増えていく可能性がありますが、

部屋数は足りるんでしょうか。今さっき回答がありました、相談員さん、職員数は

足りるのでしょうか。増やす必要があるのではないかというふうに思いますが、ど

うでしょうか。職員の配置の問題ですが、考えてありますか。その点だけで結構で

す。 

◎議長（小池弘基君）   

西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君）    

「ぽると」については、今、次長が申し上げました。多いときで20数名というこ

とですが、昨年の３月の時点で、全体で何名の入室希望があったのかということを

集計しましたら、60数名でございました。これが毎日、60数名が来てるかというと

そうじゃなくて、今日は行くけども明日はちょっと学校に行ってみようとか、明日

はちょっと学校に来れない、ここに来れないよということで、居場所づくりとして

の場所でもございます。そして、そこでは実際の授業を行ってるわけじゃなくて、

自学を大体中心にやってますので、例えば、１時間して帰るとか、それもありなん

ですよね。ですから、多い時を見られると、うわっと思われるかもしれませんが、

昼近くなりますとぐっと減ってはまいります。 

職員のほうですけど、本来SSWがあそこにずっと常駐する必要はなくて、こちら

の６畳の部屋で、本当は親御さんとの、社会福祉士の資格を持ってございますので

家庭的な相談とか、学校教育課、この役場の中におりますけど、カウンセラー二人
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雇っていただいてるんですが、本来は、そちらも向こうに常駐させたいなぐらいは

あります。子どもと常に教育相談をさせたいと思いますので。 

しかし、そういった場所がございません。週に１回、二人の会計年度任用職員で

教員OG・OBの方を雇っとるんですが、交代交替で来られますので、基本的には１名

の方が勤務です。それと、こども館の館長がたまたま小学校の校長先生が、今、館

長やっていただいておりますので、子どもたちが多いときは手伝いに来ていただく

という話も聞いておりますので。総合的に、子どもたちを、今頑張ってるとこです

が、多いに越したことはない、ということです。 

◎議長（小池弘基君）   

川口議員。 

◎９番（川口 晃君）    

それでは時間の都合がありますので、次に移ります。須恵川の整備についてで

す。10月29日午後、柚須区の役員さんたちが、須恵川西側土手の草刈りとごみ拾い

をする作業をしましたんで、私も参加しました。竹やカヤの丈が２メートル以上に

も伸び、葛などのツタが、木や竹や草に巻きついて、まずは、ツタを草刈り機や鎌

で切らなければ作業は進みませんでした。地元の業者のヤマケンさんの職員さんが

見かねて、午後１時頃から草刈り機とチェーンソーを持って作業に進められまし

た。町長さんがこのとき見えられて、柚須に来てあったんですけど、残念ながら、

私はこっちの作業に行かせてもらって、会うことができませんでしたけど、さすが

にプロです。きれいに、カヤや竹を刈り取っていかれました。木を切断するときに

チェーンソーの歯が折れたそうで、結構な多くの木が残ってしまいました。 

そもそも、西側土手の草刈りとごみの清掃は、昔は柚須区の友人会という組織が

ありまして、こちらが親睦と社会貢献活動として行ってきましたが、近隣町で作業

中に川に落ちて亡くなるという事故が発生したんで、もうやむなく、二の舞は踏み

たくないということで、私たちの作業はやめることにしました。 

皆さんも御存じのように、私の一般質問で、県土木事務所による土手の草刈りと

清掃等の実施を要請してきましたが、もちろん、そのたびに粕屋町の担当課から県

に要請されたと伺っています。しかし、不思議なことに、須恵川東側土手の草刈り

と清掃が、数年前から実施されてました。３年ほど前に、私と立川県議と、須恵川

の浚渫と西側土手の草刈りと清掃の要請に、県土木事務所に行ったんですが、この

時は、どこをやってんのか聞きましたら、分からないという回答でした。２年前で

したか、突然、阿恵橋東側に工事期間等の掲示板が立てられました。県が行ってい

ることが分かりました。私たち柚須区のほうは、私が区長であった10数年前から作

業を要請しているのに、実施せずに要請があったかどうか分からない。東側、土手
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のほうの作業がなされたことには、いささか私は腹が立っています。 

今年、ヤマケンさんに尋ねましたら、「西側土手道路から下１メートルにコンク

リート打ちを行っていくことになっています。」とのことでした。現在、阿恵橋か

ら下100メートルぐらい、コンクリート打ちがあっております。東側土手の作業は

もちろん実施されて結構ですが、以前から要請している西側土手の作業はいつから

実施されるのか。粕屋町は強く要請していただきたいと思うんですが、どうでしょ

うか。町長の答弁をお願いします。 

◎議長（小池弘基君）   

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）     

議員、今お話しのように、須恵川の２級河川ということで、福岡県の管理になっ

ております。私も就任以来、これについては最重要課題として、須恵川だけではな

くて、多々良川も含めた河川の維持管理については、これは県の仕事ですので、県

でやってくれということを毎年のように要望しております。 

数年前は、計画的に河川の河床の浚渫、そして、この土手の草刈りについてはや

ろうということで計画をされましたが、例の九州北部豪雨の関係で、非常に災害対

策についてお金が要るということで、どうも中止になったような経緯があるようで

ございます。これは想像ですけども。 

しかしながら、河川はほっとけばほっとくほど、後ほどお金がかかるし、災害の

危険度が非常に増してくる。そういったことも訴えながら、今後も県のほうには強

く要望してまいりますが、町でできる範囲は、側道として河川道路があるんです

が、町道の管理という観点で、法から１メーターまでの草刈りについては、町のほ

うで今後も実施してまいりたいと思います。 

◎議長（小池弘基君）   

川口議員。 

◎９番（川口 晃君）    

強く要請していただきたいと思います。 

それでは、最後の質問を進めます。かすやドーム駐車場に関してです。粕屋町は

本当に集まりやすいところで、そして、サンレイクの会場が非常に使いやすい造り

になっており、非常に人気のある施設です。柚須区には、何人もピアノの先生がい

らっしゃるんですが、さくらホールを度々借用され、コンサートや子どもたちの発

表会などをしてあります。粕屋町の西側にも手頃な会場があったらいいのにと、し

ばしば注文されます。かすやドームのほうもよく使われてるようで、土日は全県的

なスポーツ団体の大会が行われているようです。また、駕与丁池の周りの散歩の方
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も非常に多く、柚須区からも大勢の人が散歩に行かれています。これほど人気のあ

るスポーツと文化の施設を持っていることは、社会教育の推進と発展に非常に貢献

していると思っています。これは誇りにしていいのじゃないかと思います。 

さて、私たちの団体は、夏と秋に大きな事業をさくらホールや多目的室や和室な

どを借りて行っています。ドーム側でスポーツ団体の事業が行われると、役場の駐

車場やサンレイクの駐車場にまで車が押し寄せてき、大変な事態に陥ります。夏の

事業の時は、お手挙げの状態でした。健康センターの前は折り重なるように駐車が

行われました。秋の事業は幸い、ドーム側の事業が小規模だったんでしょうが、朝

から車の誘導は楽でした。それでも、役場の駐車場も健康センターも満車で、やむ

なく20台ほどは駕与丁神社前の駐車場に移しました。 

ドーム側の駐車場の増設に関しては、私も含め、他の同僚議員の方々も、幾度も

質問されて、昨年でしたかシルバーセンター側に増設がされました。しかし、町の

スポーツ大会などが行われて、駐車場はすぐいっぱいになります。引き返して役場

側に駐車しなければなりません。そういうことを見れば、根本的には駐車場が足り

ないんじゃないかと思います。 

そこで、私は再度提案します。ドーム東側の駐車場を利用して、立体駐車場を建

設建造されてはどうでしょうか。例えば、福岡市東区の区役所は、毎年私は税金を

納めに行くんですが、駐車場は30年から40年ぐらい前から鉄板を張られた立体駐車

場です。あそこは50台ほどが駐車できるんじゃないかと思います。以前の質問の時

の回答では、駕与丁の地質が弱くて無理だとおっしゃっていたんですが、東区の区

役所は、土質は砂地です。20メートルほど地下は、10メートルぐらいの泥層ってい

うんですかね。くい打ちを行うと、ずぼーと落ち込んでいく、そういう層です。無

抵抗に落ち込んでいきます。それでも、区役所の駐車場は機能して維持されており

ます。同様に柚須区のマンションにも、鉄板で組み立てた立体駐車場があります。

駕与丁の土質はどうでしょうか。赤土ですから、箱崎や柚須区の地質よりもはるか

に硬いんじゃないかと思うんですよ。立体駐車場の建設は可能だと私は思います。

デザインは駕与丁の景観に見合った形や色を採用していけば、釣り合った景観にな

るんじゃないかというふうに思いますが、担当課並びに箱田町長の答弁をお願いし

ます。 

◎議長（小池弘基君）   

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）     

総合的なお答えをしたいと思います。まさに役場、そしてサンレイク、ドームと

非常にその町の中心的な施設がここに集約している関係で、設置当時から比べます
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と人口ももちろん伸びますし、利用者も増えております。そういった関係で、昨

年、今、議員がおっしゃるように、それまで借地していた駐車場については、やっ

と粕屋町の町有化ができました。今後、駕与丁池を中心とした集客の関係もござい

ますので、駕与丁周辺に関わる駐車場の拡大を図ってまいりたいと思っておりま

す。 

今、議員がお考えを述べられましたが、立体駐車場も選択肢の一つとして検討さ

せていただきます。ただ、この役場の駐車場については、もう空き地がないんです

ね。非常にそれは私も残念なんですけども、今現在となっては、これは致し方ない

ということで、若干不便にはなるんですけども、駕与丁側のほうに駐車場の拡大

を、今後図ってまいりたいと思います。 

◎議長（小池弘基君）   

川口議員。 

◎９番（川口 晃君）    

それでは時間になりましたので、これで終わりたいと思います。 

どうもありがとうございました。 

（９番 川口 晃君 降壇） 

◎議長（小池弘基君）   

川口議員の一般質問が終わりました。 

本日は午前中３名の方を予定しておりますので、ここで暫時休憩といたします。 

再開を 11時 30分といたします。 

（休憩 午前11時20分） 

（再開 午前11時30分） 

◎議長（小池弘基君）   

再開いたします。 

議席番号８番、鞭馬直澄議員。 

（８番 鞭馬直澄君 登壇） 

◎８番（鞭馬直澄君）   

議席番号８番、鞭馬直澄です。 

早速ですが、質問に移らせていただきます。まず１番目、粕屋町の人口の伸びに

ついて、お尋ねいたします。今年の11月末の人口数は、昨年の11月末に比べて、実

数で若干下がってきておりまして、この１年を見ても多少凸凹があるんですけど

も、伸びがそんなにないというような状況であります。この人口の伸びが現状横ば

いとなっておることにつきまして、その要因をどのように捉えているでしょうか。

質問いたします。 
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◎議長（小池弘基君）   

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）   

まず、人口と言いましても、転入、転出、死亡、出生という、その四つの要素が

ございます。そういった中で、結果的に減少してる、横ばいになってるということ

でございますが、まず、転入につきましては、減少をしております。456人ほど、

昨年の10月から今年の９月までの時限で言いますと、456人減少します。なお、転

出、これも微増でございます。そして、出生者、死亡者はほぼ横ばいの状態。結果

的に、これによりますと、若干の微増若しくは横ばいということでございますが、

やはり、例えば、新たな分譲住宅あるいは、特に高層のマンションができるような

状態の時が、この粕屋町の歴史を見ますと、非常に人口が伸びておったなあという

感覚がございます。今ちょっと、コロナの関係もございまして、人の流れ、物の流

れと共に横ばいの状態が、今までこの数年間続いてたということが原因ではないで

しょうか。 

◎議長（小池弘基君）   

鞭馬議員。 

◎８番（鞭馬直澄君）   

今の様子ですと、２年後の国勢調査、さらには、７年後の国勢調査におきまし

て、今５万人を通過点としておりますけども、その５万人の達成については、非常

に厳しい状況ではないかと思うんですが、その辺についてはいかがでしょうか。 

◎議長（小池弘基君）   

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）   

これは、町としての施策の展開によって、それは変化していくものと考えており

ます。実際、今町内には、これ物流が２か所あるんですけども、それ以外でも、住

居、そして商業というような計画が別に３か所ございます。合計、五つの開発の計

画が進行中でございます。それぞれ、その進捗につきましては、差はございます

が、いずれにせよ、これにつきましては、町としても支援をしていき人口の増加に

期するような施策として展開してまいりたいと思います。 

◎議長（小池弘基君）   

鞭馬議員。 

◎８番（鞭馬直澄君）   

様々な条件があると思うんですけども、５万人を仮に通過したとしましても、そ

の後の人口の伸びが大きく伸びていくとは、非常に今の現状では、私は考えにくい
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と思っております。その辺について、町長どういうふうに思いますか。 

◎議長（小池弘基君）   

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）   

多分、議員は国全体の人口減少化、少子化についての影響は、必ず粕屋町にもあ

るということを指摘されておると思いますけども、まさに競争の世界なんですね、

地方自治体は。住んでいただけるような、町としての魅力を向上するための施策、

この展開にあると思います。数年前に、人口減少社会を捉えて、消滅する市町村な

んていうことを、ショッキングな発表をされたところも実際ございますが、それは

それなりに、それぞれの自治体で特色をいかしながら市町村の運営を展開している

ところでございますが。同じように粕屋町もこの都市圏にあって、住みやすい町、

そして住んでもらえるような町の魅力づくりを図ってまいりたいと思います。そう

は言っても、全体的な減少は、これは否定できないというふうに思います。 

◎議長（小池弘基君）   

鞭馬議員。 

◎８番（鞭馬直澄君）   

２番に移ります。町政運営の取組についてですけども、先般、国立社会保障人口

問題研究所が公表してる日本の将来推計人口によりますと、50年後の総人口は、現

在の約７割に減少します。65歳以上の人口はおよそ４割になると。こういう推測を

しております。こういう環境の中で将来に向けて、今、粕屋町が取り組むことは、

更なる堅実で強い町政運営の基盤を確立することと思います。そこで、粕屋町を取

り巻く環境の変化を先取りし、対応できる強い運営基盤を確立することが重要なこ

とと思います。町長のお考えをお聞かせください。 

◎議長（小池弘基君）   

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）   

強い町政運営の基盤、これ様々な要素がございますが、まずは、歳入の確保、税

収の確保、自主財源の確保だろうと思います。そのためには、確かに人口が増える

ことも大事なんですけども、その社会基盤を成している企業、粕屋町の場合には、

非常に物流が多いんですけども、そういった企業の誘致を含めたことによって、財

政基盤を確保するということが、非常に大事だろうと思います。そしてまた、重ね

て、社会インフラ。これ子育て施設等のインフラも、そして、教育施設のインフラ

もそうなんですが、交通インフラももちろんです。そういったものを同時に発展さ

せながら、粕屋町を選んでもらえるような展開を行う必要があると思います。 
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◎議長（小池弘基君）   

鞭馬議員。 

◎８番（鞭馬直澄君）   

私はやはり、うちの町の望むところ目指すところとして、５万人前後、小さい町

でありますけども、やはり、強い粕屋町ということを目指すことだろうと思いま

す。そのためには、体質強化を図ることが必要だと思いますが、その辺について

も、併せて町長の考えをお尋ねします。 

◎議長（小池弘基君）   

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）   

これは、今の社会情勢の変化というのは、本当に変わるんですね。日々変わって

るというふうに、極論してもいいぐらいだと思います。コロナもまさにそうでし

た。そういったことを予想できるような組織体制を行う必要がある。先取りするよ

うな組織体制を作る必要がありますので、職員の増強、そしてまた、それぞれの専

門分野でスペシャリストを養成する必要があるとも思います。そのためにも、職員

を増強した中で、例えば、外部団体に派遣して民間の知見、あるいはノウハウを粕

屋町にフィードバックすることも必要でしょうし、あるいは、東京に出て行って、

東京中央圏の状況、そしてまた、様々なコネクションをそこで培うというようなこ

とも、この九州にある粕屋町にとって、将来的に、未来永劫、その存続していくた

めの一つの方策ではないでしょうか。そう思います。 

◎議長（小池弘基君）   

鞭馬議員。 

◎８番（鞭馬直澄君）   

町長がおっしゃってること、根本的なことやっぱり人材育成だろうと思います。 

それでは、２番目に税収対策について、に移ります。最初に、少子高齢化の影響

についてですが、総務省の資料では、少子高齢化が進むことにより15歳から64歳の

いわゆる生産年齢者は、1995年8,716万人をピークに減少しており、2035年度に

は、6,494万人になるという予想をしております。このままでは、納税者が減少し

税収が落ちていく状況が加速していくように私は思えてなりません。町長、この件

についてはどういうふうにお考えでしょうか。 

◎議長（小池弘基君）   

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）   

そのとおりと思います。 
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◎議長（小池弘基君）   

鞭馬議員。 

◎８番（鞭馬直澄君）   

だから、納税者が減るっちゅうことは、やっぱり、何らかのいろんな対策を講じ

ていかなければならないと思っております。その辺については、我が町だけではな

く、全国的なことでもありますし、あるいは近隣では福岡県福岡市、近隣の市町村

いうことの広域な連携も含めて必要なことだろうと思っております。 

次に、自主財源の拡大ということが、それの中では、今、非常に重要だろうと思

います。現状、企業誘致等も含めて、自主財源の拡大には大変苦労されているとい

うふうに思っておりますが、その施策や対策についてお伺いをいたします。その中

でやっぱり、企業誘致に法人税増収、税収を拡大することと思います。福岡都市圏

での、我が粕屋町の役割、あるいは利点をどういかしていくかをつかむことが大変

重要なことと思っております。まずは、町内町外の企業が事業を発展させる拠点と

して、粕屋町をどういうふうに見ておられるのか。そういうことを知ることが大事

だと思っております。この件について、町長はどうお考えでしょうか。 

◎議長（小池弘基君）   

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）   

それにつきましても全く異論ございません。人口減少社会によって、これは個人

の相対的な所得が、総合的には減ります。そういった意味では、個人の所得税とい

いましょうか、住民税につきましての伸びは、本当に鈍化していくんだろうと思い

ます。従いまして、法人税を含む、これは法人が持っております固定資産もそうな

んですけども、そういった減ることがないような税の増収についての作戦も練って

いく必要があります。そのために、今御指摘のように、企業誘致を今以上に活発に

行う必要があるということで、私も認識をしております。 

◎議長（小池弘基君）   

鞭馬議員。 

◎８番（鞭馬直澄君）   

いろいろと、どうやって企業誘致をしていくかということは、非常にやっぱり苦

労されることと思います。先ほど申し上げましたように、やっぱり取り巻く企業

は、どういうふうなことを粕屋町について、思いを持ってるのかということは、積

極的にやはりつかんでいくことが必要だと思います。企業は言うまでもなく、会社

を存続、発展させ社会貢献をし続けていくことが最大の目標となり、こういうこと

を社是として抱えている企業はたくさんあります。常に世の中の変化を先取りし、
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激しい競争に勝ち抜いていくためのたゆまぬ努力を、企業は、相当な努力をしてい

ると思います。そこで、様々な業界、団体、企業と積極的に交流を図ることで、粕

屋町がどう対応できるか、何ができるかなどを分かることと思っております。新た

な町内外の様々な業界、団体、企業との交流会を設けて、情報交換を積極的に行

い、その収集を行うことでの取組が、私は今、急務だろうと思っております。これ

について、町長どういうふうにお考えでしょうか。 

◎議長（小池弘基君）   

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）   

企業との積極的な情報交換、まさに交流は、非常に大事だろうと思います。粕屋

町を知ってもらう、これがまず、第一歩だと思いますが、粕屋町の地理的環境、あ

るいは交通インフラの利便性、そして、今後の粕屋町の伸びしろ、これを私もトッ

プセールスとして、事あるごとに申し上げておりますが、実際、その手と足になる

ような職員の養成が必要であると思いますが、積極的な、社会的な企業の交流に対

して派遣も実際しております。これ地域政策デザインスクールというのが、九経調

の関係でございますが、これ福岡を代表するような企業の集合体といいましょう

か、それぞれの企業から選出された方々が、交流会を設けていろんな勉強研究をし

てあります。そこにも職員を出しております。私自身が、外に飛び出せ公務員とい

うふうに、常日頃から職員のほうにも申し上げておりますが、自分のスキルを磨く

ためだけではなくて、それを粕屋町の将来の発展に向けた、フィードバックをする

ための材料として、まずは、人との交流を図って、それが、今後、知識を得たりい

ろんな研究をするためのコネクションにもなるし、そういったことを今後も図って

まいりたいと思っております。 

◎議長（小池弘基君）   

鞭馬議員。 

◎８番（鞭馬直澄君）   

粕屋町は、私が一つ思うのは、身近な交流の場ということでは、今、我が町とア

ビスパ福岡、協定を結んでおります。年に１回は、粕屋町応援デーも設けて、町長

自らそこで挨拶をされておりますが、アビスパ福岡の賛同企業と申しますか、それ

とか福岡県、特に福岡市も含めて、全国圏の大きな会社もありますし、そこにも

様々な企業のトップがお見えになっているようでございます。手短と言えばおかし

な言い方なんですけども、そういうとこからでも積極的に交流を図っていくことが

大事かなというふうに、私は思っておるところであります。せっかく、そういうつ

ながりを持っておりますので、アビスパもルヴァンカップで優勝したりしておりま
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すので、非常に今、明るい材料と思ってますので、是非その辺のことは、積極的に

進めていただけたらと思います。今、町長おっしゃいましたように、外に飛び出せ

公務員という考えをお持ちでありますが、町長が更なる力を発揮して、やはりトッ

プセールスを実行することが、全てにおいて攻める。攻めるというのは攻撃の攻、

攻めるということを言いますけども、町政運営、強い粕屋町への強力な原動力にな

ると思います。この辺について、町長の、再度、思いをお聞かせください。 

◎議長（小池弘基君）   

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）   

様々な機会を捉えて、私も外に出ております。これ職員に対してゼロということ

は、私も率先して、それはそういう姿を見せておるわけですが、議員言われるよう

に、やはり今、福岡は非常に元気です。高島市長とも時々会うんですけども、様々

な企業が福岡に進出したいということを申し上げられてるようです。従いまして、

福岡の都市圏、まさに、市内まで10分のこの好適地にあるような粕屋町を、セール

スを行っている状況でございますが、具体的に言いますと、今、アビスパ福岡の話

をされましたが、アビスパ福岡は非常に弱い時期がありましたけれども、強くなれ

ば強くなるほど、様々なスポンサーが、本当に体感として私も感じるように集まっ

てまいってあります。そういったときに、「粕屋町の町長ですか。」というふう

に、反対に企業のほうからも交流を呼びかけられることもありますし、私が積極的

に企業のトップの方ともお会いして、「粕屋町はこういうとこです。」と名刺を配

りながら進出を呼びかけておりますが、非常に反応はようございます。様々な分野

の方々がおられますけども、少しでも粕屋町に興味を持ってもらえるような、そう

いったセールスを行ってまいりたいと思います。 

◎議長（小池弘基君）   

鞭馬議員。 

◎８番（鞭馬直澄君）   

我が町の将来、今、何をすべきかというようなことで、いろんな施策あると思い

ますが、いろんな面において、やはり先行投資というものをしていかなければ、将

来は見えてこないだろうと思っております。その中でも、やはり人材育成というの

は非常に基本中の基本で、ポイントになることだろうと思います。更なる強い粕屋

町を築くためには、思い切った先行投資が必要であると思います。早急に、更なる

強い体制を構築し、攻めの町政運営を強力に実行するには、やはり町長の強力なリ

ーダーシップが必要だと思います。町長の更なるリーダーシップを期待して、私の

質問を終わらせていただきます。 
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（８番 鞭馬直澄君 降壇） 

◎議長（小池弘基君）   

鞭馬議員の一般質問が終わりました。 

午前中の一般質問はこれにて終了いたしまして、ただ今から暫時休憩といたしま

す。 

再開は、午後１時といたします。 

（休憩 午前11時51分） 

（再開 午後１時00分） 

◎議長（小池弘基君）   

再開いたします。 

議席番号２番、田代勘議員。 

（２番 田代 勘君 登壇） 

◎２番（田代 勘君）    

議席番号２番、田代勘です。通告書に従い、一般質問をします。 

初めに、まちの魅力を高める情報発信の推進についての質問です。第５次粕屋町

総合計画後期基本計画には、まちの魅力を高める情報発信の推進とあります。基本

政策の取組として、「広報やメディア、町民や事業者と連携した多面的なシティプ

ロモーションを展開し、町の魅力を町内外に情報発信することで、町の認知度やイ

メージの向上を図ります。」とあります。現在、広報紙、ホームページ、SNSなど

様々な広報媒体を通して、各所管においても情報発信やPR活動をされています。 

最初に、シティプロモーションについての質問です。シティプロモーションは、

主にブランディングによる地域のイメージアップ、移住者・定住者の増加、地域住

民の愛着や帰属意識の形成などを目標としており、地域経済や地域の活性化に向け

た取組で、将来にわたり、持続可能な自治体にしていくことが主な目的だと言われ

ています。本年４月に市制対策室が設置され、その取組の一つとして、市制に向

け、プロモーションの準備、プロモーションの実施、プロモーションの拡大とロー

ドマップを作成し、本年度は若者向け魅力発信事業を計画されていますが、今後、

どのように展開していくのか。また、新たなプロモーションを考えているのか。既

にもう配信はされておりますけど、私も配信しております。反応はいかがでしょう

か。よろしくお願いします。 

◎議長（小池弘基君）   

吉田経営政策課長。 

◎経営政策課長（吉田 勉君）   

今、議員がおっしゃいましたように、令和５年度はプロモーションチームのほう
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を設置しておりまして、若者向け魅力発信事業のほうを実施しております。既に、

インスタグラムのほうでインフルエンサーによる町の紹介や、先日アビスパ福岡の

長谷部監督が優勝報告に表敬訪問された際の動画などをアップしております。ま

た、年明けには現在制作を進めております粕屋町を題材にしたショートドラマ動画

の公開、また、YouTube内での配信広告、また、移住メディアへの粕屋町の紹介記

事の掲載、そういったものを予定しております。また、今後は、今実施しておりま

す若者向けのプロモーションの継続は当然のことながら、若者以外をターゲットと

したプロモーションの展開も検討のほうをしております。 

そして、動画インスタの反応のほうなんですが、私、実際に見たっていう方とち

ょっと話を聞いたってことはないんですが、私の感想ですと、いい動画ができたん

じゃないかなというふうには思っております。 

◎議長（小池弘基君）   

田代議員。 

◎２番（田代 勘君）    

PRに関しては、費用対効果が難しいと思いますが、目標値を設定されています

か。ちょっと聞きますと、予算も限られております。大変と思いますが、目標値を

お願いします。 

◎議長（小池弘基君）   

吉田経営政策課長。 

◎経営政策課長（吉田 勉君）   

目標値ということなんですが、まずプロモーションの効果の測定に関しまして

は、すぐにちょっと結果が出るようなものではないっていうふうに思っておりまし

て、ある程度、中長期的に検証する必要があるかなというふうに思っております。

先ほど申し上げました若者向け魅力発信事業、今年度実施しております事業につき

ましては、ターゲットを若者層に絞りまして、粕屋町の認知拡大のための土台づく

りというふうに考えておりますので、現時点において、具体的な目標値っていうの

は設定しておりません。しかしながら、今、実施しておりますプロモーション活動

における、マーケティングデータの収集、分析も委託業務の内容に含んでおります

ので、今後出てくる報告書をしっかり分析させていただきまして、今後の活動に生

かしてまいりたいと思っております。 

◎議長（小池弘基君）   

田代議員。 

◎２番（田代 勘君）    

はい、分かりました。 
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続きまして、先ほど課長のほうも言われましたように、若者向け魅力発信事業計

画プロジェクト会議の中で、動画の制作、YouTubeによる広告配信、インフルエン

サーによるプロモーションや、移住メディアへの記事掲載等の手段によるプロモー

ション事業を実施していく予定となっています。その中で、移住メディアへの掲載

記事等がありますが、町の魅力を発信することで、その先にあるのは移住や定住者

の増加を期待するものと思っております。町の魅力を町内外に発信することを併せ

て、その受け皿となる基盤整備も必要になると思います。 

町長は、安心して暮らせるまち、住みよいまちを目指し、魅力あるまちに向け、

子育て環境、教育環境、福祉環境の整備など、重点かつ積極的に進められておりま

す。その一方で、道路や駅周辺の活性化などの課題も多くあります。また、移住・

定住しようにも、同時に雇用や住宅といった問題も発生します。移住者・定住者に

マッチングするための対策も考えていくことが必要ではないかと思います。例え

ば、粕屋町は、市街地は限られますし調整区域も多くあります。最低敷地面積の緩

和や企業誘致など、町長の考えを伺いたいと思います。ちなみに、粕屋町の魅力的

なところを尋ねますと、まずは交通アクセスの良さ。それと何よりも、粕屋町はご

みの夜間収集が一番素晴らしいと、町外の方は言っておられます。町長、考えをお

願いします。 

◎議長（小池弘基君）   

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）    

ごみの夜間収集というのは、私もちょっと初耳で、確かに福岡市とか他町は、昼

間の収集があって、例えば、猫とかカラスとか、そういった害が多いということの

不満は多くあるようには聞いております。まさに今もう答えも言われた部分ありま

すけども、やはり受け皿といいましょうか、魅力がないと粕屋町に入ってくる方は

いらっしゃいません。魅力とは何かというと、住みやすさ、働きやすさだろうと思

います。また、それに加えて、居心地の良さというのもあると思いますが、粕屋町

は今言われたように、交通インフラも十分にそういった環境は整えておりますし、

あと、住みやすさの点では、例えば、商業圏、買物難民にならないような、そうい

った対策としては、先ほど山 議員の御質問にもお答えしましたが、コミュニティ

バスの再検討も行っておる状況でございます。あわせて、住居を建てる際の敷地面

積についての再検討も、今行っておるところでございます。今の状況で言います

と、なかなか建設資材も高くなって、そしてまた幸いと言いましょうか、粕屋町の

地価も非常に人気があるということで高うなってございます。１戸１戸の戸建ての

住宅に対する建設単価も高くなっておりますので、そういった意味でいうと、建て
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やすさ、住みやすさを追求するには、若干の緩和が必要かなということも、今検討

中でございます。あわせて、調整区域の解除についても、大型開発については、

我々も十分な支援をしていきながら、住宅地の展開を今後も進めてまいりたいと思

います。 

◎議長（小池弘基君）   

田代議員。 

◎２番（田代 勘君）    

是非、進めていただいて、人が寄ってくるまちになってほしいと思っておりま

す。 

続きまして、次の質問に移ります。ちょっと準備がありますのでよろしいです

か。 

ラッピングバス、ラッピングトラックによるPRについての質問です。天神や博多

駅周辺では、ラッピングバスをよく見かけます。また、粕屋町は福岡インターに隣

接し、物流拠点でもあり、長距離を走るラッピングトラックもよく見かけます。ラ

ッピングバス、ラッピングトラックの特徴は、高いインパクトを与えることがで

き、また、エリアターゲッティングができ、反復性が高く、公共性も高いと言われ

ています。 

長崎県波佐見町では、令和３年度に佐世保と博多を結ぶ高速バスの外装、デザイ

ン広告について、西肥バスからの提案で、また、通学にも利用されている地元の波

佐見高校美術工芸科の生徒さんにデザインを依頼。全20作品を役場の玄関口に展示

し、町民の皆さんにも選んでもらおうと、投票箱を設置されました。結果、12作品

が選ばれ、最終審査の結果、波佐見町のマスコットキャラクター「はちゃまる」

と、キャッチコピーを入れた作品で、生徒さんは「コンセプトは、波佐見町のこと

をもっと県外の人に知っていただきたくて、波佐見町の有名なものを詰め込んだ作

品にしました。」と言われたそうです。また、副町長は、是非、このラッピングを

福岡市内の皆さんが御覧になって、少しでも波佐見町に興味を持っていただくとい

うこと。それから、こういうことができるんだということを、波佐見高校生の一つ

の意欲になればと話されたそうです。ちなみに、バス会社への政策広告費は300万

円。国の地方創生事業交付金を活用し、ラッピングの状態がいいので、毎年158万

円の更新料を支出しているそうです。 

また、久山町では、西鉄との協議の中で、路線バスの赤字分を赤字補填という形

で補助金を出すのではなく、町のPRもでき、交通事業もこれまで西鉄と連携してき

たこともあり、西鉄からの提案でありますが、本年９月４日から福岡市内のメイン

通りである博多駅、天神、六本松、片江営業所の区間を運行しています。このラッ
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ピングバスは、首羅山遺跡国指定10周年を記念して、首羅山で伝承されている

「虎」をモチーフにフルラッピング。この虎は、平成26年度に、久原・山田小学校

の６年生が共同制作した絵本、「わたしたちの首羅山ものがたり～薩摩塔がおしえ

てくれたこと～」を基にデザイナーに依頼したものです。また、本年10月15日の祭

りひさやまでは、ラッピングバスを展示。町民の皆さんにも披露され、首羅山遺跡

を通じて町の知名度向上を目的に、一部、宿泊税交付金を活用したそうです。 

ちょっとこれ作ってきました。粕屋町も交通対策事業の大川線減便対策バス運行

委託として赤字補填されていますが、近年は、全国でも運転手不足、赤字等の理由

で路線バスの減便・廃止が相次いでいます。一度廃止になりますと復活するのは困

難です。路線バスは、通勤、通学、通院などに利用されており、廃止となれば大き

な社会問題となります。また、将来的にまちづくりにも影響出てくると思います。

町長は、交通事業者と連携し、将来にわたり安定的な公共交通の確保を図るとおっ

しゃっておられます。赤字補填という形で補助金を出すのではなく、町のPRもで

き、交通事業者にも収益となり、どちらにもメリットがあるのだと思います。ま

た、粕屋町は半径５キロ圏内に多様な物流モードが集積しており、博多港、JR貨

物、福岡空港が福岡都市高速でつながっており、さらに、福岡インターを拠点に関

東圏、関西圏を中心に全国各地を結んでおります。バスやトラックにラッピングす

ることで、全国各地に粕屋町をアピールすることもでき、また、知ってもらうこと

もでき、我がふるさとを感じてもらうこともできるのではないかと思います。さら

に、ふるさと納税による寄附額の増加にも期待できるなと思いますが、町長の御意

見をよろしくお願いします。 

◎議長（小池弘基君）   

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）    

デザイン案まで立派なものを作っていただきまして、ありがとうございます。こ

れも、実はこのシティプロモーションの中で、今検討している最中でございます。

金額的なものをちょっと申し上げますと、福岡市内でフルラッピングですね。フル

ラッピング、全面ですね。全ての面でラッピングすると、最初の製作費、１年目要

りますけども、これは総額で240万ほど要ります。その後、毎年、広告料として

は、130万ぐらいは要るということでございます。久山町は、今、言われたように

宿泊税交付金を活用した、首羅山遺跡の10周年記念事業ということで走らせてあり

ます。福岡市内を走っている西鉄バスで、時々見かけることありますが、確かに有

用な広告ではなかろうかと思います。それに加えて、今、検討中なのは、トラック

ですね。物流のトラック。様々な会社、企業がありますけども、その企業にお願い
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して、トラックにフルラッピングをするということも一つの検討材料として、今、

考えておるところでございます。あわせて、これはもう本当職員の発案でございま

すが、バスは外から見て分かるわけですね。乗ったときに吊革を見て、粕屋町があ

るというような、吊革での広告も必要じゃないかなということも、様々な媒体を使

って粕屋町の広告PRを行ってまいりたいと思います。 

◎議長（小池弘基君）   

田代議員。 

◎２番（田代 勘君）    

是非、１台だけじゃなくて、高速バス、東京に行くバスもありますし、JRもあり

ますので。あと、地元商工会も、いろいろ小さい業者から大きな業者までが一緒に

連携して、いいものを作っていただきたいと思います。町長がそうしてやっていく

という話聞きますと安心しました。よろしくお願います。 

続きまして、魅力ある町を推進すると同時に、人口の増加、新たな企業の進出や

雇用の創出に向けた取組を積極的に進めることで、人や物、お金を呼び込み、地域

経済や地域の活性化、さらに税収の増加、財政基盤の安定化につながると思いま

す。自治体としての総合力も高まっていくと思います。是非、魅力発信事業、大々

的に進めてもらって、粕屋町をアピールしていただきたいと思っております。 

次の質問に移ります。青少年健全育成についての質問です。全国的に人口減少が

進む中、粕屋町に至っては少しずつでもありますが、人口も増加しており、全国ト

ップクラスの平均年齢の若い自治体です。一方で、社会の多様化、住民意識の変化

に伴い、地域や各種団体においては、役員の方々の高齢化、なり手不足が生じてお

り、将来的には、地域活動や団体活動の運営自体、困難な状況になるのではないか

と危惧されます。特に若い世代においては、地域を愛し地域を守るという意識がだ

んだんと薄れていくのだと心配されます。例えば、これまでは、地域社会では行事

ごと、お祭り、地域防災など、それぞれ子ども会、消防団、青年団、老人会、婦人

会はなくなりましたけど、各世代でそれぞれの役割があり、また、住民同士がつな

がり共に支え合い、地域を築いてきました。地域、また住民の活力なくしては、町

の発展はないと思います。今後、持続的な社会を作る上で、地域社会を再構築し共

に支え合う社会を築いていくことが求められます。もっと若い世代が地域を学び、

地域を知り、愛郷心を育む取組、そして次につなげていくためにも、地域の担い手

の育成、リーダー養成が必要ではないかと私は思います。 

そこで質問です。青少年の健全育成についてですが、「次の世代を担い、町の発

展のために寄与することができる青少年の健全育成に努めます。」とあります。そ

の中の、ときめき体験in沖縄についてですが、町長は、「私が町長である限り、こ



－ 125 － 

の事業は進めていく。」とおっしゃっております。私も大賛成です。この事業は、

これまで少年の船、青少年の翼の理念を継承し、団員として参加した児童生徒が、

数年後、スタッフとして参加しており、地域活性化に大きく貢献しているとありま

すが、どう捉えているのでしょうか。青少年の発起人でもあり、第１回少年の船の

団長に伺ったところ、当初、粕屋は一つと言われながらも町内に四つの小学校、二

つの中学校があり、成人式で初めて一堂に会すぐらいで、全くと言っていいほど交

流する機会もなく、また、地域や人とのつながりを考えていかなければならないと

思い、子どもたちが地域や学年を超えてできる事業をしたいという思いがあったそ

うです。また、少年の船を通して、子どもたちとスタッフが関わる中で、家庭や学

校だけではなく地域や世代を超えての人とのつながりの大切さを学んでほしい。ま

た、将来的に、スタッフや青年団員として活躍されつつ、次につなげてもらいたい

とのことでした。青少年の翼の理念。町長、若しくは、教育長の考えをお聞きした

いと思います。よろしくお願いします。 

◎議長（小池弘基君）   

臼井社会教育課長。 

◎社会教育課長（臼井賢太郎君）   

すみません、私のほうから述べさせていただきます。少年の船の理念につきまし

ては、目的になるんですけれども、粕屋町の次代を担う青少年が豊かな心と仲間づ

くりをテーマに、少年の船での研修を通じて、社会や自然への視野を広げながら青

少年相互の連帯・友情を深め、団体生活の楽しさや厳しさ、社会参加への意義を学

ぶことです。青少年の翼のほうの理念は、こちらも目的になりますが、粕屋町の次

代を担う青少年が集い、海外における研修及び規律ある団体生活を通じて、青少年

相互の連携を深め国際感覚を養い、郷土の発展のために努力する心豊かな粕屋の青

少年を育成することです。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）   

田代議員。 

◎２番（田代 勘君）    

今回、ときめき体験in沖縄の事業の中から、スタッフの中から青年団の加入があ

ったと聞きました。これまでのときめき体験をされてきて、今後、スタッフや団員

に対して期待するものを、何かあれば教えていただきたいと思います。 

◎議長（小池弘基君）   

臼井社会教育課長。 

◎社会教育課長（臼井賢太郎君）   
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ちょっとこれまでと言いますか、今年度のことをちょっと述べさせていただきま

すけれども、社会教育関係団体であります青年団の団員数が、令和４年度が３人で

あったものが、令和５年度は12人に増加しております。それで、今年度の町民運動

会や文化祭で、実行委員として協力をしていただいております。また、空と海の会

の役員のほうになりますけれど、令和４年度が10人であったものが、令和５年度

19人に増加しております。そして、空と海の会の会員のほうになりますけれども、

こちらが令和４年度11人であったものが、令和５年度18人。そして、ときめき体験

23後は、その後は仮登録になりますけれど、更に50人ほど増加しておりまして、次

回、ときめき体験では、その経験をいかして協力をしていただけるのではないかと

期待をしているところでございます。 

今後、スタッフと団員、団員の子どもに期待するものといたしましては、理念、

目的を述べましたけれども、そのほかには、沖縄研修での経験をいかしまして、地

域住民一人一人の持つ資質や能力を高め、その力を地域活動にいかす人づくりです

ね。そういう方々の活動が地域の課題解決や地域の活性化につながる地域づくり。

そして、それらの活動を通して、地域住民の間に絆が生まれる絆づくりを、地域の

リーダーとなっていただいて、地域活動を盛り上げてほしいと思っております。特

に、子どもたちには、人生の選択肢の幅を広げていただいて、人間としての力の土

台を作ってほしいと思っております。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）   

西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君）   

教育長として、今回のこの事業につきましては、本当、第１回目からの団長さん

をはじめ、ずっとこれまで継続していただいたというのは、それなりにやっぱり価

値があったり、また、それに参加した子どもたちの活躍が、やっぱり町民にとって

プラスに働いている。そのおかげで現在も続いてるのかなと。形は変えてもです

ね。私はやっぱり持続可能というのは、同じものを続けていくんではなくて、その

時代に合った、若しくは、その時々に合った、子どもたちの実態に合わせながら変

えていくのも必要かなという気がいたします。 

実際問題、子育連のほうのジュニアリーダー「WAKABA」ですかね。そちらから

も、今回スタッフで参加していただいたり、その後、青年団のほうにつないでいた

だいたりとか、こういった目に見える形で、町のいろんな組織の中に入ってきてく

れるっていうのは、以前にはなかったような形だろうと思います。また、それはや

はり、現地で同じ釜の飯を食うといいますか、宿泊を伴いながらやる中で交流を深
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めながら、どげんかいな、自分が今こういうところに所属してるんだよというよう

な形と、自分も今度そっちに入ってみたい。また、地元の消防団に入ってみたりと

か、よさこいのチームに入ってみたり。いろんなことがそこで情報交換を、やっぱ

地域の子だからこそできるのかなと。 

町長、この前帰着式の時にちょっと挨拶をしたところ、町長は、是非、これは自

分がおる間は続けるという決意までいただいたものなんですが。私はやっぱり、地

域愛っていいますか、それをしっかり体験していただきたい。議員のところもお聞

きしますと、何かお子さんが団員として参加されて、その後スタッフにも参加され

て、非常にいい取組だったっていうようなことを直接体感してあるみたいですが、

私はそれを今後、行ける方行けない方いろんな事情がございますけど、行けるとこ

ろは是非参加をしていただいて、今後も続けていきたいなということは考えており

ます。 

以上でございます。 

◎議長（小池弘基君）   

田代議員。 

◎２番（田代 勘君）    

今、教育長、また課長の意見聞いて、自分も安心したというより、どんどんまた

進めていただきたいと思います。 

次に参ります。昭和62年、第１回青少年の翼が始まり、平成４年第１回粕屋町少

年の船がスタートしました。平成20年から粕屋町少年の船の名称を改め、ときめき

体験in沖縄となり、現在に至っております。それまで、隔年ごとに事業が開催され

てきましたが、平成23年東日本大震災の影響で中止となり、それ以降、事業が開催

されておりません。青少年の翼に関しては、中学生、高校生、大学生、社会人が対

象でしたが、少年の船の理念と同様であり、この事業をきっかけに、先ほど青年団

のこともありましたけど、青年団が復活したところや団員の増加、空と海の会の設

立、少年の船やときめき体験のスタッフとしての参加などの経緯があります。ある

程度の、一定の成果は出ているのではないかと思います。 

今回、平成30年以来５年ぶりのときめき体験in沖縄の開催となりましたが、私も

いろいろちょっと聞いたんですよね。スタッフの募集や事前研修、事前の準備、研

修とか、大変苦慮されたと聞いております。近年は、個人情報などによる募集や、

勧誘の難しさ、またコロナの影響により活動が制限され、交流もできない状況で、

地域活動や団体活動においては、人員不足やなり手不足が生じており、運営自体が

困難な状況なところもあります。地域のつながり、人とのつながり、縦と横のつな

がりを再認識すると共に、地域の担い手、人材育成にもつながる事業の推進とし
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て、中学生、高校生、大学生、社会人を対象とした交流事業として、海外とは限ら

なくても国内でもいいと思います。再度、青少年の翼事業を考えてはと思います

が、町長並びに教育長、お伺いしたいと思いますけど、よろしくお願いします。 

◎議長（小池弘基君）   

はい、臼井社会教育課長。 

◎社会教育課長（臼井賢太郎君）   

すみません、自分のほうからお答えさせていただきます。昭和62年から平成23年

度まで、青少年の翼事業は、隔年で、アメリカなど海外にて現地交流、ホームステ

イなどの研修を行ってまいりました。しかし、多額な費用がかかることなどから、

平成23年度の段階で青少年の翼事業を凍結し、事業効果のほうを重視しまして、と

きめき体験、旧青少年の船になりますが、事業に統合しまして、現在まで継続して

きた経緯があります。青少年の翼は、多額の費用がかかりますこと。現在の財政状

況や参加者の負担金も高額となること。あと、基金残金が不足していること。あ

と、ボランティアであるスタッフが、仕事の関係などで休みが取りにくいというこ

とで、ときめき体験事業のほうでも３泊４日でやっておったんですけれども、スタ

ッフの人員がちょっと集まらないもので、現在、２泊３日としておりまして、青少

年の翼事業で海外渡航日数が長くなれば、更にスタッフが集まりにくいことなどか

ら、困難な状況ですので、統合されたときめき体験の事業を継続しまして、団体生

活など青少年の連携をそちらのほうで深めていきたいと考えております。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）   

田代議員。 

◎２番（田代 勘君）    

いや、私、海外じゃなくて国内でもって言ったんですよね。まだ国内と海外じゃ

また変わっていくと思いますけど、そこのところちょっと説明できたら。 

◎議長（小池弘基君）   

臼井社会教育課長。 

◎社会教育課長（臼井賢太郎君）   

国際感覚を養うためには、まず、町で行っていることを述べさせていただきます

けど、NPO法人のアジア太平洋こども会議事業に参加しまして、他国の小学生の子

どもたちが、粕屋町の小学生がいるホストファミリー宅にホームステイしたり、小

学校で交流したりする国際交流事業を実施しております。また、まだ実施には至っ

てないんですけれども、日米の大学生のカウンセラーと共に、グローバルな視点で

自分の未来を形づくる、高校生を対象としたグローバルキャンプ。これは、福岡未
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来創造キャンプ実行委員会主催、主管が一般社団法人福岡中小企業経営者協会連合

会のものになりますけれども、それや、先ほど述べましたアジア太平洋こども会議

事業の小中高生を対象とした、福岡の子どもたちを逆に海外に派遣しまして、引率

が大学生とか社会人が務めて、派遣型のホームステイと言われてます「ブリッジチ

ャレンジトリップ」などの参加を周知していきたいなと考えております。 

それで、国内につきましてですけれども、国内につきましては、地域で通学合宿

事業、今回、１件ですけれど、コロナ明けでやっていただいておるとこがございま

して、あと、子育連の事業でございますけれども、青少年自然の家などでのリーダ

ー研修会を通じまして、団体生活の楽しさや厳しさを学ぶための支援や補助を行っ

ておりましたので、そちらのほうが、今ちょっとストップしておりますけれど、再

開されれば、実施したいと考えております。あと、交流につきましては、ときめき

体験時には現地の方と交流を深める時間を設けましたり、スタッフにつきまして

も、大学生・社会人を募集しておるところでございます。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）   

田代議員。 

◎２番（田代 勘君）    

ちょっとあんまり、ちょっと分かりにくかったかなと思うんですね。もう、青少

年の翼は難しいということですね。ですか。 

◎議長（小池弘基君）   

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）    

課長が答えにくいと思いますので。今、課長の答弁の中にありましたように、少

年の船ですら、なかなか開催が難しい状況であります。これは、社会情勢、経済情

勢が変化していることで、例えば、会社等にお勤めの方々が、なかなかその数日間

の休暇はとれないというようなことで、非常に厳しい状況があるということです。 

青少年の翼になりますと、先ほど国内でもいいとおっしゃいましたが、１泊か２

泊だったら、もう別に翼でなくてもいいんですね。ですから、じゃあ何で翼なのか

というと、外国に行って異文化と接する。外国の子どもたちと接する。様々な経験

が、非日常の中で経験されることが非常に大きな効果だろうと思います。 

しかし、それに伴う費用もかかるし、開催するに当たっては、そういったスタッ

フの、なかなか人員が整えられないという今の状況があるということでございます

ので、これは、そういったチャンスがあればと言いましょうか、そういったふうな

展開になれば考えてまいりたいと思っています。 
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◎議長（小池弘基君）   

田代議員。 

◎２番（田代 勘君）    

分かりました。チャンスがあればということですね。今のところ難しいかな。 

青少年の次の質問に移ります。青少年の翼事業は、今まで青少年健全育成交流基

金を積立てて運用されたと聞いています。この事業は、先ほど課長も言われました

ように、多額の予算が必要です。財政面的にも原資になるものが必要です。私はふ

るさとづくり基金をうまく活用することができるんじゃないかと思います。ふるさ

と納税者の意向では、ここ数年、未来を担う子どもたちを応援する事業に対しての

寄附が最も多く、平成４年度に至っては、7,457件、２億45万2,000円の寄附があっ

ております。現在、未来を担う子どもたちを応援する事業に対しては、子ども未来

課所管の事業に充てていますが、青少年育成、また、将来地域を担う子どもたちへ

の育成、リーダー養成の観点から活用することも可能ではないかと私は思っており

ます。またそして、将来への先行投資として考えられるのではないかと思っており

ます。是非、こんな基金とか寄附金を利用して、今後また、青少年の翼とかの事業

に充ててもいいんじゃないかなと思っておりまして、質問をさせていただきまし

た。ちょっと、いいですか。うまく活用してほしいかなと思っております。 

◎議長（小池弘基君）   

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）    

確かに、こういったふるさと基金、あるいはクラウドファンディング辺りで、資

金を用意することは可能と思いますが、一番大きいのはやっぱりスタッフでしょう

ね。やはり、翼となりますと、これは長期間、長期間といいましょうか、通常の１

泊２泊じゃなくて、もうちょっと広がります。そうすると、なかなかリスクが大き

いんですよ。また、今、海外とかはテロとか様々な事件、事故がある可能性が高い

と。そういったハイリスクなところに向かわせるわけですから、日本国内で、今や

っております青少年の船どころのスタッフの数では、到底、危険度が増すというこ

とで。そういったスタッフの養成、あるいはその研修も含めたことをちょっと長期

的にやっぱ考えないと駄目じゃないかなと思っております。 

◎議長（小池弘基君）   

田代議員。 

◎２番（田代 勘君）    

分かりました。最後に、このグローバル社会で活躍する人材育成を進めると共

に、地域や町の礎となる、支える力となってくれる人材育成を進めていくことも必
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要じゃないかと思います。将来、若い世代が地域活動や団体活動で活躍すること

で、町や地域の活性化に大きく貢献すると思います。是非、また事業ができるよう

な状態なったら、本当進めていただいて、地域の青少年の育成に努めていただきた

いと思っております。 

以上で質問を終わります。 

（２番 田代 勘君 降壇） 

◎議長（小池弘基君）   

これにて本日の「一般質問」を終わります。 

本日は、４名をもって終了いたします。明日６日にも一般質問を予定しておりま

すので、時間の都合がよろしければ、明日以降も引き続き傍聴にお越しいただく

か、ネット中継を御覧いただきますよう、御案内申し上げます。 

以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

本日はこれにて散会いたします。 

（散会 午後１時42分） 
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（開議 午前９時30分） 

◎議長（小池弘基君）   

改めまして、おはようございます。 

本日、一般質問最終日でございますが、午前中に２名の方の質問を予定しており

ます。 

本日、執行部部長級におかれましては、古賀総務部長が体調不良のため欠席され

ております。 

ただ今の出席議員数は、16名全員であります。定足数に達しておりますので、た

だ今から本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

◎議長（小池弘基君）   

それでは、ただ今より「一般質問」を行います。 

発言に関しましては、質問者は会議規則を遵守し、さらに、文書通告の趣旨にの

っとり簡単明瞭に、答弁者の発言に関しましては質問にそれることなく的確に、し

かも簡潔にされますことを、議事進行上強くお願いする次第であります。 

なお、答弁側におかれましては、答弁者が誰か明確となるよう、声に出して挙手

されますよう、併せてお願いいたします。 

それでは、質問順に従い、質問を許します。 

議席番号15番、安藤和寿議員。 

（15番 安藤和寿君 登壇） 

◎１５番（安藤和寿君）   

議席番号15番、安藤和寿です。通告書に従いまして、一般質問をさせていただき

ます。 

一般質問３日目の初日っていうのが初めてのことで、非常にちょっと緊張してお

りますけども、昨日からの同僚議員の一般質問には、やっぱり粕屋町をもっともっ

とやっぱ元気にしたいという思いから、少子化対策や町の魅力を高める情報発信の

推進など、そういった一般質問でありました。もっともっとやっぱ元気にしたいと

いう思いから、一般質問をさせていただきたいと思います。 

今回は１問、質問させていただきます。公共交通の現状と課題解決促進について

でございます。まず初めに、質問の要旨について説明をさせていただきます。最

初、コロナから始まるんですけども、コロナが落ちついて元気したいという思いで

質問したいと思います。コロナ禍が落ち着き、国内はもとより、インバウンド、海

外からの入国者も大幅に増えている中、国内の公共交通機関においては、コロナ禍

で離職したドライバーの復帰が進まない現状がございます。今回の質問の中にあ



－ 135 － 

る、特にタクシー業界においては、都市部でもタクシーの車両はあるが乗務員がい

ない。慢性化しているドライバー不足による需要と供給のミスマッチが起こり、多

くの人々の移動に支障を来たしている状況がございます。 

国も深刻な社会問題として捉え、打開策として、既に海外で実用化されているラ

イドシェアをめぐり、大阪府の吉村知事は、来年秋から2025年の万博開催期間中に

かけて、導入を目指す方針を指示。また、自民党の菅前首相は、「過疎地だけでな

く、観光地や市街地でも利用できるように、地域を限定せずに解禁することが望ま

しい。」と述べるなど、議論が本格化しております。その背景にあるのがドライバ

ー不足で、粕屋町でも例外ではなく、電話をかけてもタクシーがなかなか捕まらな

い。外に出てみても、タクシー車両が少なく、来たところで手を挙げても予約車が

多いため確保が難しいとの声が多く聞かれております。さきに述べた同様な状況と

察し、質問をさせていただきます。町は、町民の足となる地域公共交通の現状をど

う捉えているか、まず最初に質問したいと思います。 

◎議長（小池弘基君）   

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）   

まず、地域公共交通とは何ぞやということを、まず、定義としてお話をし、それ

から始めたいと思います。今、議員がおっしゃったようにバス、そしてタクシー、

鉄道。それに加えてコミュニティバス、あるいは乗り合いタクシーとかですね。も

うちょっと広い意味でいえば、スクールバス、あるいは粕屋町でも行ってますが、

福祉バス、これも広い意味での地域公共交通に含まれております。こういった地域

公共交通の課題については、今、担当課のほうで研究といいましょうか、検討を行

っておりまして、実際、専門家を交えた検討も開始をしております。その辺を含め

まして、担当所管のほうからお答え申し上げます。 

◎議長（小池弘基君）   

田代都市計画課長。 

◎都市計画課長（田代久嗣君）   

まず、御質問の粕屋町の地域公共交通の現状といたしまして、粕屋町で鉄道が２

本の路線に６か所の駅を持っており、篠栗線では、上下線で１日当たり運行回数が

144便ございます。香椎線では、89便が運行しています。また、路線バスにおきま

しては、１日当たりの運行回数が、天神－粕屋町内の往復運行が249便、博多駅－

粕屋町内の往復運行が19便、福岡空港－粕屋町内の往復運行が45便というふうにな

っております。さらに、タクシーでは町の中心部に営業所があり、配車できる車両

が５台ほどあるというふうに伺っております。 
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このように、鉄道、路線バス、タクシーが福岡市や近隣町へ広域的に運行してお

りますので、全国的にも公共交通の充実した町であるというところの一方で、町内

の生活圏内での移動手段としては、車や自転車のほか、ふれあいバスが町内の移動

を支えている状況でございます。町といたしましても、今後の高齢化とか、そうい

うところから移動手段を持たない交通弱者の方が、安心して生活できるよう、将来

にわたり安定的な公共交通の確保と維持を図っていくことが、非常に重要ではない

かというふうに考えております。 

◎議長（小池弘基君）   

安藤議員。 

◎１５番（安藤和寿君）   

はい、ありがとうございます。課長の答弁からして、粕屋町は非常に、６駅があ

って充実した公共交通の移動がなされているというふうに、ちょっと捉えさせてい

ただきます。あとは、地元のタクシー会社さんも、５台をもって、町民の方のニー

ズに応えてらっしゃるという状況ではございます。そういったところで、現在、粕

屋町においては、充実した内容だという状況を聞かせていただきました。 

次に、２問目に行きたいと思うんですけども、１市７町の議会の議員の皆さまと

ちょっと共に行動する機会も多ございまして、やはり、粕屋町だけではなく、古賀

市、久山町、篠栗町、１市７町のなかの議員の方も、なかなか一緒に行動する際

に、集合場所が空港であったりとか博多駅であったりとかするんですけども、そち

らの集合場所に来るのになかなかタクシーが捕まらない状態っていうことで、御家

族の方に送ってもらったりとか、ちょっと時間がもうちょっと余裕、遅い時間で集

合していただけないかなあというふうな声も聞かれております。 

そういった中で２番目ですけども、地域公共交通のドライバー不足による、これ

タクシーをちょっと意味してるんですけども、需要と供給のミスマッチの解消に要

する支援など、町を含んだ広域で解消に向けての、町長、町長会も出ておられます

ので、町長会などでそういった議論があるのか、お聞かせ願えればと思います。 

◎議長（小池弘基君）   

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）   

町長会として話すというよりも、日本全国、今、議員がおっしゃったように、タ

クシーの運転手不足、これが非常に顕著な問題として上がっております。特に観光

都市、あるいは先ほど言われました、吉村知事が来年の万博に向けて、非常にタク

シー不足を今危惧してあるという状況がございます。そういった全国的なタクシー

の乗り手不足に対する、大きな意味の全国的な組織として、我々、首長、市長が作



－ 137 － 

っております、活力ある地方を創る首長の会というのがございます。これは、１市

７町の全ての首長が、糟屋地区の場合は入っておりますが、これは、全国組織とし

て今活動を非常に積極的にしておりますが、230ほどの首長が集まっております。

全国でいうと1,700以上の地方自治体があるわけですが、これは1,700の自治体に向

けての発信も含めて行っております。主要な話としては、やはり、後ほどお話され

ると思いますが、ライドシェアのことを中心に議論をし、国への要望も、今後、今

も行っておりますが、今後も行うということで、地域的に、糟屋地区のタクシーの

不足とか、そういった具体的な問題については、今、もう分かっているという状態

でございます。 

ですから、地域的個別的なことについての議論は、粕屋地区の協議会の中では行

っていません。ただ、最近、県のほうで地域公共交通の運転手不足の問題検討会議

というのが、これ県知事を中心に、県内の様々なバスとタクシーの関係の運転手不

足がございます。ちょっと長いんですけども、地域公共交通運転手不足問題検討会

議という表題で、実は、会議がスタートしておりまして、これはもう全県的な問題

として、今後、協議を深めていこうということにはなっております。 

◎議長（小池弘基君）   

安藤議員。 

◎１５番（安藤和寿君）   

町長からの答弁で、県のほうも検討会議でいろいろ議論してスタートしていると

いう内容をちょっと答弁いただきました。そういった中で、各地域というかを調べ

てみると、福岡市なんですけども、福岡市は特区の取組を行ってます。その中で、

福岡市の取組として、タクシードライバーに必要なのは、まず、２種免許というの

が必要となってまいります。２種免許の規制を緩和して、一定の条件を満たせば普

通免許でも乗務ができる。全国でも初めての新たな制度の導入を目指して動いてい

るというところでございます。国に特区の設置を要請する方向で調整を進めている

と。 

具体的な条件としては、タクシー会社の社員であることが、まず１点。講習や受

講することなどから乗務に必要な規制を緩和することで、事業者がドライバーを確

保しやすくする狙い。今後、国やタクシー業界などと、具体的な調整を進めていく

こととしているということでございます。糟屋郡の中でもやはりタクシー会社さ

ん、ございます。そういった中で、福岡市がこういった、今回、２種免許の規制の

緩和とか動いておりますんで、そういった内容で糟屋郡１市７町も、お隣福岡市を

まねするっていう形ではないんですけども、そういった緩和が図れれば、糟屋郡の

中のドライバーさんも徐々に増えてくるんじゃないかと思いますので、そういった
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ところをちょっとよくお願いしたいなというふうに思っております。 

では、次の３番目の質問に行きたいと思います。次の３番目の質問は、ライドシ

ェアという、初めて聞かれる方もおられるかと思います。先に、ライドシェアとは

何ぞやというところで説明から入ってまいります。ライドシェアとは、文字どお

り、ライド、乗ること。シェア、共有すること。言わば、同じ車両に相乗りするこ

とにあります。移動したい人とドライバーを結びつけ、車を共有するサービスで

す。既に、多くの海外においては、ドライバーと同乗者とマッチングさせるプラッ

トフォーム企業として、アメリカではデリバリーでおなじみのウーバーとリフト

で、ウーバーでは世界800国以上の都市に進出するなど普及が加速しております。

ハワイ州では、さらに、ハワイ初のホロホロというライドシェアサービスがあり、

普及の光景には、スマホによる正確な供給のマッチング。運転者と同乗者が総合評

価するシステムへの安心感と乗車前にアプリで行き先や所要時間、料金をシェアで

きる利便性の高さから安価に移動できるなど考えられるとされております。道で拾

うタクシーと違い、簡単操作の専用アプリであらかじめ目的地を指定し、事前に所

要時間、料金確認した上で配車ができるという内容でございます。料金は手配時に

決定するために、渋滞に巻き込まれたり、ドライバーが遠回りをしたとしても、支

払い料金は変わることがありません。アプリに登録しているクレジットカードで決

済されるので、お金のやり取りがなく安心というところでございます。 

しかし、日本では、一般人が自家用車を用いて有償で他人を輸送することは、道

路運送法第78条により、原則、白タク行為として禁止されており、海外移住者の声

として、「海外事例を参考にライドシェアを進めてほしい。」という意見や、「日

本の不便は想像を絶する。」などとまで言われております。普及している国と地域

は、ドアツードアの世界で人々の移動がなされている光景。 

現在、町内の移動に関しては、福祉バスが活用された移動とタクシーを利用する

移動、自身の車両を活用するなど、移動の方法は様々であります。町内の移動状況

でよく聞かれるのが、予約した時間の病院への移動。売出し時間に合わせたスーパ

ーへの買物。お昼時、夕飯時での飲食店への食事。金融機関などの外出の用件。希

望の時間に応じて活用できていた交通手段の確保が、コロナ禍前よりも非常に厳し

いという声が聞かれます。さきに述べた需要と供給のミスマッチの解消。特に、

「タクシーを希望に応じた時間帯で活用する際、確保が一番難しい。」という声が

聞かれております。高齢者の免許返納を促すことからも、現在、国においても議論

され、規制の改革が進みつつあるということでございます。 

そこで、質問をさせていただきます。タクシー不足の解消策として、公共交通空

白地有償運送として運用を行っている自治体もございます。現状のドライバー不
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足、今後を補う観点から、当町でも現状の対応策として、シルバー人材センターな

どの新たなシニア世代の職種としての考えや粕屋町版ライドシェアの実用に向けた

お考えはあるかどうか、町長お願いいたします。 

◎議長（小池弘基君）   

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）   

ライドシェアの問題、先ほどちょっと、私が首長の会で国との協議を始めたと言

ってますが、非常に厚い岩盤です。先ほど言われました、法律的な制約が非常に多

い部分とやはり日本になじむのかという観点から、政府、そしてまた与党の中でも

議論が大きく分かれているところでございますが、国に対する要望としては、菅前

総理、あるいは河野太郎大臣辺り、そしてまた鈴木英敬、元三重県知事なんです

が、地方公共団体の首長としての経験がおありということで、その辺の人脈を使い

ながら国のほうにライドシェアの要望を行っているところでございます。 

ただ、今、議員が言われたように、粕屋町だけでっていうことはまず無理です。

これはもう国全体の方策というか、方針転換をしないといけません。そしてまた、

もう一方は民業圧迫というのが非常に根強いんですね。タクシー業界辺りの、それ

ぞれの自分のシェアが狭くなるんじゃないかという危惧もございますが、一方で

は、タクシー運転手の不足が日本の、例えば、インバウンドで外国から来られる方

の、地方公共交通の日本の貧困さですね。これが非常に今、外国でも評判になって

おりまして、日本は車がないんだという、そういった一定の悪い評価があります。 

そういったことを打破するためにも、確かに運転手の増強といいましょうか、こ

れから先の地方公共交通の発展を促す必要ありますが、民業とそういった新たな形

での、ライドシェアという形での共存を図る必要があるっていうことは、これはも

う一定の理解はみんなしてるわけですが。では、タクシー業界のほうの今運転手不

足をどうするかっていうのは、やはりコロナによりまして、雇用調整交付金辺り

で、確かに運転手がそのときにもう去ったわけですね。タクシー業界の中で、４割

ぐらいは今もう全く車両が動いてないような状態があると思います。そういった運

転手を元のタクシー業界のほうに呼び戻すための方策、これも必ず必要でございま

す。 

ですから、並行してライドシェアと今の既存のタクシー業界との共存を図るため

の政策を、今、国のほうでは考えてあるようでございます。もう一方では、議員が

御提案になりました高齢者、シルバー人材センターは高齢者の雇用対策事業でござ

いますが、高齢者の運転手の事故ですね。安全性の問題が非常にクローズアップさ

れておるようでございます。町としましても、運転免許証の返納を推進している状
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況もございますので、これは全くイコールになる話ではありません。ある程度、そ

の相反するような政策にもなりますので、これは慎重に考えなくちゃいけないこと

と思っております。 

◎議長（小池弘基君）   

安藤議員。 

◎１５番（安藤和寿君）   

はい、御答弁ありがとうございます。厚い岩盤ということで、実際そのとおりだ

と思うんですね。日本の場合、いろんな規制が行われておりまして、国のほうで

も、国会の中でも規制改革委員会だとかそういった形で見直していこうというふう

になっておりますけども、その中でも、やはり心配なのは、いろんな事故が起こっ

たときはどうするのかというのが先に来てしまって、なかなか解禁まで行ってない

というところだろうと思います。 

しかしながら、世界ではもう10年ぐらい前からこのライドシェアというのが普及

し始めて、そもそも、先月、利用する機会がありましたんで、ウーバーとリフトっ

ていうのを使って、どんなもんかなあということで使ってきましたけど、非常にス

トレスなく車が来ると。あと、お金のやり取りもなく、最終的にドライバーさんの

評価をすることによって、評価が悪いドライバーについては、上のリスト陣に上が

ってこないとか、非常にちょっと安心感があるように感じられました。 

そもそも、海外では福祉バス的な施策がございませんので、全てはライドシェア

っていう形の部分で運用が行われており、当時使ったところで、たまたま日本から

の学生の留学生の方が担当していただきました。大体３時間ぐらいで大体100ド

ル、日本円にして大体１万5,000円とかそういった短時間でアルバイトができるこ

ともあり、非常に１時間当たりいくらという形で、長時間働くよりも非常に率がい

いので勉学する時間も確保できるし、そういったところでライドシェアの制度につ

いては、非常に感謝してるっていう意見をいただきました。そういった中で、まだ

まだ普及していない状況でございますので、しかしながら、タクシー不足っていう

のは、まだ解消される方向には向かってないのが現状というところでございますの

で、次の質問に入らせていただきたいと思います。 

まず初めに、質問の前に、福岡空港の６時というのをちょっと通告書に出してお

りましたんで、６時というのをチョイスした関係で福岡空港の状況を説明させてい

ただきたいと思います。まず初めに、福岡空港の朝７時に出発する、まず、航空機

でございますけども、７時10分発まで入れて９便が離陸し、各航空会社の機材、座

席数を調べて合計したところ、1,706席ございます。ちなみに、７時台、７時50分

発までに、国際線の出発を含み、全部で21便。座席数としては、3,386席で運行さ
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れております。福岡空港の国内線、搭乗開始時刻は朝６時から行っており、この手

続に合わせて、町から移動する手段としてタクシーを手配するわけですが、コロナ

禍前と比べ、６時に福岡空港到着でタクシーを手配しようとしても、ほぼ見つから

ないという声があります。 

このことは、来年の2024年問題で、タクシードライバーの日勤勤務者の拘束時間

が、４月に改正されることから、例えば、６時に乗務をするということになると、

時間外労働の上限規則が始まることなどにおいて、粕屋町と福岡空港は近過ぎて、

６時に空港にお客さんを送り届けた以降は、到着が２時間後の国際線到着からしか

ないことから、すぐに仕事がないことも考えられます。 

バスの移動では、西鉄後藤寺－福岡空港経由が、福岡空港－博多駅行きが2021年

９月30日で廃止をされております。現在の公共交通では、例えば、原町駅を５時

36分の博多駅行きの始発電車に乗り、博多駅で市営地下鉄に乗換え、福岡空港駅に

は６時４分、ターミナル到着は６時12分とされておりますが、既に、搭乗手続は行

われており、始発電車の５時55分着が先に到着していることから、保安検査場所

は、既に混雑の状況だということでございます。搭乗口まで行くのに時間の余裕が

ないため、乗り遅れることも考えられ、なかなか７時出発の航空機は使いづらいと

いう声もございます。 

そんな中で、７時台の航空機に乗れば、比較的、運賃が安くて済むというのがご

ざいまして、先日、私も10月29日に利用しましたけども、さきに福岡から羽田まで

が１万4,800円でございました。最終、売り切れて、私は別の便に乗りましたけど

も、既に、ほぼ満席の状態で、日曜日でありながらほぼ満席の状態で出発してるっ

ていう形でございます。私が乗った航空会社も大体７割程度埋まってる状態で、事

前に空港まで行く足として、私も前日に電話しましたけども、「当日電話してくだ

さい。」ということでございましたので、もし、当日電話してタクシーが捕まらな

い場合は、乗れないということになろうかと思いますので、非常に困っている状態

でございます。多くの方が、まずタクシーを利用するか、家族の方が送迎するとい

う状態だと思います。家族にとっては負担となっている声も聞かれます。 

そこで、町から空港アクセスの提供ができないものかを質問したいと思います。

当町から福岡空港国内線ターミナルに朝６時到着で、現在、町内のみを巡回してい

るふれあいバスを活用し、通常のダイヤ運行前、ふれあいバス８時半から運行をさ

れておりますので、その前に、シャトルバスとして投入することはできないものな

のかという要望ございます。この件につきまして答弁をお願いいたします。 

◎議長（小池弘基君）   

古賀介護福祉課長。 
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◎介護福祉課長（古賀みづほ君）    

はい、お答えいたします。現在、粕屋町内から福岡空港へ乗り継ぎなしで行くこ

とのできるバスは、イオンモール福岡を経由する西鉄バスがあるのみでございま

す。そのため、公共交通機関で福岡空港へ行く際には、イオンモールからの西鉄バ

スの利用や、JRと地下鉄を乗り継ぐ、先ほど議員がおっしゃった方法。それからま

たは、タクシー等を利用される方が多いと思われます。 

今回、町のふれあいバスの通常運行前、８時半前の時間を利用して、早朝に福岡

空港国内線ターミナルにシャトル運行を投入することができないかという御質問で

すが、実際に、ふれあいバスを利用して運行するには、いくつかの要件をクリアし

なければならないかと思われます。まず、福岡空港とどこを結ぶ経路にするのかに

もよりますが、地元のバス業者やタクシー協会との協議、それから、運輸支局等と

の協議、空港が所在する博多区や、空港へのバスの乗り入れについての協議、ま

た、運転手の人数や早朝からの運転を含むシフト等の調整が可能かどうか、そうい

った様々な要件でございます。 

よって、今のような様々な要件のクリアと、本来ふれあいバスの運行目的は、道

路交通法に抵触しない形で、無料で公共施設を巡回するバスとして運行しておりま

すので、現在の形では福岡空港への新たな運行ルートの投入というのは、少し厳し

いかなというふうに考えております。 

◎議長（小池弘基君）   

安藤議員。 

◎１５番（安藤和寿君）   

課長のほうが現状なかなか厳しいと。問題のクリアがならないことのほとんど

は、実際に運行することはできないという答弁でありました。そのとおりだと思い

ます、現状。まず難しいんだろう。難しいことは分かってるんですけども、できれ

ば、本当に嬉しいことの要望だと思うんですけども。まずは、乗務員の人員の問題

とか、そういったものがあろうかと思います。まずは、通常の運行ダイヤよりも分

けた形で考えるべきだと思うんですね。こういった新しい運行については。あと

は、利用者の乗車場所の選定ですとか、町の町内バス停の、今現状のふれあいバス

の停留所は、67か所あるかと思います。朝早いこともあり、外は非常に暗いです。

そういった暗い中での配車であることから、非常になかなか難しいのでないのか。

また、ドライバーさんの負担にもなるのではないかというところはあるんですけど

も、安全面からして、乗車については、例えば、案的なことでございますけども、

粕屋町は24か所あるコンビニがございます。コンビニで乗車をしてもらうですと

か、あとは、コンビニの店舗に協力をいただくなどが必要ではないかなというふう
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に思います。コンビニがない地域においては、できるだけ明るい場所を選定する必

要があるかと思います。そこで、今の状況で、例えば、停留所を選定して回ったと

しても、実際に乗務される方は、分からないわけでございますので、そういった形

でAIを通じた事前登録。事前の予約システムとか、デマンド型バスとして運行す

る。AI化を図ることが必要ではないかなあというふうには思っております。 

昨日の都市計画課長の答弁でもありましたけども、地域交通の検討の時期に入っ

てるというところであります。町民の方も、非常に朝の空港に行くことには、非常

に困ってる状況でございますので、そういった難題を解決していただいて、是非、

運行していただきたいなあというふうに思います。そういった中で、昨日、同僚議

員の中でも、町の魅力をもっと発信するべきだという、一般質問がございました。

一つ、粕屋町のバスが福岡空港に行く、さあ福岡空港に行こうとなった場合に、非

常に注目されると思うんですね、バスを。飛行機に搭乗されるお客さんを運ぶって

いうことに対しまして、非常に注目される点と、さらに出張で行かれる方、福岡県

外に行かれるわけですから、そこで、例えば、ふるさと納税の発信ですとか、そう

いったことにもつながっていくと思うんですよ。あくまでも情報発信することによ

って、粕屋町がもっともっと有名になっていくとか、そういったところもあろうか

と思いますので、是非、やっていただきたいなというふうに思うんですけども、附

帯的な部分を含めて、町長、この件については、どのようにお考えかなあというふ

うに思います。 

◎議長（小池弘基君）   

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）   

案としては、非常に面白いといいましょうか、粕屋町の交通至便な都市圏にあ

り、この交通インフラが非常に便利な粕屋町という利点をより一層アピールすると

いう点では、非常に有益だろうと思いますが、費用対効果、これもう税金投入です

のでね。費用対効果、そしてまた運転手の確保。あるいは、先ほど担当課のほう述

べましたが、様々な規制との協議。これが、大きなクリアすべき問題として残って

おります。それを一挙に解決するのが、どうもライドシェアじゃないかなと、今お

聞きして思ったわけですね。 

実際、その個人個人の契約が登録制ということで、我々首長の会もそういったこ

とを国のほうには要望していますが、登録された方々がスマホのアプリを使って契

約をし、例えば、自宅のほうに、コンビニとかじゃなくて自宅に朝行きたいから何

時に来てくれという話で、手挙げるようなライドシェアを副業としてでもいいで

す。そういった方々がおられれば、もうダイレクトに行けるというようなこともあ
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ります。まさに、費用が要らないわけですね。公共の費用が要らない、税金の投入

が必要ないというようなことにもなります。そういった総合的な観点から、今後、

検討課題とさせていただきたいと思います。 

◎議長（小池弘基君）   

安藤議員。 

◎１５番（安藤和寿君）   

はい、ありがとうございます。昨日のコミュニティバス化っていうのもございま

したんで、その部分、当町から福岡空港の場合についても、時間帯別にコミュニテ

ィ化してもいいんじゃないかなというふうには思います。多分、利用される方は、

気持ちよく料金を払っていただける。出張の方は、会社から費用が出るっていうと

ころもありますけども。まずは、行くことが先決っていうところもありますので、

是非、進めていただきたいなと思います。 

また、先ほど福岡市の特区の中のことを申し上げましたけども、福岡市では、今

回、特区の中に22項目、活用数ということで出しております。その中で、空港アク

セス改善に向けたバス関連規制の緩和ということで、ニーズに迅速かつ柔軟に対応

した空港アクセスの充実を図る観点から、国家戦略特区内の空港を発着する空港ア

クセスバスについては、運賃設定の際に、上限認可を届出として、運行計画設定の

際の届出期間を短縮させるというものがございます。期間的には30日前から７日前

に短縮するというところも、福岡市では出してきておられますので、そういった観

点からも、粕屋町、非常に空港に近い場所でございます。現状、困っていられる方

の解決に向けて検討を進めていただきたいと思っております。 

次に、５番目の質問に行くんですけども、今回、なかなかそういったのがすぐに

難しいなあというふうな形であれば、例えば、近隣町が運行するバスも考えてある

んじゃないかなあと思うんですよ。例えば、久山町からだとか篠栗町も、もしかし

たら空港までの足ということで、考えておられるかもしれませんけども、粕屋町の

バスと連携するっていうか、接続するっていう意味からして、近隣町とのバス運行

協議会とかあるかどうか分かりませんけども、そういった中で、運行を図ることは

できないかどうか。ちょっとお尋ねしても、もしあれば、答弁いただいてよろしい

でしょうか。 

◎議長（小池弘基君）   

田代都市計画課長。 

◎都市計画課長（田代久嗣君）   

今のところ、近隣町と連携したバス運行協議会、そういうものはまだ設立ってい

うか、ないような状況でございます。 
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◎議長（小池弘基君）   

安藤議員。 

◎１５番（安藤和寿君）   

近隣町も多分困られてる案件ではございますので、是非、町長、町長会の中でも

そういった情報収集とか、そういったことがございましたら、収集していただい

て、粕屋町の魅力発信について進めていただきたいなというふうに思っておりま

す。 

以上で、時間となりましたんで、一般質問を終了させていただきます。 

ありがとうございました。 

（15番 安藤和寿君 降壇） 

◎議長（小池弘基君）   

ただ今、安藤議員の一般質問が終わりました。 

ここで暫時休憩といたします。 

再開を10時20分でよろしいですか。次、総務常任委員会が控えているようでござ

いますので、再開を10時20分といたします。 

（休憩 午前10時13分） 

（再開 午前10時20分） 

◎議長（小池弘基君）   

再開いたします。 

議席番号13番、本田芳枝議員。 

（13番 本田芳枝君 登壇） 

◎１３番（本田芳枝君）   

13番、本田芳枝でございます。通告書に従って一般質問をいたします。 

一般質問の内容は、１、職員採用における専門職の登用の方針、それに伴う働き

方改革について。それから２番目が、育児休業取得の向上に向けて。３番目が、LI

NE損傷報告（道路・公園）についてという流れでいたしますが、実はこれ一番下は

とにかく、１と２は粕屋町特定事業主行動計画と、それから、令和６年度の予算編

成に当たってというものに対する私の質問なんですが、二つがちょっと入り混じっ

ているところがあるのでよろしくお願いいたします。 

それで最初は、職員採用における専門職の登用の方針、それに伴う働き方改革に

ついては、１と２は主に予算編成の方針。それから、３、４は特定事業主行動計画

の中からの資料で質問をいたします。育児休業は、特定事業主行動計画が主でござ

います。 

それでは、今から始めます。11月24日に粕屋町の令和６年度の予算編成方針が発
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表されました。私が注目したのは、市制施行に向けた持続的な発展のための施策の

推進。市制をゴールとするのではなく、市制施行後においても持続的な発展につな

がる予算編成を目指すものとするというところでございます。 

でも、その中で気になる点が一点ございました。それは、人件費についてでござ

います。シティプロモーションなどの事業を展開する市制対策室、またはデジタル

トランスフォーメーション、DXですね。それから、グリーントランスフォーメーシ

ョン、これはGXの推進に当たっても、職員の兼任が多いという現状打開に向けての

予算措置に対して、人件費の増大に対する記述は見つけることができませんでし

た。町は、この５月定例議会で、職員定数条例の一部を改正する条例を提案し、議

会もそれを全会一致だったと思うんですけど、ひょっとしたら違うかもしれません

が、間違いがあったら許してください。可決しました。 

その内容は、令和６年度から令和10年度において、町長の事務部局の職員の定数

を、201名から241名とするものでございます。現在粕屋町は、令和７年度の国勢調

査で５万人達成により、市制を目指していますが、人口の伸びは微増にとどまり、

４万9,000にもまだ到達していません。果たしてこれで大丈夫なのかと感じていま

す。実は、私自身、職員によるきめ細やかな、的確な行政サービス。若い職員によ

る発想で、若い家庭を呼び込む方策が必要だと感じていますが、そのためにはもっ

と柔軟に、若い優秀なやる気のある職員採用、人材育成が必要だと考えています。 

条例改正による職員定員数の増大の趣旨は、住民ニーズに対応し、サービスの維

持、向上を図るための計画の見直しとなっていますが、定数変更だけでなく、職員

の専門性の必要性、働き方改革などの取組も含めて、市制を目指す今後の在り方を

町長に問います。 

まず１、住民のニーズに対応した職員募集としていますが、具体的にはどのよう

な方針の基に、予算措置を含め、検討し計画されたのでしょうか。お願いいたしま

す。 

◎議長（小池弘基君）   

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）   

ほぼ、議員がおっしゃった中にヒントがございます。様々な行政施策が、この数

年で大きく変わっております。従来の地方自治体が持っている、既存の窓口事務を

中心とした基本的な業務に加えて、まさに、地方が自分で魅力ある自治体を形成す

るための独自の政策をする必要があると。先ほど安藤議員のほうからも、粕屋町の

魅力づくりについて、もうちょっと頑張ってくれというエールをいただいたんです

が、粕屋町の、今後生き残るための地方自治体として生き残るための施策の展開が
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必要だろうと思います。 

そのためには、粕屋町に今ある既存の資源、まさに駕与丁公園と九大の農場跡

地、この二つのことを中心として、粕屋町全体の経済の発展、そして地域の発展、

また、まさに将来を担っていただける教育を含めた人間形成のための新たな政策を

考える必要があると。そういった観点、大きな計画の根幹はそこにあります。その

中で、専門職ですね。専門職を採用する必要があると。これはもう特に、今回はそ

の専門職を中心とした採用を中心と考えておりますが、一般職についても、先ほど

今言われましたDX・GXの推進、そして、市制対策を行うための職員の養成、そし

て、ここ数年本当にあるんですが、緊急的臨時的な給付金事務の増加が非常に多ご

ざいます。 

今日も新聞で、来年の２月３月には、減税を対象としない世帯に対する給付金を

考えているというふうに、急に、これは政府が発表をしておるようでございます。

２月３月です。まさにもう12月なんですが、すぐそこにある時間的あんまり余裕が

ないところでの体制を整えなくちゃいけないというのは、こういった非常に緊急的

な対応を行政ニーズとして構築する必要があります。そしてまた、災害に対する準

備を行うために、余剰的、余剰というのは語弊があると思いますけども、余裕があ

るような人員体制も作る必要がございます。 

そして最後に、私がもうこの職員の研修を、これはもう本田議員がよく言われる

ことなんですが、もうちょっとその充実しようという話をよくされるんですが、も

う内部的な研修ではやっぱり限界かなと思いますので、特に、民間の施設に、民間

の企業に対する研修、派遣する研修、これも実は考えております。そしてまた、県

が行ってます東京事務所とか、要するに中央官庁に直接ダイレクトに結びつけられ

るような、パイプとして作れるような、そういった人材を養成するための派遣、こ

れも今後考えていきたい。様々考えておりますと、本当に、人間が足らないという

状況がございますので、そういったことを考えながら、今後も職員採用を進めてま

いりたいと思います。 

◎議長（小池弘基君）    

本田議員。 

◎１３番（本田芳枝君）   

まさに今、国が求めている、あるいは社会全体が求めている様々なニーズに対し

て、いろんな施策を、それが、的を得てるのか得ていないかは別として、国が地方

自治体にいろいろ指示っていうか、予算をつけているような状態ですが。私が最も

お尋ねしたいのは、住民ニーズ。これは何でしょうか。粕屋町の今現在における住

民ニーズとは、これはどういうふうに考えられますか。 
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◎議長（小池弘基君）    

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）   

あまりに大きな話なんですね。様々あります。住民一人一人、ニーズが違う。大

きな意味では、これはある程度住民の方々にはコンセンサスを得てるとは思います

が、粕屋町が、この粕屋町としての魅力あるまちづくりのために、やはり、子ども

の育成、そして教育。こういった、将来を担うような子どもたちに対する政策、対

策を中心に行いたいと。これが、住民の方々の、大きな大きなニーズの一つだろう

と思います。 

◎議長（小池弘基君）   

本田議員。 

◎１３番（本田芳枝君）   

私が住民ニーズという言葉を申し上げましたのは、条例改正のときに、その趣旨

に、住民ニーズに対応し、サービスの維持向上を図るための計画の見直し、となっ

ているんですね。それで、町はこの住民ニーズをどう考えているのか、どのように

して住民ニーズを把握しているのか。その結果の条例の提案なのかっていうのがす

ごく気になって、そこからずっと私はその疑問が続いているところなんですけど。 

実は、住民ニーズっていうのは非常に、今、町長もおっしゃったように、大き

な、非常に抽象的な内容なんですね。住民は、結局若い人からご高齢の方、そして

子どもたち、そういう子どもたちに対応するニーズに、国から様々な問題がどっと

押し寄せてくる。それ押し寄せてくるのをこなしながら、住民ニーズに応えてい

く。それが、粕屋町の課題だろうと思います。ただ幸いに粕屋町は、高齢者の割合

が少なくて子育て世代が多いということで、私は今、住民ニーズで最も皆さんが感

じておられるのは、市制に向けてのことではないかと思うんですよ。大まかに言う

と。早く市になってほしいと思われる方が結構いらっしゃいます。 

ところが、私自身がアンケートをとったわけではないので、現状でいいよってい

う方もいらっしゃると思います。ところが千載一遇のチャンス。2025年に国勢調査

があって、そこで５万人達成すれば、粕屋町は市になるんです。市になるメリッ

ト、デメリットも様々あると思いますが、私は、市になることによってのメリット

のほうが大きいと。つまり、大きな施策を組むことができるんじゃないか。それ

が、住民サービスのニーズに応えていくんではないかと思っています。うちの町の

地理的条件は実にかなっているんですね。若い家庭を呼び込む。その若い家庭が粕

屋町ってすごいね。地元の皆さんがそう思ってくださらなければ、人は呼び込めな

いんです。 
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だから、私は今後の町の方針としては、若い家庭を、つまり、うちの町に定住し

て、税金を払って、そのまま粕屋町、住みやすい町に住み続けられるような活動を

していただける若い方、そういう方を呼び込むということが今後の方針になるんで

はないか、そういう意味で、今回の一般質問を取上げております。それで、既に６

年度の採用計画は立てられていますが、それはどのようなものになっていますか。

もう立ててあると思います。 

◎議長（小池弘基君）    

豊福総務課長。 

◎総務課長（豊福健司君）   

先ほど、本田議員が冒頭のお話の中で、５月の議会でということで申し上げられ

たかと思ったんですが、令和５年の９月議会で、条例の改正のほうは上程のほうさ

せていただいておりますので、訂正をさせていただきたいと思います。そのときに

も、条例改正の際にも、定員管理計画ということで、令和６年度から10年度までの

定員管理計画のほうを御説明させていただいております。そちらの１ページのほう

に、先ほど、町長も申し上げられました住民ニーズにということで、住民ニーズに

ついても少子高齢化とか、今後出てくるまちづくりに対する住民ニーズとか、社会

情勢の変化が刻々と変化してるということで、職員のほうもそれに合わせて対応し

ていくようにっていうことで、１ページのほうに今後、取り組むべき行政課題や住

民ニーズに適切に対応するために、適材適所の職員配置や、業務量に応じた職員数

の割り振りなど、適正な定員管理を行っていくことが重要ということで明記のほう

をさせていただいております。それに基づきまして、定員管理計画、一番最終の

10ページになりますが、今後５年間の必要定員数を見込みまして、計画のほう出さ

せていただいております。また、それに基づきまして、先ほど、241って言われた

のは、町長部局の職員数だと思うんですが、総数で260から300人ということで定数

条例の改正を行っております。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）   

本田議員。 

◎１３番（本田芳枝君）   

先ほど訂正されたのはどの内容ですか。私この９月の定例議会というふうに言っ

たんですけど、そこが違う。５月。９月、あ、ごめんなさい。９月のつもりが５月

に聞こえたんですね。申し訳ありません。９月にされております。それを私申し上

げたつもりですけど。それで、そこが私よく分からないんですけど。９月の時点で

定数改正の条例を出してありますよね。多分可決されるだろうという目論見の下っ
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て言ったら申し訳ないけど、出されて可決しました。そして、今度は予算編成を出

しておられます。その流れの中で、来年はどうするかっていうのは既に皆さんの頭

に、予算も含めてあると思うんですよ。だから私は、現在、令和６年度の採用計画

は立てられているんですか。もう実際、来年はどうしようというの、予算編成を考

えられると思うので聞いたんですけど、それはどうなんですか。 

◎議長（小池弘基君）    

豊福総務課長。 

◎総務課長（豊福健司君）   

具体的な採用計画につきましては、今、予算編成時期ですので、計画のほうは立

ててる段階ではございますが、大きな違いとしましては、採用試験。令和５年度か

らオンライン試験を取り入れまして、日本全国から受験を希望される方が受験でき

るような体制を整えたりとか、試験の回数を昨年、５年度で言いますと３回行って

おります。来年度につきましても、オンライン試験の導入と試験回数の、できる限

り多くといいますか、３回以上は採用試験を実施して優秀な人材の確保に努めてま

いりたいと考えております。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）   

本田議員。 

◎１３番（本田芳枝君）   

私がお尋ねしたいのは人数です。なぜ、人数にこだわるかというと、それは人件

費に関わるから。人件費は、令和４年は21億8,700万円。そして、中期計画では

24億円になっています。ところが、令和７年度は25億円ですね。中期財政シミュレ

ーションでは、これを変えないといけないんじゃないかなと思います。それで、例

えば、近隣で一番参考になるのは那珂川市ですけれども、同じような人数です。粕

屋町が増やしたような、28億円かかっています、人件費が。自治体によって様々あ

ると思うんですけど、うちの町は２億円から３億円増えると思います。そういうこ

とも含めて中期計画を、今後、財政見直しをされると思うんですけれど。だから、

その人数がどうなのか。新規の採用だけではなくていろんな意味で人件費は入って

いますので、一概には言えないんですけれども、そういうことを考えて申し上げま

した。 

次に行きます。二つの視点からの中途採用も含めた職員採用計画は。もう既に、

これが計画してあるのかなと思いつつ、お尋ねするようにしていますが。その辺が

ちょっと危ういですね。今後、欠員が予想される職員。例えば、図書館司書、保健

師などの福祉関係や未就学児の施設職員。それから２番目に、今後の取組として必
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要と思われる職員。社会福祉士、税収を増やすための具体的な取組の専門家、都市

計画、建設・設計、土木などの専門性を持った職員などの採用計画は、今後どのよ

うにされるのか。実際、その計画を今、立てておられるのか。そのことをお尋ねし

ます。 

◎議長（小池弘基君）    

豊福総務課長。 

◎総務課長（豊福健司君）   

まず、ちょっと御質問に対しまして、未就学児施設職員というのは保育士、幼稚

園教諭ということでよろしいでしょうか。それと、あとすみません。税収を増やす

ための具体的な取組の専門家というのはどういう業種でしょうか。 

◎議長（小池弘基君）   

本田議員。 

◎１３番（本田芳枝君）   

もうどういうふうに考えたらいいか分からないけれども、よく町長が外に向けて

いろんな出掛けておられて、いろんな情報を集めて、それから粕屋町の中でそれを

採用するとか、だから私は、税の専門家でいいのかなと思います。どのようにした

ら税収が増えるのか、高まるのか。それを戦略的に考える人がいると思います。そ

れがいなければ、研修を重ねてそれをする。そうしないと、例えば、粕屋町には空

地がたくさんあります。その空地をどのように活用したら税収が上がるのか。いろ

んな意味での、客観的に税収を見て、例えば、今68億ぐらい税収がありますよね、

町税がね。ちょっと違うかもしれませんけど。その町税をあげないと、住民サービ

スの向上は、まずできないところがあると思います。だから、粕屋町全体におけ

て、税収に焦点を当てた、そういう職員が私は必要だと思っているんですが、自分

自身もどういう人なのかちょっと分からないので、はい、お願いします。 

◎議長（小池弘基君）    

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）   

税の専門家が、税収を上げるわけではございません。これは、課税と徴収という

一つの大きな流れがありますね。課税は、課税客体と言いまして、所得、あるいは

固定資産を持ってる方に対しての課税。これは、法律で決まってるもんですから、

この人の分を余計、課税したりなんてことはできないわけですね。ですから、もう

ちょっと言うならば、その課税客体を、例えば、固定資産の中の償却資産を調査し

たり、これは、今の税務課の職員でできますので、今実際やってます。そういった

ことで、課税のほうは、もう限界といいましょうかね、それ以上のことの余計な課
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税はできないわけです。徴収のほうは、本田議員一番よく御存じと思いますが、福

岡県で一番いいんですよ、うちは。だから、本当に滞納繰越しされてる、滞納に対

する税収は、本当に皆さんにお願いして、滞納処分も含めて、税収は上がっており

ます。 

ですから、もう税そのものの分については、私は、この粕屋町は非常によくやっ

てると思いますし、県からも、県知事からも、粕屋町はすごいなということの評価

を受けております。一方で、税収を上げるための政策。これはもう総合的なことな

んですよ。だから例えば、常々言ってますように、粕屋町で調整区域の緩和を含め

て、いろんな都市施設を作り、物流も含め、住宅も含め、商業施設も含め、粕屋町

を活性化していきたい。これが、ひいては税収につながるということで、私は再三

申し上げてます。それ以上のことあるんですかね。 

◎議長（小池弘基君）   

本田議員。 

◎１３番（本田芳枝君）   

じゃあそれは、誰が担当するんですか。そこが問題なんです。そこを私は問題に

している。 

◎議長（小池弘基君）    

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）   

問題じゃないですよ。今、職員がやってますよ。今、職員やってます。それで、

実際そのいろんな、なんでしょうかね、専門的な分野を持ってある業者とも連携を

とりながら、粕屋町の都市政策について進めております。これは誰がやるんじゃな

くて、職員がやるんですよ、これは実際。やってます。それで、逆に言うと、それ

は認めてないということで。 

◎議長（小池弘基君）   

本田議員。 

◎１３番（本田芳枝君）  

 認める認めないではなくて、今後の粕屋町をどうするか。そのところで考える

必要があると思うんです。今もう、例えば、私は自分が知識がないから、税収を上

げるためには税務関係かなっていうふうに思ったんですけど、実際その決算予算で

行われているのは、いかに決められた内容の中で税収をとったか。それから、徴収

は決められた中でいかに確実にそれを町が徴収したかのことしかありません。だか

ら、私はそこをあえて書いていないんですけど。１番、住民の、自治体の中で税収

を上げるということは、どの自治体でも本当に大切なことで、一生懸命考えられて
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います。そこに私は、戦略が必要ではないかと思うんですよ。その戦略があるかど

うかということを、ちょっと私も今の段階で具体的に書けなかったので、書いてい

ます。「職員が十分やっています。」というふうにおっしゃいましたので、じゃあ

その職員は、例えば、話は変わりますが、GXそれからDX、トランスフォーメーショ

ン、それから市制に向けるその体制。そういったものに対する職員が、今、兼任し

ていますよね。私は、そこは総務常任委員会ではないのではっきりしていないんで

すが、それぞれの部屋が別に職員がいるのではなくて、職員が自分の業務をしなが

らそのことを考える。もちろん業務をしないと、実際に土台にしないと、それはで

きないんですけれども、私はもっと違う方向があるんではないか。それで今、職員

採用を違う視点で見てほしいというふうに思っているので、これやりとりしたら時

間が長くなりますから、次に行っていいですか。まだ関連がありますので、次の２

番目、よろしくお願いします。 

◎議長（小池弘基君）   

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）   

私が、本当に言ってることの意味がちょっと御理解いただいてないので再度申し

上げます。職員の採用をどんどんやっていきたいということ、それは、議会の冒頭

からも、一般質問の冒頭からも言っておりますように、今の体制では、なかなかこ

れから先の対応はできない。そしてまた、GX、DX、市制対策、もうこれについての

対応ができないから、職員の採用、定員管理も含めて定数条例も含めて増やしたわ

けです。だから、今からこれを増やすんですよということを再三申し上げていま

す。それは御理解いただけますか。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）    

本田議員。 

◎１３番（本田芳枝君）   

だからこそ、予算編成にそれが入っているのかなと思って、予算編成方針を見た

んですよ。それが私には見当たらない。ただ、施策としては挙げてあります。その

施策をするのは職員です。だから、職員がそれをするための、先ほど研修とか言っ

てありましたよね。そういうことがとても大切なんですよね。 

◎議長（小池弘基君）   

本田議員、次行くんでしょ。 

◎１３番（本田芳枝君）   

そうそう、ごめんなさい。あんまりこの話をするとちょっと長くなりそうなの
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で、今、町長がおっしゃっていることはよく分かります。でも、その先を見つめた

いんです、私。現状で満足するんじゃなくて、粕屋町をどのようにしたら、もっ

と、その資源は十分にあると思うんですよ。この地理的なこと、いろいろ住民の皆

さんの様子とか。だから、もっと先を見つめて、市制に向けて、粕屋町はやってい

かないといけないんじゃないかなと思っているので、あくまでも今後です。令和６

年から７年、ここは本当にチャンスです。そのチャンスをいかすために、今現在、

どうしたらいいかということを、私は考えて申し上げているので、ちょっとすみま

せん。それはあくまでも私の立場だから、ずれがあるかもしれませんが、そういう

つもりで申し上げています。また、よろしくお願いします。 

では次に、２番目の今後の取組として、必要と思われる職員、社会福祉士、税理

士、ここ今言ったんですよね。その答えを今言ってくださったんですよね。まだ言

ってないか。はい、すみません。お願いします。 

◎議長（小池弘基君）    

豊福総務課長。 

◎総務課長（豊福健司君）   

先ほどの御質問のほうで御指摘いただいております、今後、欠員等が見込まれま

す図書司書や保健師、保育士、幼稚園教諭につきましては、今年度の採用試験の中

で、図書司書につきましては、今回募集は行っておりませんが、保健師、保育士、

幼稚園教諭につきましては、今年度に募集を行っており、今後も計画的に募集、採

用を進めてまいりたいと考えております。実績としましては、令和５年度に保健師

を中途採用で１名、令和６年４月から新たに来ます職員として保健師が２名と、保

育士幼稚園教諭が２名ということで予定をしております。 

それともう一点の社会福祉士や専門の知識を有する職員につきましては、土木建

築の知識を有する職員と社会福祉士は、今年度に採用試験を行っており、その他の

専門職につきましては、引き続き、所管課からの要望や欠員等の見通しを立てなが

ら計画的に募集を進めてまいりたいと考えております。実績としましては、令和５

年度、中途の採用でございますが、土木職を２名。１名は特に建築にも精通してい

るというお話を聞いております。また、令和６年度から、４月から、土木職が新た

にまた１名加わるというような形で今進めております。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）    

本田議員。 

◎１３番（本田芳枝君）   

今現在、私、実は、平成25年度から令和５年度までの職員の採用の、どういう関



－ 155 － 

係、種類って言ったら違うね、職種の方たちが採用されているのかを表にしていた

だいたのを見ています。だから、令和５年度のことはよく分かります。ただ、私が

先ほどから申し上げているように、今後の計画。一般事務職、町長部局の事務職や

その他も含めて増員するので、ただ数の増員だけではなくて、具体的にこの部門は

どの程度人がこの時期にいるだろうか、という計画が必要。その上に立って人件費

の伸びを考える。そういうことが皆さんのお仕事ではないか。それが中期の財政見

通し、あるいは令和６年度の予算の立て方ではないかと思っているので、お尋ねし

ているところです。 

だから、もう動き出さないと、令和７年はすぐ来ます。もう今からです。そのこ

とをどのように着手しておられるのか。特に、私がここで実際採用しておられるん

ですけど、社会福祉士が一人採用されています。現在、私が知ってるのは、職員の

中に社会福祉士は１人いらっしゃいます。ところが、それをいかせる職場ではない

ような気がいたします。住民ニーズということを先ほど申し上げましたが、今、本

当に必要とされているのは、そういう福祉の専門家が、職員として粕屋町にいると

いうことが、随分それが違うと思います。住民に対する対応から違うと思います。

だから、そういう方がもう少し必要ではないかと思っています。それから、この一

般質問でも、スクールソーシャルワーカーがいらっしゃるんですけど、正職ではな

い。今現在、勤めておられる方は正職を望んでおられないような感じでも聞いてお

ります。その方のいろんな状況があると思いますけど、やはり私は、一人は正職、

スクールソーシャルワーカーの正職は、今後の粕屋町の子どもたちのことを考える

に当たって、データーとかいろんなことが必要だと思うので、それが要ると思いま

す。そういうことを含めた今後の計画です。今ではない、今十分認めています。言

い方が悪いけど、悪いか分からんけど、何か認めてないみたいな、いや、私は今十

分認めていますが、それは現状に満足しているだけ。それじゃ駄目です。将来を、

しかもチャンスがすぐ目の前にあるんですよ。そのチャンスをいかせる、今、とき

なんです。 

だから、全体が一丸となって、そういう計画を具体的に立てて、住民の方が喜ば

れる。住民の方が喜ばれれば、自然に人が来ます。集まります。なぜなら、粕屋町

で、今、子育て世代が多いというのは、いわゆる安河内作美町長時代から、教育施

設の整備、充実を本当に力を入れてきたんですよね。その結果が、今出ていると私

は思っています。だから、町政の今後のことを考えて、どのような方たちに満足し

ていただけるだろうか。そこばっかり考えると、こっちがおろそかになりますよ

ね。そこが難しいところだと思いますが、そういう意味も含めて、ちょっと今回質

問しましたので、しかも図書館司書は、もう随分前に採用されて、今後の採用もあ
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と何年かで、何人かの方が一斉に辞められます。そういうことも含めて、計画を立

てていただきたいというふうに、今、幼稚園の計画ありますよね。どうなるか分か

りません。それを含めて未就学児の職員がどうなるか、それも含めた上で、今後、

いろんな難しい問題があると思うんですね。だから、そういうことも含めて具体性

を持った計画、それは予算にいかさないといけないので、その時期だと思うのでよ

ろしくお願いします。 

では、３番に行きます。職員の年次有給休暇、特別休暇取得の向上を目指しての

方策は、ということでお願いいたします。 

◎議長（小池弘基君）   

豊福総務課長。 

◎総務課長（豊福健司君）   

職員の有給休暇の状況につきましては、まず、実績につきまして、少し御説明を

させていただきたいと思います。休暇の取得状況につきましては、令和４年度で申

し上げますと、特別休暇につきましては、取得に関しまして条件等が異なりますの

で、全体の取得日数や取得率の把握のほうは行っておりません。ただし、年次有給

休暇に関しましては、取得日数は平均で年間11.8日。率で申し上げますと58.80％

の取得率となっており、過去５年間の中で最も高い取得率となっております。ま

た、今後も取得率の向上につきましては、これまで以上に周知や啓発を図っていく

ことと、これまで御説明させていただきましたとおり、職員体制を強化し、人員を

確保していくことなどが、休暇の取得率向上につながっていくものと考えておりま

す。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）    

本田議員。 

◎１３番（本田芳枝君）   

次は４番に行きます。８時30分から５時までの効率の良い残業なしの仕事の在り

方に向けての、業務改善の研修や職員間討議などの方策をどのように取り組んでい

らっしゃいますか。 

◎議長（小池弘基君）    

豊福総務課長。 

◎総務課長（豊福健司君）   

まず、時間外勤務につきましても実績のほうをお伝えさせていただきたいと思い

ますが、令和４年度の実績で申し上げますと、全職員の時間外勤務の勤務時間の合

計につきましては、１万8,670時間で、こちらも、先ほどの休暇の取得率のとこと
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同じでございますが、過去５年間の中で最も少ない時間外勤務時間合計となってお

ります。また、御指摘の内容につきましては、働き方改革への取組と認識をしてお

りますが、現状としましては、業務量に応じた職員を適正に配置できる体制づくり

を進めており、今後は、体制づくりに加え、煩雑な業務に費やしていた時間や労働

力をDX化、例えば、RPAの活用であったり、AI-OCRの活用、文書管理電子決裁シス

テムの導入、チャットツールの活用など、取組の強化のほうを行いまして、業務の

効率化による時間外勤務の削減を加速させる取組も強化してまいりたいと考えてお

ります。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）    

本田議員。 

◎１３番（本田芳枝君）   

これをお尋ねするに当たって、近隣の特定事業主行動計画とか、同じ財政規模の

ほかの県外のところ、一応ざっと見させていただきました。そしたら、粕屋町は本

当によく取得、有給休暇も残業時間も平均かなあという感じを見受けられました。

でも、少ない人数の中で、これをやっておられるので、かなり頭を使い、皆さんと

話し合いながらなさっているのかなというふうに、そこにちょっと無理がなければ

いいかなという気持ちもございます。 

それで、残業時間は、私が調べると、平成元年がとてもある部署で多かった時が

ありますが、後はずっとよくなってきています。残業は、すなわちすぐに、何てい

うかな、残業手当に響くと思うので、それも含めて８時半から５時までの仕事の仕

方を、本当に工夫をされるっていう必要性。今、それを進めてあるのかなというふ

うに、数字的に見て思いました。 

はい、次に行きます。育児休業取得の向上に向けてということで、令和４年度か

ら育児・介護休業法の改正が続いています。それに対応した町の取組を問います。

じゃあ、お願いいたします。１番、特定事業主行動計画に基づく取組の実施の状況

の公表によれば、令和４年度の育児休業取得可能職員は５人でしたが、実際は一人

の取得で、率としては20％。目標は一応クリアできているようですが、取得しな

い、あるいはできなかった理由をどのように分析しておられますか。 

◎議長（小池弘基君）   

豊福総務課長。 

◎総務課長（豊福健司君）   

まず、育児休業を取得しなかった、あるいはできなかった理由につきましては、

大きな要因としまして、先ほどから出ております、職場全体におけます職員数の不
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足にあるのではないかと考えております。それにより、本人より所属長等に相談す

る前に、自身が抱えている業務量と職員数等などの職場環境により、取得を躊躇

し、特別休暇のみの取得にとどまり、育児休業にまでは至っていなかったのではな

いかと考えております。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）   

本田議員。 

◎１３番（本田芳枝君）   

では続けて、２番、育児・介護休業法の改正後の町の方針をお願いいたします。 

◎議長（小池弘基君）    

豊福総務課長。 

◎総務課長（豊福健司君）   

先ほども答弁をさせていただきましたとおり、職場環境の整備、つまりは人員の

確保を先行して行い、あわせて、DX化等を並行して進めながら、誰もが安心して育

児休業が取れる体制を整えてまいりたいと考えております。また、職場環境の整備

と併せて管理職を含めた制度への理解の醸成を図ってまいりたいというふうに考え

ております。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）    

本田議員。 

◎１３番（本田芳枝君）   

今回の育児休業の目玉って言ったら、私にはそう思えるんですけど、女性、妻が

妊娠して、それが分かった時点から育児休業の計画を立てる。あるいは、上司は立

てさせて、勤務をいろいろ考えてフォローするという流れがあると思うんですけ

ど、その辺の取組は、研修とか、あるいはどのように考えておられますか。 

◎議長（小池弘基君）   

豊福総務課長。 

◎総務課長（豊福健司君）   

研修はということですが、職員向けに一斉に集合して研修を行うっていう形で

は、今現在行っておりませんが、課長会を通じまして、管理職を含めて、職員のほ

うにも情報提供をいただいておりますが、育児休業に対する制度の周知を図ってお

ります。また、出産予定者や配偶者の出産による子どもさんの扶養手当などの相談

時などに、総務課のほうの人事担当者によります育児休業に対する相談体制をしっ

かり整えておりますので、特別休暇や育児休業に関する説明っていうのを、できる
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限り個別に分かりやすく行うように努めております。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）   

本田議員。 

◎１３番（本田芳枝君）   

個別にするということは、当事者は分からないわけですから、一応法律を見て、

これができるかなと思うけれども、それがきちんと言える体制、それを粕屋町の中

で作っていなければいけない。つまり、当事者と直属の長ですね。それからもう一

つ上の長の方たちが、それを受け入れる体制を必要としています。それが可能にな

っているのか、あるいは、今後なるのか。そこが課題だと思いますが、当事者が一

番悩むのは、やっぱり自分の仕事を誰が変わってくれるんだろうか、ほかに迷惑を

かけるんじゃないだろうか、ということが一番その人にとって心配事だろうと思い

ます。でも、本人が休むということによって、その相手の女性の方はどれだけ一緒

に自分たちの子どもを、生まれることを喜び合う、分かち合うことが大切なことな

のか。本当に、相手の方にとっても大切なことなので当事者はそれをしたい。とこ

ろが、それがスムーズにできないような状況、あるいは遠慮しなければならない。

業務、激務の中でほかの人に任せられるだろうかと。だから、それが一番心配だろ

うと思うので、直接の上司、つまり主幹の方ですかね、それから課長、部長、その

方たちが一番このことを、研修を受けて、粕屋町のいろんな内容に対して、今時期

こういうことでこうであるということを理解していないといけないと思うんです

が。そこは十分に今、これからされるということでしょうか。 

◎議長（小池弘基君）    

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）   

研修ということは、今してませんけども、確かに議員おっしゃるように、上司、

直属の上司そして係長、課長、部長辺りが、こういった育児休業に対する認識を持

つ必要が本当にあると思います。これは、今後の研修計画の中にも織り交ぜなが

ら、今後、検討してまいりたいと思います。 

◎議長（小池弘基君）    

本田議員。 

◎１３番（本田芳枝君）   

参考になるのは、これは那珂川市なんですけれども、特定事業主行動計画の中

に、人事の担当、こういう育児休業とか休暇とかを取る場合の環境の整備で、人事

の担当はこういうふうにしてください。所属長の役割はこうですよ。それで本人の
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役割があるんですよね。例えば、育児休業に関しては、子育てに対する意識を持

ち、社会全体で子育てを支援していくことの理解をあなたが含めるんですよ、とい

う書き方をしてあるからとても取りやすいんじゃないかというふうに思いますの

で、こういう計画の立て方を、是非、いろんなところがあると思うので、参考にし

て粕屋町で若い世代が育児休業、特に男性が取りやすい、それがうわさにうわさを

呼んで、粕屋町はそういうところに力を入れているところ。そしたら、採用試験を

応募される方も、それを、関心を持って見られます。実際、私の姪が企業を選ぶと

きに、子育てしやすい環境を選んだというふうに言っていますので、これは人事採

用にもつながることだろうと思うので、その辺をよろしくお願いいたします。 

それで、別の視点から育児休業を男性が取った場合のメリット。今も申し上げま

したが、その家族にとって育児の支援者ではなく、当事者として関わることは大き

な意義がある。子育ての大変さ楽しさを、身をもって知ることは、これは人材育成

の一部だと私は考えています。一例ですね、役場のおよそ半分の仕事は人の暮らし

に関わること。家庭という人間社会の基本的な人の営みの大元を知ることは、職員

自身の理解力の幅を広げ、ゼロから18歳までの子育てに携わることは、子どもの成

長を通じて、子育て支援、学校教育などに、自分事として深く関わることで、公務

員としての力量が豊かになるというふうに私は思っていますので、是非、男性の育

児休業を取りやすいように、しかも、その家庭はそこから出発して、育児家事全て

のことを二人で分かち合って家庭を築く。それがこの子どもの成長に大きな良い影

響を与えると私は思っているので、まず役場からそれを、力を入れて発信をしてく

ださるようにお願いしたいと思って、これを一般質問いたしました。 

先ほどから、ちょっと誤解を招くようで、「現在してないと思っているんです

か。」っておっしゃる様でしたけど、私は本当に今の現在、皆さんよくやっておら

れると思います。ただ、議員としては、よくやっておられるからそれでいいってい

うのでは、議員の役割は果たせません。今後、粕屋町がどういう方向に向かってい

くのか。あなた方は、その羅針盤ですよね。その羅針盤を私たち議員がどういう方

向、サゼッションする。それが、私たち議会のある意味で役割ではないかと。現状

を監査するっていうことも大きな役割です。だけど、今後に向けて、本当は議会が

政策提案をするのが一番いいんですけど、まだ、私の力量ではそこまでいかないの

で、職員の皆さんに今後のことを考えて、しかも今、予算編成の時期なんですよ。

だから、この一般質問を私は取り上げて、予算編成を見て、それから特定事業主行

動計画を見て、そして、今後の計画を書き換えないといけないし、その書き換える

作業をしてほしいし、そのことによって、それは財政に負担が来ます。それをどう

クリアするかっていうのが、皆さんの力量だと思うので、やはり住民にとっては、
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このニーズは一部分かもしれない。高齢者の方からちょっといろいろ、こっちも考

えてよって、私も言われることがあるのであれなんですけど。この町の将来を考え

て、そういう全体的なことを考えて、皆さんに取り組んでほしいなあという、そう

いう観点からこの一般質問をいたしました。それについては、後で最後に聞くか

な。最後のLINE。 

◎議長（小池弘基君）   

本田議員。２番の(3)(4)(5)は、どういたします。もう全部聞かれました。４と

５も終わりました。 

◎１３番（本田芳枝君）   

はい。法改正に向けての研修は一応され、終わりましたよね。４番目、町の方針

も言われたと思うんですけど、これ４、５が、５は今後ですけど、じゃあ４、５を

お願いいたします。４番、令和５年度の育休取得可能職員は何人で、取得予定者は

何人か。また、育児休業等計画書の提出を。この計画書の提出を申し上げたので、

ここまでいってるかなと思ったんですけど。実際、令和５年度の実績はもうあるで

しょ。そこをお願いいたします。 

◎議長（小池弘基君）    

豊福総務課長。 

◎総務課長（豊福健司君）   

令和５年度の育児休業取得可能職員数につきましては、女性職員で７名、男性職

員で４名おります。またその中で女性職員につきましては、全員取得のほうをして

おります。また、男性職員につきましても、２名が、現在、育児休業を取得中でご

ざいます。 

また、先ほど申し上げられました育児休業等計画書の件ですが、こちらにつきま

しては、昨年ですか、９月議会で粕屋町職員の育児休業等に関する条例の改正が行

われておりまして、計画書の提出につきましては、もう廃止となっております。た

だし、法改正によりまして再度、育児休業が取れるようになっておりますので、計

画書を出さなくても、再度、育児休業を取得できるような仕組みに変わっておりま

す。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）   

本田議員。 

◎１３番（本田芳枝君）   

じゃあ、私が勘違いしてるのかな。その計画書を出して上司とその周りの方と、

どういうふうな体制で臨むかという相談をするっていうことが必要であると。で
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も、今度の改正でもそれは言われているので、計画書を出さないで一応は内部でそ

ういう打合せをするということになっているんでしょうか。私は、そこは肝だと思

うんですよ。それを、だから、男性の育児休暇も１年とか、それから８週間とか、

様々な形があるんですね。だから、それをどう取るかっていうのは周りの方にとっ

てもとても大切なことなので、それはどういうふうになっていますか。今の改正の

状態で。 

◎議長（小池弘基君）   

豊福総務課長。 

◎総務課長（豊福健司君）   

今現在としましては、育児休業を取りやすい環境を作るために、がちがちに計画

にのっとって育児休業を取るっていう形ではなくて、育児休業を取りたいという考

えを持たれた職員が、大体１か月前ぐらいに総務課のほうに相談に来られて、育児

休業を取るためにはどういう手続きとか、そういうものが必要なのかっていうの

を、計画書っていいますか、相談レベルでやりとりのほうをさせていただいており

ます。また、それに基づきまして、本人から直属の上司のほうへ相談されたりとい

うような形で、以前ありましたその計画書で、がちがちにこの期間とこの期間を取

りますっていうような取り方ではなくて、もっと取りやすく柔軟に対応できるよう

に、今現在、取得率を上げるための工夫をしております。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）   

本田議員。 

◎１３番（本田芳枝君）   

私がちょっと、じゃあ考え違いしてたのかも分からないけど、事前に休暇が取れ

るんですね、今。だから、それに向けてのいろんな、だから、妊娠が分かった時点

でそういう計画を立て、周りの職場の人にも言っていくという流れをちょっと知っ

たことがあったので申し上げましたが、そこはもう少し私もちょっと勉強してみま

す。事前がとても大切だと。生まれる前から、男性が関わるっていうことがとても

大事だと今思っているので。次、それはもう次の私の勉強の課題にします。最後の

この問題で、今後に向けての体制づくりっていうのは、今、言っていただいたよう

な気もするけれども、具体的にまたちょっとお願いいたします。 

◎議長（小池弘基君）    

豊福総務課長。 

◎総務課長（豊福健司君）   

先ほどからの答弁とも重複いたしますが、今後の育児休業等の取得促進に向けた
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体制づくりにつきましては、管理職を含めた全職員への制度への理解を深めるため

の、今現在、ｅラーニング等による研修等もございますので、そういう研修への取

組と併せまして、先ほどから申し上げております人員確保によりまして、職場環境

の整備と先ほど申し上げました働き方改革の推進により、誰でも育児休業を取得し

やすい職場環境の整備ができる体制の構築を図ってまいりたいと考えております。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）   

本田議員。 

◎１３番（本田芳枝君）   

それでは次に行きます。LINE損傷報告（道路・公園）についてということで、LI

NEによる道路や公園の損傷報告が定期的にホームページにアップされています。 

この事業について、問います。１番、取組の経過は。２、現状についての認識

は。３、今後の方針について。よろしくお願いします。 

◎議長（小池弘基君）   

髙榎協働のまちづくり課長。 

◎協働のまちづくり課長（髙榎 元君）   

粕屋町LINE公式アカウントにつきまして、協働のまちづくり課のほうで所管をし

ておりますので、私のほうから答弁をさせていただきたいと思います。まず、取組

の経過についてでございますが、令和３年５月20日に粕屋町LINE公式アカウントを

公開し、運用を開始しております。損傷報告につきましては、同じく令和３年の７

月１日から運用を開始しているところでございます。スマートフォンの普及やソー

シャルメディアの利用拡大の利用環境の変化に伴いまして、多くの自治体がこの公

式LINEによる情報発信を開始しておりましたので、以前から当町においても導入の

検討を行っておりました。この導入に至った主な要因といたしましては、ちょっと

詳細は省きますけれども、新型コロナウイルスのワクチン接種事業が大きな要因と

なっております。損傷報告につきましても、危険箇所の早期発見につながることか

ら、町が管理しております公園、道路の管理部署と協議を行いまして、運用を開始

したところでございます。 

以上でございます。 

◎議長（小池弘基君）   

本田議員。 

◎１３番（本田芳枝君）   

これが始まる１年前に、実は私、一般質問をいたしまして、道路の破損、いわゆ

るその側溝の状態をもう少し町で見て、結局、交通量が多いからどうしても側溝の
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ほうに車がその上を通るんですね。従って、凸凹になってガタガタになって、そこ

を歩いて通る方への配慮っていうのをお願いしたいというふうに申し上げていまし

たが、大きな事業は、区長さんを通して言えるけれども、ささいなことはどうした

らいいんだろうと思っていたら、結局、この事業が始まって、今、私が調べたら、

2021年の７月から2023年の９月まで、111件の申し込みがあって、ほとんどそれ

を、必要なところで必要な箇所を、町が整備したり県に言ったり警察に言ったりし

ているという、そういう流れがあります。 

私は、ほかの自治体でもこういう取組をしているというふうにおっしゃいました

が、この始まった時点では、まだそんなになかったんですよ。私は、一般質問する

時にその事例を見つけた。それを私がここで申し上げたか、言ったかちょっと定か

ではないんですが、これは、デジタルトランスフォーメーション、これにつながっ

ているんじゃないかなと思うんですよ。その大きな改革。結局、今までは、組長さ

んや区長さんを通して、書類を書いて職員に渡す。それでその職員が部署に上げて

する。だから、道路環境整備課がそういう作業をしていたんですけど、それを一気

に飛ばして、いわゆる、そのLINEを持っている人はどなたも、それを見つけたら写

真を撮って、即それを伝えて、それが可能であれば、その対応、可能であれば可能

です。可能でなければできません。あるいは、こうしましたっていうのをホームペ

ージに上げておられるんですね。これは本当に、業務の改革につながっていると、

私は思っています。 

だから、こういうことを今後、町がいろんな形で進めていくのかなと。是非、そ

のことを、力を入れていただいて、誰でもできるんですね。わざわざその組長さん

区長さん通さなくても、あるいは職員にいろいろ言わなくてもできるという。これ

は素晴らしいやり方だなというふうに思っていますが、その辺は、町長はどのよう

にお考えでしょうか。 

◎議長（小池弘基君）   

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）   

お褒めいただいたわけですが、実際、運用としては、LINEのこういった損傷報告

があった場合は、リアルタイムですぐ現場に行きます。まずは、対応についての協

議を帰ってきてするわけですが、問題点は、やはり、我々粕屋町の地方自治体でで

きない部分が結構あるんですね。警察とか、あるいは県の所管とか国の所管という

のがあります。そういったことをつなげながら、今後、より一層このLINEによる報

告についての対応を、よりよいものにしてまいりたいと思っております。 

◎議長（小池弘基君）   
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本田議員。 

◎１３番（本田芳枝君）   

これで私の質問は終わります。 

また、よろしくお願いします。 

以上です。 

（13番 本田芳枝君 降壇） 

◎議長（小池弘基君）   

ただ今、本田議員の一般質問が終わりました。 

これにて、３日間にわたりました「一般質問」を終結いたします。 

以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

本日はこれにて散会いたします。 

（散会 午前11時22分） 
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（開議 午前９時30分） 

◎議長（小池弘基君）   

改めまして、おはようございます。 

令和５年最後の今定例会も、無事に閉会日を迎えることができましたことに、執

行部や議員の皆さまに感謝申し上げます。今年も早いもので、残り３週間ほどにな

りました。寒さが厳しくなってまいりますので、インフルエンザ等の感染症に十分

留意されますことをお願い申し上げます。来年の干支は、辰年であります。辰年

は、昇り龍などに描かれますように、勢いよく活気溢れる年になると言われていま

す。皆さまのご健康と、ますますの活躍を御祈念申し上げ、12月定例会閉会日の御

挨拶といたします。 

ただ今の出席議員数は、16名全員であります。定足数に達しておりますので、た

だ今から本日の会議を開きます。 

◎議長（小池弘基君）   

議案第92号「副町長の選任につき同意を求めることについて」を議題といたしま

す。 

本案は、副町長の人事案件でありますので、過去の例によりまして、委員会に付

託することなく、本会議で取り扱うことと、開会日に決しております。 

本案は、人事案件につき討論を省略し、これより議案第92号を採決いたします。 

本案を、原案のとおり決することに賛成の議員は、賛成ボタンを押してくださ

い。 

（賛成者投票） 

◎議長（小池弘基君）   

全員賛成であります。 

よって、議案第92号は、同意することに決定いたしました。 

◎議長（小池弘基君）   

議案第98号「粕屋町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準に

関する条例の一部を改正する条例について」、議案第99号「粕屋町住宅新築資金等

貸付事業特別会計条例を廃止する条例について」、以上２議案を一括して議題とい

たします。 

これらの案に関し、委員長の報告を求めます。 

井上文教厚生常任委員会委員長。 

（文教厚生常任委員会委員長 井上正宏君 登壇） 

◎６番（井上正宏君）    

議案第98号「粕屋町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準に
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関する条例の一部を改正する条例について」、議案第99号「粕屋町住宅新築資金等

貸付事業特別会計条例を廃止する条例について」、付託を受けました文教厚生常任

委員会での審査の経過と結果について、一括して御報告いたします。 

議案第98号「粕屋町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準に

関する条例の一部を改正する条例について」、地域の自主性及び自立性を高めるた

めの改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律が、令和５年９月16日か

ら施行され、就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する

法律に項ずれが生じたため、条例で引用する箇所の改正を行い、あわせて、デジタ

ル社会の形成を図るための規制改革を推進するためのデジタル社会形成基本法等の

一部を改正する法律が、令和５年６月16日に施行され、デジタル手続法の適用範囲

が拡大されたことに伴い、関係する条文について整備する必要があるため、条例の

一部を改正するものでございます。 

審査の中で、民間の保育施設では、条例の改定により提出書類を作成するのに人

的な問題があるのではないかという質疑に対して、今までどおり紙媒体やCD-ROMな

どに記録して役場に提出してもよいが、オンラインでも提出することができるよう

になったもので、その負担が増えたものではないという答弁でした。 

文教厚生常任委員会で慎重に審査しました結果、全員賛成で原案どおり可決すべ

きことに決しましたことを御報告いたします。 

議案第99号「粕屋町住宅新築資金等貸付事業特別会計条例を廃止する条例につい

て」、地方自治法第209条第２項の規定により、粕屋町住宅新築資金等貸付事業の

円滑な運営とその経理の適正を図るため、昭和56年４月１日から施行し、特別会計

を設置しております。粕屋町住宅新築資金等貸付事業は、貸付事務を平成８年度に

終了しており、令和３年度には、現年度分の償還事務が完了し、現在は、滞納繰越

し分の償還事務のみとなっております。つきましては、予算を特別会計から一般会

計に移行し、条例を廃止するものでございます。 

審査の中で、回収は大変な事業となると思うが、収納課で行う話はという質疑

に、まずは介護福祉課で調査することとしており、古い案件が多く、個々に様々な

背景や事情がある。どこから進めるのか町の方針を決めるに当たり、福岡県の住宅

新築資金に特化した法律相談に行き、指導を受けた。かなり調査が必要であり時間

を要すると思うが、優先順位により、今後は個別の案件を相談しながら進めていか

なければならない。１件ずつ調査、償還事務を途切らせることなく、進捗状況を報

告していくとの答弁でした。 

文教厚生常任委員会で慎重に審査しました結果、原案どおり、全員賛成で可決す

べきことに決しましたことを御報告いたします。 
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（文教厚生常任委員会委員長 井上正宏君 降壇） 

◎議長（小池弘基君）   

ただ今の委員長報告に対する質疑に入ります。 

質疑は、一括議案番号順にお願いします。 

質疑はありませんか。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）   

ないようですので、これにて、質疑を終結いたします。 

これより議案第 98号の討論に入ります。 

まず、原案に反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）   

次に、原案に賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）   

ないようですので、討論を終結いたします。 

これより、議案第98号の採決をいたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の方は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（小池弘基君）   

全員賛成であります。 

よって、議案第98号は、委員長の報告のとおり可決されました。 

◎議長（小池弘基君）   

続きまして、議案第99号の討論に入ります。 

まず、原案に反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）   

次に、原案に賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）   

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第99号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり
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決することに賛成の議員は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（小池弘基君）   

全員賛成であります。 

よって、議案第99号は、委員長の報告のとおり可決されました。 

◎議長（小池弘基君）   

議案第100号「令和５年度粕屋町一般会計補正予算について」、議案第101号「令

和５年度粕屋町国民健康保険特別会計補正予算について」、議案第102号「令和５

年度粕屋町後期高齢者医療特別会計補正予算について」、議案第103号「令和５年

度粕屋町介護保険特別会計補正予算について」、議案第104号「令和５年度粕屋町

水道事業会計補正予算について」、議案第105号「令和５年度粕屋町流域関連公共

下水道事業会計補正予算について」、以上６議案を一括して、議題といたします。 

これらの案に関し、委員長の報告を求めます。 

末若予算特別委員会委員長。 

（予算特別委員会委員長 末若憲治君 登壇） 

◎５番（末若憲治君）   

議案第100号から105号まで、付託を受けました予算特別委員会での審査の経過と

結果について一括して御報告いたします。なお、審査の経過については、議長を除

く議員全員による審査でございますので、要点のみ御報告いたします。 

まずは、議案第100号「令和５年度粕屋町一般会計補正予算について」です。 

今回は、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ８億232万6,000円を追

加し、歳入歳出予算の総額を222億614万3,000円とするものです。歳入の主なもの

としては、国庫支出金を４億3,879万7,000円、県支出金を6,624万7,000円、町債を

5,970万円増額するものです。また、財源不足を補うため、財政調整基金から１億

8,076万9,000円の繰入れを計上しております。一方、歳出の主なものとしては、障

がい福祉サービス事業費を２億4,828万9,000円、価格高騰緊急支援給付金給付事業

費を３億485万4,000円、子ども医療費助成事業費を3,269万3,000円、小学校施設整

備事業費を7,990万円、ふるさとづくり基金積立金を3,141万4,000円増額するもの

です。 

委員会内での意見として、債務負担行為に関すること。また、２款１項６目の移

住支援事業に関し、人口が伸びている粕屋町の現状として、この移住支援事業を行

う必要があるのかという意見。また、４款１項２目の感染症予防事業、また、議会

費の１款１項１目議会運営事務の講師謝礼が、補正予算で計上すべき事業なのかと

いう意見がありました。町民の方にいち早く接種を行ってもらいたい。また、講師
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謝礼に関する緊急性は理解するものの、本来であれば、当初予算で計上すべきでは

ないかという意見もありました。当初予算計画段階で、施策、事務事業に関しては

十分に検討し、実施できるようにとの意見もありましたので付します。 

予算特別委員会で慎重に審査いたしました結果、賛成多数で原案どおり可決すべ

きことに決しましたことを御報告いたします。 

次に、議案第101号は、「令和５年度粕屋町国民健康保険特別会計補正予算につ

いて」です。 

今回は、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ４億2,399万7,000円を

追加し、歳入歳出予算の総額を38億7,616万9,000円とするものです。歳入の主なも

のとしては、県支出金を４億2,000万円、繰入金を79万9,000円、収支均衡を図るた

め、歳入欠陥補填収入を390万円増額するものです。一方、歳出の主なものとして

は、保険給付費を４億2,000万円増額するものです。 

予算特別委員会で慎重に審査いたしました結果、賛成多数で原案どおり可決すべ

きことに決しましたことを御報告いたします。 

次に、議案第102号は、「令和５年度粕屋町後期高齢者医療特別会計補正予算に

ついて」です。 

今回は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ60万6,000円を追加し、

歳入歳出予算の総額を６億3,564万4,000円とするものです。歳入については、繰入

金を28万円、広域連合給付金返納金を32万6,000円増額するものです。一方歳出に

ついては、総務費を28万円、一般会計繰出金を32万6,000円増額するものです。 

予算特別委員会で慎重に審査いたしました結果、賛成多数で原案どおり可決すべ

きことに決しましたことを御報告いたします。 

次に、議案第103号は、「令和５年度粕屋町介護保険特別会計補正予算につい

て」です。 

今回は、保険事業勘定において、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

277万6,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を28億134万8,000円とするものです。

歳入としては、国庫支出金を118万8,000円、繰入金を158万8,000円増額するもので

す。一方、歳出といたしましては、総務費を277万6,000円増額するものです。 

予算特別委員会で慎重に審査いたしました結果、全員賛成で原案どおり可決すべ

きことに決しましたことを御報告いたします。 

次に、議案第104号は、「令和５年度粕屋町水道事業会計補正予算について」で

す。 

補正の内容としては、昨今の物価上昇を受け、令和６年度薬品購入費の債務負担

行為限度額を増額するものです。 
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予算特別委員会で慎重に審査いたしました結果、全員賛成で原案どおり可決すべ

きことに決しましたことを御報告いたします。 

最後に、議案第105号は、「令和５年度粕屋町流域関連公共下水道事業会計補正

予算について」です。 

補正の内容としては、給与改定に伴い、人件費を増額するものです。収益的支出

について、営業費用を70万円増額し、12億4,876万6,000円とするものです。 

予算特別委員会で慎重に審査いたしました結果、全員賛成で原案どおり可決すべ

きことに決しましたことを御報告いたします。 

（予算特別委員会委員長 末若憲治君 降壇） 

◎議長（小池弘基君）   

これらの議案につきましては、委員長の報告のとおり、議員全員によります審査

を行っています。よって、質疑を省略し、これより、議案第100号の討論に入りま

す。 

まず、原案に反対の方の発言を許します。 

福永議員。 

◎１１番（福永善之君）   

移住支援事業に関しましては、今、末若予算委員長のほうから、委員長報告で発

言がありましたので、これに関しましては割愛させていただきます。 

議案100号に反対します。 

７万円を給付する施策について、近年、選挙前になると物価高対策という理由を

つけて特定の層、低所得者や住民税非課税世帯に給付金を与えるという施策が定着

しております。令和５年度に、価格高騰緊急支援給付金として、１世帯当たり３万

円、3,873世帯が対象になりましたが、そのうち60代以上の世帯が約63％でした。

つまり、一般的に投票率の高い層へ給付されたと考えられます。恩恵を受けない多

数の人たち、特に中間層は、決められた税金を納めるだけ。何のために頑張って働

いているのか分からないという、今の政治への不信感、ばらまきのために税金を納

めているのではないという、今の政治に絶望感を抱いているのではないでしょう

か。税金を集めてそれを特定の層にばらまく、原資が足りなくなれば増税をする。

このような施策を続けていては、勤労者、特に中間層の働く稼ぐモチベーションが

下がり、今後も日本の経済が上向くことは考えられません。物価の上昇に賃金が追

い付かず、人々、特に中間層は更に貧しくなり、そのために税金をばらまくという

経済の悪循環に陥っているのではないでしょうか。金をばらまく余裕があるなら

ば、納税者に減税するべきと提言します。 

以上の観点で、この議案に反対です。 
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◎議長（小池弘基君）   

次に、原案に賛成の方の発言を許します。 

古家議員。 

◎１番（古家昌和君）   

私は、賛成の立場で討論させていただきます。 

今回の補正予算で、私が特に注目したのは、年度途中で開始する帯状疱疹ワクチ

ン接種補助事業です。通常、年度途中で新規事業を行うことは、まれなことであ

り、議会からの反対を招きかねない提案であることを承知の上で、帯状疱疹で苦し

む町民を一人でも多く、早期に減らしたい。そして、医療費の削減につながると考

えられる、この事業をいち早く取り入れたい。まさにフレイル予防の観点から、執

行部の費用対効果を重視する熱い、強い熱意を感じました。また、そのほか、補正

予算についても、おおむね適切に処理されていることも確認いたしました。議会か

らの批判を恐れず、公共の福祉に邁進する、まさに町民ファースト、その積極的な

姿勢を高く評価し、今回の補正予算について賛成の立場での討論とさせていただき

ます。 

◎議長（小池弘基君）   

次に、原案に反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）   

次に、原案に賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）   

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより議案第100号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告のとおり決す

ることに賛成の議員は賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（小池弘基君）   

賛成多数であります。 

よって、議案第100号は、委員長の報告のとおり可決されました。 

◎議長（小池弘基君）   

これより議案第101号の討論に入ります。 

まず、原案に反対の方の発言を許します。 

（声なし） 
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◎議長（小池弘基君）   

次に、原案に賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）   

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより議案第101号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告のとおり決す

ることに賛成の議員は賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（小池弘基君）   

賛成多数であります。 

よって、議案第101号は、委員長の報告のとおり可決されました。 

◎議長（小池弘基君）   

これより、議案第102号の討論に入ります。 

まず、原案に反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）   

次に、原案に賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）   

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第102号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の議員は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（小池弘基君）   

賛成多数であります。 

よって、議案第102号は、委員長の報告のとおり可決されました。 

◎議長（小池弘基君）   

これより、議案第103号の討論に入ります。 

まず、原案に反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）   

次に、原案に賛成の方の発言を許します。 
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（声なし） 

◎議長（小池弘基君）   

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第103号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の議員は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（小池弘基君）   

全員賛成であります。 

よって、議案第103号は、委員長の報告のとおり可決されました。 

◎議長（小池弘基君）   

これより、議案第104号の討論に入ります。 

まず、原案に反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）   

次に、原案に賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）   

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第104号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の議員は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（小池弘基君）   

全員賛成であります。 

よって、議案第 104号は、委員長の報告のとおり可決されました。 

◎議長（小池弘基君）   

これより、議案105号の討論に入ります。 

まず、原案に反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）   

次に、原案に賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）   
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ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第105号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の議員は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（小池弘基君）   

全員賛成であります。 

よって、議案第 105号は、委員長の報告のとおり可決されました。 

◎議長（小池弘基君）   

議案第106号「工事請負契約の変更について」を議題といたします。 

本案に関し、委員長の報告を求めます。 

末若総務建設常任委員会委員長。 

（総務建設常任委員会委員長 末若憲治君 登壇） 

◎５番（末若憲治君）   

議案第106号「工事請負契約の変更について」、付託を受けました総務建設常任

委員会での審査の経過と結果について御報告いたします。 

この工事は、仲原川河川改修工事です。変更内容の主なものとしては、工事に

て、現場作業用に農地を一時的に埋め立てをするために購入した建設廃棄物となら

ない土の一部、1,295㎥を町内の区画整理事業組合で引き受けていただくことで、

その残土処分費が不要となったものです。今回の変更により、657万1,400円の減額

となり、変更後の契約金額を１億1,462万4,400円とするものです。条例の規定に基

づき、議会の議決を求められたものです。 

今回の件は、道路環境整備課だけでなく、都市計画課との連携が図られている。

都市政策部内で、個別に事業を見るのではなく、町の利益を考えたことであり、す

ばらしいとの意見がありました。今後も、課内、課外、部内、部外、庁舎内様々に

連携を図られることを期待し、町民の福祉の向上に努めてもらいたいという意見が

ございました。 

総務建設常任委員会で慎重に審査いたしました結果、全員賛成で原案どおり可決

すべきことに決しましたことを御報告いたします。 

（総務建設常任委員会委員長 末若憲治君 降壇） 

◎議長（小池弘基君）   

ただ今の委員長報告に対する質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（声なし） 
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◎議長（小池弘基君）   

ないようですので、質疑を終結いたします。 

これより、議案第106号の討論に入ります。 

まず、原案に反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）   

次に、原案に賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）   

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第106号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の議員は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（小池弘基君）   

全員賛成であります。 

よって、議案第 106号は、委員長の報告のとおり可決されました。 

◎議長（小池弘基君）   

議案第107号「工事請負契約の変更について」、議案第108号「工事請負契約の変

更について」、議案第109号「粕屋町国民健康保険税条例の一部を改正する条例に

ついて」、以上３議案を一括して議題といたします。 

これらの案に関し、委員長の報告を求めます。 

井上文教厚生常任委員会委員長。 

（文教厚生常任委員会委員長 井上正宏君 登壇） 

◎６番（井上正宏君）    

議案第107号「工事請負契約の変更について」、議案第108号「工事請負契約の変

更について」、議案第109号「粕屋町国民健康保険税条例の一部を改正する条例に

ついて」、付託を受けました文教厚生常任委員会での審査の経過と結果について、

一括して御報告いたします。 

議案第107号「工事請負契約の変更について」、この工事は、粕屋町総合体育館

大規模改造工事でございます。変更の主なものは、外壁補修工事の変更、消防設備

の法令適合の変更、照明設備の増設等を行うものでございます。今回の変更によ

り、646万9,100円の増額となり、変更後の契約金額を７億9,438万8,100円とするも

ので、条例の規定に基づき、議会の議決を求められたものでございます。 
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審査の中で、変更後の金額の中のどれが補助対象で、その金額はという質疑に、

補助対象は、スポーツくじの助成交付決定によって対象になり、プールアリーナ照

明工事、機械室ろ過器工事、バリアフリー工事が対象である。予算は、９月補正で

説明したが、補助対象の歳入金額は2,576万1,000円を増額し、これが助成金により

収入が粕屋町に入る。大体4,000万円くらいが工事の内訳で、これらの３分の２が

補助される分という答弁。また、プールの屋根の工事はいつまでかという質疑に、

工期末は令和６年３月21日までになっているとの答弁でした。 

文教厚生常任委員会で慎重に審査しました結果、原案どおり賛成多数で可決すべ

きことに決しましたことを御報告いたします。 

議案第108号「工事請負契約の変更について」、この工事は、町立中央保育所建

替工事でございます。変更の内容の主なものは、急激な物価変動による建築資材の

高騰措置として、建築資材費用を変更するものでございます。今回の変更により、

605万円の増額となり、変更後の契約金額を７億8,914万円とするもので、条例の規

定に基づき、議会の議決を求められたものでございます。 

審査の中で、資材の高騰というが、どの資材が高騰しているのか詳細を知らせて

ほしいという質疑に、防水工事関係、建具、屋根、塗装、木工、金属、内外装、電

気設備工事、機械設備工事など、ほとんど全ての資材が高騰したという答弁。ま

た、町は業者と詳細を確認したのかという質疑に、契約をしたときに、発注時期の

見積りをとり、設計委託業者とやり取りをして積算し直し、その額をもとに業者と

協議してまとまったとの答弁。なぜ今なのか、その時期の説明をという質疑に、契

約してすぐ全ての資材の発注は行わない。工事の進み具合で、そのときそのときに

発注しているのでタイムラグがある。努力はしてもらっているが、発注時期が遅く

なるものについて、スライド条項が発生した。全て納品が終わってからになるの

で、この時期になっているという答弁でした。 

文教厚生常任委員会で慎重に審査をしました結果、原案どおり、全員賛成で可決

すべきことに決しましたことを御報告いたします。 

議案第109号「粕屋町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について」でご

ざいます。 

国民健康保険の制度改正に伴い、出産被保険者に係る保険税について、産前産後

期間相当分の所得割額、均等割額の減額措置が実施されるため、粕屋町国民健康保

険税条例の改正を行うものでございます。 

審査の中で、産前産後期間に係る国民健康保険税の減免措置を、前倒しで実施し

ている近隣の自治体はあるのかという質疑に、糟屋地区では、前倒しで減免措置を

している市、町があるとは聞いていないが、全国では、独自に行っている市町村は
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あるという答弁でした。また、この減免は、一般会計からの繰入れとなるが、年収

が高い方に穴埋めをしてもらうのは、勤労意欲がなくなるという質疑や、町独自の

補助は、どこから原資を持ってくるのかという質疑に、きちんと認められた法定内

の繰入れを一般会計から行ってますという答弁が付け加えられました。 

議員間討議では、国民健康保険税は、子どもの人数によって均等割の負担が増え

ることについて、何らかの措置が必要だと思うが、このたびの減免措置は、負担軽

減につながる取組と思う。また、粕屋町の魅力発信、子育てど真ん中政策にマッチ

していると思う、という賛成意見が出ました。 

文教厚生常任委員会で慎重に審査しました結果、原案どおり賛成多数にて可決す

べきことに決しましたことを御報告いたします。 

（文教厚生常任委員会委員長 井上正宏君 降壇） 

◎議長（小池弘基君）   

ただ今の委員長報告に対する質疑に入ります。 

質疑は、一括議案番号順にお願いいたします。 

質疑はありませんか。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）   

ないようですので、質疑を終結いたします。 

これより、議案第107号の討論に入ります。 

まず、原案に反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）   

次に、原案に賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）   

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第107号を採決いたします。 

本案に対する、委員長の報告は可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の議員は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（小池弘基君）   

賛成多数であります。 

よって、議案第 107号は、委員長の報告のとおり可決されました。 

◎議長（小池弘基君）   
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続きまして、議案第108号の討論に入ります。 

まず、原案に反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）   

次に、原案に賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）   

ないようですのでこれにて討論を終結いたします。 

これより、議案第108号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の方は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（小池弘基君）   

全員賛成であります。 

よって議案第108号は、委員長の報告のとおり可決されました。 

◎議長（小池弘基君）   

これより議案第109号の討論に入ります。 

まず、原案に反対の方の発言を許します。 

福永議員。 

◎１１番（福永善之君）   

議案109号に反対です。 

反対の理由は、保険組合の運営の問題です。行政が運営する保険事業だけでな

く、民間の健康保険組合についても、今後も社会保障費の支出が増加するのは間違

いなく、収支調整のため、現在のような収入の高い層から負担を求めるやり方は見

直すべきと考えます。公が運営する国民健康保険組合は、24年度から２万円引上げ

られ、限度額は106万円になります。社会保障費は、公営、民間かかわらず、今後

も増え続け、何らかの歳出改革をしなければ、住民の負担増は避けて通れないと考

えます。 

歳出改革に関しては、他国の事例を参考にしてはどうでしょうか。例えば、一つ

目に、延命治療について。福祉国家として知られ、寝たきり老人がいないと言われ

る北欧のスウェーデンは、積極的な延命治療はしないようです。二つ目に、安楽死

について。スイス、アメリカの一部の州、オランダ、ベルギ―、ルクセンブルク、

コロンビア、カナダ、オーストラリア、イタリア、ドイツ、スペイン、ニュージー

ランド、ポルトガルは安楽死を合法化しております。上記の二つは、歳出を削減で
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きることは間違いないと考えます。 

やれることをやって、それでも収入が足りない場合は負担増を求める流れにすべ

きではないでしょうか。現代社会の人々の死生感は人それぞれです。生きるだけで

なく、本人の意思に反して生かされるだけの選択肢だけではなく、死ぬ権利を与え

てやるような社会を構築するべきではないでしょうか。社会保障改革は急務という

ことを申し添えて反対討論とします。 

◎議長（小池弘基君）   

次に、原案に賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）   

次に、原案に反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）   

次に、原案に賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）   

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第109号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の議員は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（小池弘基君）   

賛成多数であります。 

よって、議案第109号は、委員長の報告のとおり可決されました。 

◎議長（小池弘基君）   

次に、日程第５．「粕屋町選挙管理委員及び補充員の選挙」を議題といたしま

す。 

お諮りいたします。 

選挙の方法については、地方自治法第118条第２項の規定により指名推選にいた

したいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（小池弘基君）   

御異議なしと認めます。 
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よって、選挙の方法は指名推選で行うように決定いたしました。 

お諮りいたします。 

指名の方法については、議長が指名することにいたしたいと思います。 

これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（小池弘基君）   

御異議なしと認めます。 

よって、議長が指名することに決定いたしました。 

粕屋町選挙管理委員会委員には、工藤和則さん、水上尚子さん、八尋惠治さん、

荒巻良子さん、以上の方を指名いたします。 

お諮りいたします。 

ただ今、議長が指名いたしました方を、粕屋町選挙管理委員会委員の当選人と定

めることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（小池弘基君）   

御異議なしと認めます。 

よって、ただ今指名いたしました、工藤和則さん、水上尚子さん、八尋惠治さ

ん、荒巻良子さん、以上の方が粕屋町選挙管理委員会委員に当選されました。 

粕屋町選挙管理委員会補充員には、城信二さん、山下信一郎さん、城戸和子さ

ん、長由紀子さん、以上の方を指名いたします。 

お諮りいたします。 

ただ今、議長が指名いたしました方を、粕屋町選挙管理委員会補充員の当選人と

定めることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（小池弘基君）   

御異議なしと認めます。 

よって、ただ今指名いたしました、城信二さん、山下信一郎さん、城戸和子さ

ん、長由紀子さん、以上の方が、粕屋町選挙管理委員会補充員に当選されました。 

次に、補充の順序についてお諮りいたします。 

補充の順序は、ただ今議長が指名した順序にいたしたいと思います。こ 

れに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（小池弘基君）   

御異議なしと認めます。 
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よって、補充の順序は、ただ今議長が指名した順序に決定いたしました。 

◎議長（小池弘基君）   

次に、日程第６．「委員会の閉会中の特定事件（所管事務）調査」の件を議題と

いたします。 

会議規則第75条の規定により、各委員長から、お手元に配付のとおり、閉会中の

特定事件所管事務調査の申し出があっております。 

お諮りいたします。 

各委員長から申し出のとおり、閉会中の特定事件（所管事務）調査とすることに

御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（小池弘基君）   

御異議なしと認めます。 

よって、各委員長からの申し出のとおり、閉会中の特定事件（所管事務）調査と

することに決定いたしました。 

町長から発言の申し出があっておりますのでこれを認めます。 

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）   

令和５年第４回議会定例会の閉会に当たりまして、自席からではございますが、

一言御挨拶申し上げます。 

去る12月１日に招集をいたしました今議会におきましては、副町長選任の同意を

求める議案を筆頭に、粕屋町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例をはじめ、多くの議案の審議を賜り、活発なご議論を頂戴しながら、全ての議案

に可決、承認をいただきました。誠にありがとうございました。 

さて、今12月議会が、定例議会への出席が最後になり、来たる12月31日をもって

任期満了になられる吉武副町長には、２期８年もの長い間、この粕屋町を愛し、町

民のために心血を注いでこられました。この誠実で率直な人柄で、職員の人望も厚

く、様々な場面で委員長など、牽引役としてこの町の事務事業を推進されました。

言葉では言い尽くせませんが、ここに改めて敬意を表し、感謝と御礼を申し上げた

いと思います。町のトップとして、近年の広範囲にわたる行政ニーズに対応し、職

員への人事、業務の監督指導など、激務であった８年であったと思われます。退任

後はどうか、心身の疲れをゆっくり癒されながら、これからの粕屋町の発展を見守

っていただき、ご助言などをいただきたいと思うところでございます。 

来年は辰年です。辰年は、変化の年と言われております。ここ数年続く感染症を

乗り越え、市制を目指すこの粕屋町が、これからより以上の発展に向けて大きく変
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わるような年になるよう期待すると共に、この一年、議員の皆さまよりいただきま

した御協力と御厚情に、改めてここに感謝を申し上げ、閉会に当たっての私の挨拶

とさせていただきます。 

本当にありがとうございました。 

◎議長（小池弘基君）   

さて、吉武副町長におかれましては、ただ今、箱田町長からもお話がありました

ように、長きにわたり、粕屋町行政に御尽力を賜り、誠にありがとうございまし

た。議会からも厚く御礼申し上げます。また、任期としては、12月いっぱいでござ

いますので、その間、寒くなりますが、お体には十分ご留意されまして、残りの職

務を全うしていただきたいと思っております。 

吉武副町長から発言の申し出があっておりますので、これを認めています。 

吉武副町長。 

◎副町長（吉武信一君）  

ただ今、議長のお許しをいただきましたので、自席からではございますが、退任

に当たり、御挨拶をさせていただきます。 

私は、昭和52年４月に粕屋町役場に奉職し、建設課、産業振興課、企画課、都市

計画課、上下水道課、都市整備課など、38年９か月、事業課一筋に努めさせていた

だきました。この間、大川橋薬師大橋の橋梁工事、雨水対策の雨水調整池工事、交

通安全事業の歩道設置工事、また、町道の新設と改修工事、水路の拡幅改修、上下

水道整備など、粕屋町の生活基盤となる多くのインフラ整備に携わりました。振り

返りますと、自分が担当した橋梁や道路、水路が完成すれば、一様にそれなりの喜

びと誇らしさはございましたが、公民館や工事現場で工事説明をしても、いわれな

きことを言われ、どちらかといえば、仕事的には苦しいことのほうが多かったと思

います。 

平成28年、副町長拝命後は、給食センターの建設や、長年の懸案事項であった旧

焼却場の解体工事、上水道の配水池新設工事、中央保育所建て替え工事、各小・中

学校の増築や改修工事、また、いまだに続く新型コロナウイルス感染症対策などに

取り組みました。副町長の仕事は何ぞやと、厳しい言葉をいただきましたが、町の

事業推進に微力ではございますが、多少は寄与できたのではないかと思っていま

す。 

職員として38年９か月、副町長２期８年、都合46年９か月、人生の大半を粕屋町

役場に勤めさせていただきました。これもひとえに、箱田町長、そして議員の皆さ

ま、さらには町職員の皆さま方に、公私にわたり、温かい御指導と御厚情を賜り、

おかげをもちまして何とか退任できますこと、感謝の気持ちでいっぱいでございま
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す。改めて心より厚くお礼を申し上げます。本当にありがとうございました。 

今後は、一町民として、町行政推進のお手伝いをさせていただきたいと存じま

す。終わりになりますが、箱田町長の３期目ご就任を期待すると共に、町議会の発

展と議員の皆さま、町職員の皆さまのご健勝とご活躍を、そして、粕屋町の更なる

発展をお祈り申し上げまして、退任の挨拶とさせていただきます。 

本当にありがとうございました。 

◎議長（小池弘基君）   

これをもちまして、本定例会に付議されました案件の審議は、全て終了いたしま

した。 

これにて、令和５年第４回粕屋町議会定例会を閉会したいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（小池弘基君）   

御異議なしと認めます。 

よって、令和５年第４回粕屋町議会定例会を閉会いたします。 

（閉会 午前10時26分） 
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